
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「雨降りザァザァですねぇ」

「わふー（そうですねぇ）」

　外の景色を窓から眺める俺。その頭にお嬢様が顔を乗せて残念そうに息をつく。

　いつもならお昼休憩は、外でボール投げをしたり駆けっこをしたりしてお嬢様と遊ぶんだが、今日はあいにくの天気だ。

「むー、今日はお外で遊びたい気分だったんですよー」

「わふふぅん（あぁん、お嬢様。腹いせにうしろから胸毛わさわさしないでぇぇ……）」

　抱きついてくるお嬢様が絶妙な力加減で俺をなで回してくる。

　くやしい、でもモフられちゃう。びくんびくん。

　しとしとと降り続ける雨は、お屋敷の外を白く霞かすませている。

　雨で外に出られないのは残念だけど、俺は雨の日の匂いって好きなんだよな。

　お屋敷の周りは自然が多いから、森と土の匂いが混ざった良い匂いがしてくる。

「わふわふ（そういや、俺がこのお屋敷に来てから初めての雨だなぁ）」

　この辺りは気候が良いのか、空が曇ることも少ない。

　かといって水不足というわけでもないので、良い土地なんだろう。

　王都から見るとこの辺りって辺境らしいけど、誰も入植してこないのな。

　おっさんの畑から取れる野菜はめちゃウマだし、土地も肥えてるみたいだけども、開拓されている気配はない。

　お屋敷からずーっと南に行けば、ちらほら人里も見えてくるけど、北にあるだだっ広い森には人の手は入っていない。

　今は保護されたエルフたちが、辺境伯であるパパさんの許可をもらって新たな村を建設しているくらいのものだ。

　まぁ、あの森に人が来ないというのであればありがたい。俺のペットライフの存続的な意味で。

　まさか平和な森に魔物が住んでいて、しかも俺がそこの連中と仲良くしているなんてことは絶対にバレてはいかんのだ。

　俺が魔ま狼ろう王おうフェンリルであることが発覚してしまえば、この気楽なペットライフはあっさりと終わりを告げてしまうのだから。

「わふわふ（みんなとの幸せペット生活は、絶対に守り抜いてみせるぜ）」

　戦闘能力のすべてを捨て、駄犬に徹するという覚悟なら、とうの昔に決めている。キリッ。

「むー、ロウタの毛、なんだかしんなりしてます」

　お嬢様が俺の背中に顔をうずめながら不満そうに言った。

「わふっ？（えっ、そう？　フサフサしてない？）」

「ちゅー（確かにジメジメしておるの。寝心地が悪いのじゃ）」

　レンがたてがみから顔を出す。

　文句言うな。お前はいつも寝てるんだから、たまにはそのまま起きてなさい。

「そうだ！　ブラッシングしましょう！　きっとフワフワになりますよ！」

　お嬢様が俺専用のブラシを取ってくる。

「わんわん！（わーい、ブラッシング！　ロウタ、ブラッシング大好き！）」

　人間の頃は分からなかったが、人にクシで毛を梳すいてもらうのってめっちゃ気持ちいいんだぜ。

　自分の後ろ足で耳を搔かくのも悪くないが、それとはまた違う心地よさがある。

　しかもお嬢様がブラッシングしてくれるってんだから、なおさら気持ちいいに決まっている。

「さあ、ロウタ。頭をここに置いてくださいな」

　リビングの絨じゆう毯たんに座ったお嬢様が、膝をポンポンと叩たたく。

「わふー（うひょー。お嬢様の膝枕キタコレ！）」

　華きや奢しやな太ももに頭を乗せると、さっそくお嬢様がブラシで俺の毛を梳いてくれる。

「わ、すごい。ロウタ、抜け毛です」

「わ、わふっ!?（えっ、うそ!?　ハゲるの俺!?）」

　このモフモフがなかったら俺のかわいさが半減しちゃうじゃないか。

「きっと生え替わりの時期なんですねぇ。いっぱい取れて楽しいです」

　ああ、生え替わりかぁ。そうだよな、俺って犬だもんな。毛だって生え替わるよな。

　なにせ犬だから！　なにせ犬だから！

「うわぁ、すごいです。どんどん抜けていきますよー」

　ええ、そんなに抜けると心配になるぞ。本当に生え替わりだよね。ハゲたりしないよね。

　俺の毛が抜けるのがそんなに楽しいのか、お嬢様は笑顔でブラシを入れていく。

「はい、次はお腹なかの毛をやりますよー」

「わふっ（はーい）」

「気持ちいいですか？」

「わふわふっ（もう最高ですわー）」

　寝返りを打って腹見せポーズだ。仰あお向むけになるとお嬢様の顔がよく見える。

　本当に楽しそうで、俺もブラッシングされ甲が斐いがあるというものだ。

「ち、ちゅー（ぬし様、急に寝返りを打つでない。潰れてしまうじゃろうが）」

　レンが俺の腹によじ登ってきた。

「ちゅー！（娘むすめ子ご！　亭主の毛繕いは本来わしの役目なのじゃぞ！　そこを寛大にもわしが譲ってやることに感謝して──）」

「ネズミさんもブラッシングですか？　任せてください！」

「ち、ちゅちゅー！（ち、ちち違うのじゃ！　そうではないのじゃー！　違うのじゃー！　あ、あへぇぇぇ……！）」

　こいつ、毎回お嬢様に挑んではモフり負かされてるな。レンがお嬢様のブラシによって餅のように溶かされていく。

「お嬢様、そろそろお勉強のお時間です」

　レンがぐったりする頃、お嬢様を呼ぶ声がした。

　眼鏡をかけた清せい楚そ系美人メイドのミランダさんが、丁寧にお辞儀してお嬢様を呼ぶ。

「ロウタのブラッシングがまだ途中なのに……、うぅ、残念です……」

　わいも残念やで。お嬢様のお昼休憩もっと増やしてクレメンス。

「あ、あのっ、お嬢様っ！　よろしければっ、私がブラッシングの続きをいたしましょうか！」

　うわずった声で言ったのは、ミランダさんの後ろに控えていたトアちゃんだ。

　今日も黒髪ツインテールがぴょこぴょこ跳ねてて可愛かわいいぜ。

「良いんですか!?　ありがとうございます、トア！」

「は、はいっ！　お、お任せ下さいっ！」

「お任せしました！　それじゃあロウタ、午後のお勉強が終わったらまた遊びましょうね！」

「わふーん（はーい、行ってらっしゃーい）」

　お嬢様はミランダさんに連れられて、リビングを出て行く。

　残されたのはポジションを替わったトアちゃんと俺だ。

　ちなみにレンは俺の腹毛の中でとろけている。

「ろ、ロウタ。い、行くよっ！」

「わ、わふっ！（お、おう。どんと来い！）」

　トアちゃん、色々あって結構慣れたとは言え、まだ俺のことが怖いんだろうか。

　緊張が伝わってきて、俺までドキドキしてきちゃうぞ。

「か、嚙かまないでね？」

「わふわふ（嚙まない嚙まない。嚙むわけがない）」

　だが、そのツインテールはハムハムしたい。

「い、痛くない？」

「わふん（全然。もっと思いっきりやっていいんだぜ）」

　おっかなびっくりといった様子で、トアちゃんのブラシが俺の毛を梳いていく。

　窓の外から聞こえてくる雨の音とブラシの心地よさが、良い感じに眠気を誘ってくる。

「あーっ、トアがお仕事サボってるーっ」

「わふ？（んあ？　誰だ？）」

　閉じていた目を開けると、三人のメイドさんが俺たちを囲んでいた。

「さ、サボってないですよっ!?　お嬢様から引き受けた大事なお仕事中ですっ！」

「うそうそ、冗談だよ。トアは真面目だなぁ」

　短髪のメイドさんがケラケラと笑って俺の前にしゃがみ込んだ。

　くっ、見えそうで見えないっ。

　他にも二人のメイドさんが、背後から興味深そうに俺を見下ろしている。

　そう言えば、俺って結構長い間お屋敷にいるのに、使用人のみんなをちゃんと把握してないんだよな。

　基本的にお嬢様と遊ぶかおっさんのところで飯を食うかしかしてないからな。忙しそうに働いているメイドさんたちとは交流がない。

　俺の図ずう体たいが急にデカくなって、メイドさんたちにちょっと怖がられていると思っていたんだが、一番ビビっていたトアちゃんがこうして俺と仲良くなったから、メイドさんたちの態度も穏やかだ。

「こんにちは、ロウタ。一応初めましてだね。あたしはベティ」

「私はコニーです」

「……ミラよ」

　赤毛で髪の短い子がベティ。そばかすが可愛くて活発そうだ。

　灰色のモコモコ毛の人がコニー。垂れ目で落ち着いた雰囲気がある。

　長い黒髪の人がミラ。美人だけど人形みたいに無表情だ。

　普段、お屋敷を掃除したりしてるのはよく見てるけど、声をかけられたのはこれが初めてだな。
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「トア、あんたあんなに怖がってたのに、触れるようになったんだね」

「こ、ここ、怖がってないですよっ！」

「……怖がってた」

「怖がっていましたね」

「う、うう……」

　トアちゃんがツインテールを跳ねさせて抗議するも、簡単にやり込められてしまう。

　おいおい、お三方、トアちゃんをからかって良いのは俺だけだぞ。トアちゃんをからかうのなら、まずは俺をモフってからにしてもらおうか。

　さぁ、モフモフしてください。

　俺は寝返りを打って、メイド三人衆の前に転がった。

「ごめんごめん。あたしら今手が空いてるからさ。ブラッシング手伝ってあげようと思ったんだ」

　そういう三人の手には、新たなブラシが握られている。どうやら最初からそのつもりだったようだ。

「あ、ありがとうございますっ」

「良いってことよー」

「みんなでやれば早いですしね」

「……大きいから大変」

　うむ、確かに俺のサイズだと、ブラッシングするのも一苦労だな。

　良かろう。全員まとめてかかってきなさい。

　四人が俺を囲んで、思い思いの場所をブラッシングしていく。

　当家のメイドさんなだけあって、ブラッシングはとても丁寧でスムーズだ。

　トアちゃん以外。

「う、うう……。みんな上手だ……」

　トアちゃんのたどたどしいブラシ使いも、これはこれで気持ちいいからええんやで。

「あ、そうだ。ロウタ、これ食べるかい？　実家から送られてきたお菓子なんだ」

「わふっ、（えっ、食べる食べるー）」

　俺は肉だけじゃなくて、甘いものも大好きですよ。

　赤毛のベティちゃんがくれたクッキーをサクサクいただく。

「じゃあ、私からはこれをどうぞ」

　これはマフィンかな？　まふまふ柔らかくてこれも美味おいしいぜ。

「……あげる」

　プレッツェルだー。カリカリでしょっぱいのが美味うまいよねー。

「み、みんな。ご飯以外のものを勝手にあげちゃ駄目だよ」

「大丈夫でしょ。ジェイムズ料理長も、こいつは際限なく何でも食べるからキリがないって笑ってたし。ご飯残したりしないよね。ねー？」

「わふわふ（もちろんやで。おっさんのご飯を残すとか、天地がひっくり返ってもありえない）」

「う……。ご、ごめん、ロウタ。わたしは何も持ってない……」

「わふっ（ええんやで）」

　代わりにそのツインテールをハムハムさせて下さい。

　しかし、可愛いメイドさんに囲まれて、おやつを食べながらご奉仕されるとか、ここは楽園なのだろうか。

　甘やかされペット生活、最高だぜー。




　　　　†　†　†




「わー、すっごい抜けたなー」

「本当、山盛りですね。でもこれだけ抜けたのに、全然姿が変わってないですね」

「……モフモフ」

　ブラッシングが終了し、てんこ盛りになった白い毛をメイドさんたちが両手で抱えている。

　あまりの毛の量に、もう一匹俺が作れちゃいそうだ。

「わふー（はふー、すっきり。心なしか、体も軽くなった気がするぞ）」

　俺は立ち上がって自分の体を見回す。

　うむ、雨でしんなりしていたのが、すっかりフサフサだ。あれだけ毛が抜けたのに、さっきよりフワフワしてるくらいだ。

「うおっ、やっぱりお前でっかいなー。足長いから、立ったらあたしより大きいじゃん」

「わ、わふっ？（そ、そんなことないっすよ？）」

　まだ生後数ヶ月の可愛い子犬ですよ、僕ぼかぁ。

　でも念のため伏せの姿勢に戻っておこう。

「み、皆さんっ、ありがとうございましたっ」

「わふーん（ありがとうなんやでー）」

　トアちゃんと一緒にメイドさんたちにお礼を言う。

　まぁ、俺の礼は伝わってないだろうけども。気持ちよ気持ち、こういうのは気持ちが大事。

「良いってことよー」

「楽しかったですよ。またブラッシングさせて下さいね」

「……モフモフ」

「ミラがさっきからモフモフしか言ってない」

「行きますよ。良い休憩になりましたし、お仕事しませんと」

「……モフモフ」

　名残惜しそうなミラさんを、ベティちゃんとコニーさんが連れて行く。

　ふっ、またひとり俺のモフモフの虜とりことなってしまったようだな。

「ロウタ、わたしも行くねっ」

「わんっ（またねー）」

　ブラシを片付けたトアちゃんが部屋を出て行く。

　すっきりした気分で朝寝をしてもいいんだが、まだ眠くないな。

　外は雨で出かけられないし、せっかくだからこの機会にお屋敷の中を探検してみようかな。

「ちゅー（ふう、行ったか。やれやれ……）」

　二度目のブラッシングはごめんだったのか、隠れていたレンがたてがみから顔を出した。

「わふっ（お前がブラシから逃げ惑うから、体中くすぐったくてしょうがなかったぞ）」

「ちゅちゅー（ふんっ、気安く人間どもに体を触らせるぬし様がおかしいのじゃ）」

「わふ（そんなこと言いながら気持ちよくなってたくせに）」

　くっくっく、体は正直だな。

「ち、ちゅー！（そ、そんなことはないのじゃ！　ま、まぁ、たまにならやらせてやっても良いかもしれんな！）」

「わふわふ（はいはい、ツンデレおつ）」

　俺はのっそりと体を起こすと、レンを頭に乗せてリビングを出る。

「わふ？（あれ？　なんかドアが狭いなぁ）」

　ドアをくぐろうとすると、微妙に体が引っかかる。

　お屋敷のドアってこんなに狭かったっけ？

　体がこすれてせっかくブラッシングしてもらった毛が寝ちゃいそうだ。

「わふわふ（ま、いいや。どこから探検しようかなー）」

　一階は結構見て回ってるから二階にしよう。二階で行ったことがあるのはパパさんの書斎くらいだな。

　あとは客室とかも二階にあるみたいだ。

「わふっ（あっ、そうだ。じゃあゼノビアちゃんの部屋に行ってみよう）」

　普段は向こうから挑んでくるばかりで、俺から出向いたことはなかったからな。

　こっちから行って驚かせてやろう。

　気になる食客のお部屋へ突撃晩ご飯だ。まだ昼だけども。

　大理石に敷かれた長い絨じゆう毯たんをたどって、大広間へやって来た。そこの大階段から二階に上がって、左右を確認する。

「わふー……（ゼノビアちゃんの匂いが強いのはー……）」

　鼻を掲げてくんかくんかする。

　フェンリル──じゃなくて、犬の体はこういうときに便利だ。

「わふっ（分かった。こっちだ）」

　東館二階の一番奥にゼノビアちゃんの部屋はあった。

「わんわーんっ！（ゼノビアちゃーん、開ーけーてーっ！）」

　ドアの外から声をかけると、ドタンバタンと物をひっくり返す音がした。

「わ、わふっ（おおっ、なんだ？）」

　びっくりしていると、ドアが少しだけ開いて、ゼノビアちゃんが顔を見せた。

「な、なんだお前か。何か用か？」

「わふわふっ（遊ぼうぜ、ゼノビアちゃん。あ、試し切りは無しの方向で）」

「…………」

　ゼノビアちゃんはドアの隙間から顔を出して左右を見る。廊下に誰もいないことを確認すると、ドアを開けてくれた。

「……何のつもりか知らないが、入りたいのなら入れ」

「わふっ（やったぜ）」

　ずりずりと体をこすりながらゼノビアちゃんのお部屋に入る。

「わふぅ……（うわぁ……）」

　予想通りというか何というか、とてもじゃないが女子の部屋じゃない。お嬢様のフローラルな香りがするお部屋と違って、鉄と油の殺伐とした匂いが鼻をつく。

　匂いの正体は壁一面にかけられた剣の数々だ。いったい何本持っているのか、武器屋もびっくりな所有数だ。

　あれだけ俺にポキポキへし折られてるのに、まだこんなに持ってるのかよ。

　ゼノビアちゃんって元凄腕冒険者でお金も持ってそうなのに、全然そんな気配がないのは、稼いだお金を全部剣につぎ込んでるからなんじゃ……。

　他にはベッドとクローゼット、武具の整備用品が置かれた机だけ。

　なんとも女子力の低い部屋だ。

「どうした？　壁を見回して。もしやお前も剣の良さが分かってきたのか？」

「わふっ（そんなワケないでしょ）」

　むしろ毎回試し切りの相手にされてて、剣なんてどんどん嫌いになってるわ。

　武器に憧れる少年の心は死んでしまったのだ。

「そうかそうか。では、今日は剣の逸話を語ってやることにしよう。どの剣も素晴らしい由来があるのだぞ」

　ゼノビアちゃんは嬉うれしそうに壁の剣を選び始める。

「わふん……（意思の疎通がはかれなくてつらい……）」

　まぁ、魔ま狼ろう族みたいに、言葉は通じてるのに会話が通じていない連中も困るのだが。

　俺はフェンリルじゃなくて飼い犬だって言ってるのに、聞いてくれやしない。

「ああ、そうだ。話を聞く間、これでも食べているか？」

　ゼノビアちゃんが、部屋の隅に置いてあった鞄かばんから何かの包みを取り出す。

「冒険者時代の保存食だ。捨てるのもなんだと思って取っておいたのだが、そろそろ処理しないといけない時期なのだ。湿気があるとカビ始めるからな」

　そう言って包みを開けると、中からは黒ずんだ塊が。

　なんだろこれ。

　保存食というと、前に森の調査にやって来た冒険者のことを思い出すな。すごい不味まずそうな顔で、粘土みたいなのを食ってたけど。

「くんくん（ふんふん。別に変な匂いはしないな）」

「少し待て」

　ゼノビアちゃんが腰の剣に手をかけると、ブロック状の保存食が一瞬で薄いスライスにされた。

「わふぅー（ふおお。抜き手も見えねぇぜ）」

　フェンリルアイを以もつてしても、鍔つば鳴りの音しか聞こえんかった。

　さすがはゼノビアちゃん。まともな剣さえ持っていれば、レンに一太刀浴びせられるだけのことはある。

「わふん？（これは、肉かな？）」

　スライスされた保存食はうっすら赤くて、香辛料と肉の香りがほのかに漂ってくる。

「私が作ったので、ジェイムズ殿が作った燻くん製せいとは比べものにならないが……」

　ゼノビアちゃんの手作りかよ。これは是が非でも食わねばなるまいて。

　つまんで差し出された薄い肉を、俺はパクリと口に入れる。

「はぐはぐ（お、これは……）」

　最初は木の皮みたいに固かったが、嚙かんでるうちにどんどん味が染み出してくる。

「わふっ（ビーフジャーキーだわ、これ！）」

　塩気に混ざった肉の甘みとピリリとしたスパイシーな香りがたまらない。酒が欲しくなる辛さだなぁ。

「ちゅー（ぬし様や、わしにも分けるのじゃ）」

　まったくもー。うちの居候は食い意地が張ってるんだから。

　咥くわえた干し肉を放り投げると、頭の上にいたレンがキャッチする。

「ちゅーちゅー（ほう、悪くないのじゃ。柔らかく煙の香りがついた燻製とはまた違った味わいじゃのう。この堅さと香辛料の辛さが癖になるのじゃ）」

　うまうまと幸せそうに干し肉を食べるレン。

　こいつ、どんどん野性を失っていくなぁ。元は巨大で恐ろしい蒼竜ブルードラゴンだったというのが信じられないくらいだ。順調に飼い慣らされている。

「……そのネズミ、最近よく姿を見るな。お前の友なのか？」

「わふ？（え、まぁ、そうだけど。あんまりまじまじと見ないでおくれよ）」

　お屋敷で唯一フシアナアイじゃないゼノビアちゃんに見られると、レンの正体がばれてしまいそうだ。

「……むぅ、なぜだ。そのネズミを見ていると、本能的な恐怖を感じる……。それにその毛皮の色、どこかで見たことがあるような……」

　は、はわわ、さっそく疑われ始めてる。

「ちゅー（ふん、あの時はよくもわしの玉の鱗うろこに傷を付けてくれたのう。じゃが、わしは根に持たん主義じゃ。傷のことはこの肉で忘れてやろう）」

　偉そうに言ったあと、レンはゼノビアちゃんを無視してかりかりと干し肉をかじる。

　お前は正体を疑われていることにもっと危機感を持ってくれ。ペットライフが終わると美味うまい飯を食えることもなくなるんだぞ。

「この妙な威圧感……。……もしや、このネズミも魔物なのでは……？」

「わふぅ!?（やべえ、気づかれた!?）」

　その通りだけど、待って！　めっちゃ無害だから！　こいつめっちゃ無害だから！

「ちゅ、ちゅちゅちゅーっ!?（な、なななんじゃっ？　ややややる気かっ？　やるというなら容赦はせんのじゃぞ……！）」

　レンがビビりながらも、短い手足をしゅばばと動かし、拳法のような構えを取る。

　かつてゼノビアちゃんに怪け我がをさせられたことは、しっかりトラウマになっているらしい。

「むぅ、やはり、怪しい……！」

「わふわふっ！（怪しくない！　怪しくないよ！）」

　疑惑の視線を向けてくるゼノビアちゃんに、俺は頭を下げてじりじりと後退する。

　しまった。後ろはベッドだ。逃げ場がないぞ。

　そのとき、不安で揺れた俺の尻尾がベッドの枕に当たった。

　衝撃で枕が跳ねて、床に落ちてしまう。

「わふっ（あ、失礼）」

　と、そこで枕の後ろに隠されていたものに気づく。

「わふ？（なんだこれ？）」

　白いモコモコの毛玉がそこにあった。

「わふ……（これって……、ぬいぐるみか？）」

　ちょっと黄ばんでてへたっているが、犬のぬいぐるみに見える。

　気のせいか、なんだか俺に似ているなこいつ。

「ちちち、違う！　それは違う！」

　慌てた様子でゼノビアちゃんが飛び込んできて、ぬいぐるみを抱きしめるように隠した。

「こ、これは王都で剣を買ったときに、隣の小物店に置いてあってだな！　こいつだけ売れずに日焼けしていて可哀かわい想そうだったから……！　別にお前に似ていると思って買ったわけではない！」

「わふん（誰もそんなこと聞いとりませんがな）」

　しかし、ゼノビアちゃんがぬいぐるみねぇ。可愛かわいいところもあるじゃないか。

　剣ばかりで殺風景な部屋だと心配していたが、ちゃんと女の子らしいところもあったようだ。

　ていうか、ゼノビアちゃんは否定してたけど、明らかにこのぬいぐるみ俺に似てるよな。

「わふぅーん？（ゼノビアちゃーん？　いつもそのぬいぐるみとどんなことして遊んでるのぉ？　裏声で会話しちゃったりしてるのぉ？）」

「な、なんだ、その目は!?　私にやましいところなどないぞ！」

　この慌てよう。これは朝の挨拶からお休みのチューまでしてますわ。

　俺がニヤニヤした視線を送っていると、ゼノビアちゃんの顔がどんどん赤くなっていく。しまいにはうつむいて震え始めた。

「で、で、で……」

「わふ？（で？）」

「出て行け──────っ!!」

「わ、わふーっ!?（お、お邪魔しましたーっ!?）」

　轟ごう雷らいのごときゼノビアちゃんの怒鳴り声を浴びて、俺は一目散に部屋を飛び出る。残りの干し肉を咥えることは忘れない。

「わふぅ……（おー、怖い怖い。からかいすぎたか。上手うまいことレンのことをごまかせたから結果オーライだけど）」

　ぬいぐるみを抱きかかえて涙目になっているゼノビアちゃんに別れを告げ、俺たちは次の場所へと探検に赴くことにする。

　さてさて、次はどこへ行こうかな。

　去り際に持ってきた干し肉を、空中に放り投げてパクリとまとめて頂く。

「むぐむぐ（乾き物を食べると、今度はお酒が恋しくなってくるなー。度数高めのやつ）」

　あ、そうだ。すぐそこにパパさんの書斎があるじゃん。遊びに行って、モフモフさせるのと引き換えにお酒吞のませてもらおーっと。
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　ふはは、気にせず昼間から吞んじゃうもんねー。誰に憚はばかることもなく、最高級の酒を好きなだけ吞める。金持ちのペット最高と言わざるを得ない。

「わーふーふー（パーパーさーん。あーけーてー）」

　ゼノビアちゃんの部屋から数えて三つ隣がパパさんの書斎だ。

　ドアの外からパパさんに声をかける。

「ちゅー（屋敷の探検と言うより、あちこちで食い物をせびって回るだけのような気がするのじゃが）」

　いつものことだ。問題ない。据え膳食わぬはペットの恥なのだ。

「ちゅー（据え膳ならここにもおるのじゃぞ。いい加減に食べてみんか？）」

「わん（聞こえませんなぁ）」

　チラチラしてくるレンをガン無視する。

「……わふ？（あれ？　おかしいな）」

　いつもならすぐに開けてくれるのに、今日はなかなかドアが開かない。

　仕事に集中してるのかな？

『──本当のことを言って下さい、ヘカーテ先生』

『そうねぇ……』

　部屋から話し声が聞こえてきた。

　声から察するに、ヘカーテも来ているみたいだ。二人の声がドア越しに聞こえてくる。

『じらさないで頂きたい！　どうなのですか、先生!?　病状は!?　まさか悪くなっているのですか!?』

「わふ……？（びょ、病状だと……？）」

　パパさんの深刻な声にびっくりする。

　うちで最近病気にかかった人間と言えば、お嬢様だけだ。

　あの時は高熱が出て大変だったが、持ち帰ってきた薬草で良くなったはずだぞ。

「わふっ……！（まさか、お嬢様の病気が再発したのか……!?）」

　俺は前足でドアを開け、書斎に飛び込む。

「わんわんっ！（パパさん！　お嬢様の病気が悪くなったって本当か！）」

　書斎には足を組んでソファに座るヘカーテと、机を挟んで詰め寄るパパさんの姿があった。

「ヘカーテ先生！　はっきり言って下さい！」

「わふわふっ！（そうだそうだ！　早く言って！）」

「……そう？　ショックを受けないと良いのだけれど……」

「大丈夫です！　こうしてじらされる方がよほど心臓に悪い！」

「わんわんっ！（そうだそうだ！　もったいぶらずに言って！）」

「ヘカーテ先生！　どうなのですか!?」

「わん！（どうなんだ!?）」

「上がっているのですか!?　私の尿酸値は！」

「わふわふ！（上がっているのか!?　パパさんの尿酸値は──……え？　尿酸値？）」

　お嬢様の病気の話じゃないの？

「そうねぇ、控えめに言って、右肩上がりね」

「ぐ、ぐぬわあああああっ……！」

　この世の終わりのような顔で、パパさんがのけぞり返った。

「わふぅ（なーんだ。パパさんの尿酸値の話か）」

　心底どうでもいい話だったわ。てっきりお嬢様の熱がまたぶり返したのかと。

　パパさん、普段からお酒吞みすぎなんじゃない？　パパさんの分まで、俺が毎日吞んであげましょうか？

「だから、まずは生活習慣を変えること。具体的にはお酒を控えなさいと言っているでしょう？」

「無理です！　私には晩酌が日々の楽しみなのです！　どうにかならないでしょうか……！」

「薬はあるのだけど、これを渡すと、あなたはそれを良いことに酒量を増やしそうなのよねぇ」

　ヘカーテは胸の谷間から取り出した小瓶を、指先でもてあそびながらパパさんに胡う乱ろんげな視線を送る。

「増やしません……！　増やしませんからぁぁぁぁぁぁ……！」

　泣いてすがりつくパパさん、めちゃめちゃかっこ悪い。普段がナイスミドルなだけに、その落差は相当だ。

「……仕様のない子ねぇ。我慢も尿酸を増やす原因の一つだし、あなたの場合、仕事の重圧もあるでしょう。酒量を増やさないという言葉を信じて、薬を処方します」

「あ、ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　頭を下げるパパさんに、ヘカーテは足を組み替える。なんかすごく良い笑顔なんだけど。ああいう顔をしているヘカーテほど怖いものはない。

「薬の対価は、そうねぇ。昨日仕入れた琥こ珀はく酒で良いわよぉ。セレンホルンの八〇年ものが手に入ったんでしょう？」

「!?　ななな、なぜそれを!?」

「この屋敷に入荷されるお酒のことで、私の知らないことはないわぁ。そんな良いお酒を私に隠れて吞もうだなんて。いけない子ねぇ、ガンドルフ。薬で下げた尿酸値を美味おいしいお酒で相殺するつもりかしらぁ？」

「い、いえそんなっ、一日で吞み干そうなどとは考えておらず、少しずつ楽しむつもりで──」

　ヘカーテの笑みに、パパさんは青ざめた顔でガクガクと震える。

　しょうがない、そろそろ助け船を出すか。

「わふわふっ（まぁまぁ、その辺にしてやってくれよ、ヘカーテ）」

「あら、ロウタくん。……ロウタくん？　少し見ない間にずいぶんと、その、ふくよかになったわねぇ」

「わふん？（えっ、そう？　ペット力が増してる？）」

「そうね……、丸々していて可愛いとは思うわぁ……」

「わふっ（せやろ、お嬢様もそう言ってくれるんだ）」

　ちょっと丸いくらいが、怖い成分も抜けて可愛い感じになってるはずだ。

「わふわふ（まぁ、それはそれとして、あんまりパパさんをいじめないでやっておくれよ）」

「飼い主思いねぇ。でも、ガンドルフのことを思うなら、お酒は控えさせるべきじゃないかしらぁ。琥珀酒は度数が高いから良くないのよねぇ。代わりに吞んであげるのが優しさというものじゃないかしらぁ」

「わふ（ふむ、一理……いや、万理ある）」

「ろ、ロウタ!?」

　言葉は通じていないはずだが、俺の態度で分かったのか、パパさんが裏切られたといった顔でこちらを見てくる。

　すまんパパさん。正直、俺も吞んでみたい。八〇年もののレアな酒。

「というわけで、今吞んじゃいましょうか」

「わふぅぅぅ！（イェーイ！　真っ昼間から酒盛り最高ー！）」

　ヘカーテが指を振ると、空中から華美なラベルが貼られた酒瓶が落ちてくる。パパさんが酒を隠している場所まで把握済みだったらしい。

「へ、ヘカーテ先生。私はまだ仕事が控えているのですが……」

「大丈夫よぉ。仕事が終わるまで待っててあげるからぁ。吞みながら」

「わふ（待つよ待つよー。吞みながら）」

　がんばれパパさん。仕事を早く終わらせれば、一口分くらいは残ってるかも知れないぞ。

「ぬ、ぬおおおおおおおお……！」

　パパさんが机にかじりついて、猛スピードで書類にペンを走らせ始めた。

「はい、ロウタくんもどうぞ」

「わふぅ！（わーい！　あざまーす！）」

　細かい意匠が施されたグラスに、琥珀色が注がれていく。とっとっという瓶の口が奏でる音が心地よい。

「わふー（おお、めっちゃ深い色してるなぁ）」

　濃いんだけど濁ってない。とても透き通っている。八〇年の熟成でこんなにも美しい色が生み出されたのか。

　あとなんかすんごい良い匂いがする。アーモンドみたいな芳こうばしい匂いとほのかな花の匂いが複雑に混じり合ったような、嗅いだことのない良い香りだ。

　前にパパさんに吞のませてもらった琥珀酒より、さらに数段上の味を予感させるぜ。

　香りを胸いっぱいに吸い込んだ後、さっそく吞んでみることにする。

「ペロペロ（うお、これはすげえ……！）」

　舌にアルコールの刺激を全然感じない。じんわりと柔らかい熱だけが、口の中に拡ひろがっていく。

　長い年月による熟成が、アルコールの尖とがった部分を全部なめらかにしてしまっているのだ。

「わふふふぅ……（こりゃたまりませんでぇ……）」

　熟しに熟した果実をそのまま食べるような、芳ほう醇じゆんな味がのどを滑り落ちていく。

　これはいかん。美味うまいなんてもんじゃない。お値段が家とか買えるレベルの酒だわ。

「あらぁ、本当に美味しいわねぇ。いくらでも吞めちゃうわぁ」

　ヘカーテも可愛らしいサイズのテイスティンググラスを使って、琥珀酒を楽しんでいる。

「わふぅ！　わふぅ！（おかわり！　おかわり！）」

「はい、どうぞぉ」

　フェンリルボディは尿酸値なんて気にならない。いくらでも吞んじゃうよ。

「ヘカーテ先生！　まだ酒は残っていますか!?」

　パパさんが書類から目を離さず、猛然と判子を押しながら問いかけてくる。

　ヘカーテは琥珀酒の瓶を揺らし、目を細めて中身を確かめた。

「大丈夫よぉ。まだ半分……の半分くらいは残ってるわぁ」

「ペースが早い!?」

「あらぁ、この棚のお酒も美味しいのよねぇ。こっちも開けちゃいましょうか」

「わふー（やったぜ）」

「ぬ、ぬおおおおおおおおん！」

　泣きながら書類を片付けるパパさんの前で、俺たちは美酒に酔いしれるのだった。
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「おいおい、酒くせぇなぁ。日のあるうちから吞んでやがったのか」

「わふーん！（おっさん、ごはーん！　ごはん下さーい！）」

　お酒を吞むと、なんとお腹なかが減るんだよ。すごーい。おどろきー。

　というわけで、早めの晩ご飯をもらいに厨ちゆう房ぼうまでやって来たのだ。

「おっ、ロウタじゃーん。お酒吞んでそこから晩ご飯とか、良いご身分だねぇ」

　おや、そこでジャガイモの皮を剝むいているのは、ベティちゃんじゃないか。

　短髪のメイドさんが大股を開いて椅子に腰掛け、手際よくナイフを滑らせている。

「お前ももう良いぞベティ。休憩に入ってくれ。お前は仕事が丁寧で助かるぜ」

「へっへー、良いってことよー。まかない期待してるからね料理長」

「ちゃっかりしてやがんなぁ。後で持って行ってやるから期待して休んでな」

「やったね！」

　跳び上がって拳を振ったベティちゃんは、スキップしながら厨房を出て行った。

　なんというか、要領の良い子なんだろうなぁ。

　ボーイッシュでやんちゃな印象だけど、誰かに叱られてるところとか見たことないもんな。

　決めるところはそつなく決めるタイプと見た。

「おっと、ロウタも飯だったな。今日はトアが面白い食材を分けてくれたから、期待して良いぞ。故郷からの仕送りらしいが」

　へー、トアちゃんが。そりゃありがたい。

　故郷の食材かー、そう言えばトアちゃんの故郷ってどこなんだろ。黒髪で幼い感じが日本人っぽいんだよな。

「昼間、お前に何もやれなかったからって、持ってくるときに言ってたぞ。だからこれはそのときの分の詫わびも込めてるんじゃないか」

　え？　昼間？

　ああー、もしかしてブラッシングの時のことだろうか。気にしないで良いのに。

　全身ブラッシングまでしてもらって、それ以上を望んだら罰が当たるというものだ。

　しかし、もらえるものはありがたくもらう。それが俺のわんわんスタイル。

　俺の前に置かれた皿には、保温のための銀蓋がかぶせられている。

「召し上がれい」

　おっさんが蓋を開けた途端、立ち上る湯気と香りが鼻をくすぐる。

「わ、わふっ!?（こ、これはっ!?）」

　分厚いステーキがどんっと鎮座している。いや、ここまでは珍しくはない。おっさんは肉好きの俺のために頻繁に極厚ステーキを焼いてくれる。

　驚いたのはそのステーキが鎮座する、白い山だ。その白い山の正体は、俺が慣れ親しんだ食材だった。

「わ、わんわんっ！（こ、ここここコメ！　これはお米様じゃないですか！）」

　ふっくらと見事に炊き上げられたそれは、つややかに立つ白米だった。

「トアは東方の出らしくてな。そこでの主食がこの米らしい。色々と調理法はありそうだが、今回はシンプルに炊いてみた」

「わふぅぅぅ……！（ふ、ふぉおおおおおお……！　これってステーキ丼やないですか!!　絶対美味いやつーっ!!）」

　白米の懐かしくも甘い香りと、肉のジューシーな香りが混じり合って、俺はいただきますを言うのも忘れて白米の山に顔を突っ込んだ。

「ぐわふっぐわふっ！（美味いよう！　美味いよう！）」

　口の中に拡がる肉の味と肉汁とソースをたっぷり吸った米のなんと美味いことか。こんなん最高すぎるだろう。

　おっさんの料理はどれも美味いんだが、主食がパンとかの小麦系しかないのがちょっとだけ残念だった。のだが、それが一気に解消された。

　数ヶ月ぶりの米が死ぬほど美味い。

「おうおう、いつにも増して食いつきが良いじゃねぇか。そんなに気に入ったのか。これは旦那様にお願いして仕入れリストに入れてもらうかね」

「わんわんっ！（是非ともお願いします！）」

　辺境伯であると同時に大商人でもあるパパさんならば、東方の米であろうときっとなんとかしてくれるはず。

「分かった分かった。尻尾が千切れそうなくらい喜びやがって。それだけ喜んでるなら、トアの嬢ちゃんも持ってきた甲か斐いがあったってもんだろうよ。どうせお前のことだから、たらふく食うと思って多めに炊いてあるからな。おかわりもまだあるぞ」

「わんわんわんわんっ!!（おかわりおかわりおかわりおかわりっ!!）」

「……早はえぇよ。落ち着いて食えって」

　呆あきれた様子で、それでも山盛りのステーキ丼を新たによそってくれるおっさん。

「わふぅ!!（今日は食う！　腹がはち切れても食うぞ!!）」

「にゃふー（そうですねー。たくさん食べましょー）」

　いつの間にやって来たのか、赤毛の猫が俺の隣でご飯をむさぼり食っている。

「わんっ!?（くっ、ナフラめ！　飯時になるといつも現れやがって！　負けんぞ、うおおおおおおっ！）」

「ちゅー!?（お、おい、わしの分も残しておくのじゃぞ!?　あの料理人が近くにいる間は外に出られんのじゃからな！　聞いておるのか！　おぬしら！）」

「がっふがっふ（聞いてる聞いてる。うめえうめえ！）」

「にゃっふにゃっふ（聞いてますよー。美味おいしいですよー！）」

「ちゅちゅー!!（うわの空にも程があるのじゃー！）」

　そして俺たちは鍋が空になるまで食いまくるのだった。
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「ちゅー……（本当に腹がはち切れるまで食うやつがおるか）」

「ぐぇふぅ……（ああ、美味かったぁ……。もう動けねぇ……）」

　俺はごろりとお嬢様のベッドに横になる。

　お腹がパンパンに膨れているので仰あお向むけに寝るしかない。

　ナフラのやつは食うだけ食ったらさっさと帰ってしまった。

　まぁ、今晩は夜中に抜け出して遊びに行くのは無理そうだしな。お腹がいっぱいすぎて動けそうもない。

　食べすぎで体重が増加したせいか、ベッドも普段に増してミシミシ言っているような気がしないでもない。

「ちゅーちゅー（わしの分まで食ろうてしもうたバチなのじゃ。これに懲りたら、食いすぎには注意するんじゃな）」

「わふっ（だが断る）」

　俺の食への欲求は止められない。明日も沢山食べるぞ。

「お米って初めて食べましたけど、美味しいものなんですね」

「喜んでいただけて嬉うれしいですっ」

　お風呂上がりのお嬢さまが、トアちゃんに髪を梳とかしてもらっている。米の良さがお嬢様にも分かってもらえたようだ。

「ロウタもこんなにお腹が膨らんでます」

「わふぅっ……！（あぁっ、お嬢様、今ポンポンしちゃらめぇ……！）」

「お、美味しかった？」

　恐る恐るといった様子で、トアちゃんが尋ねてくる。

「わんわん（もう最高っすよ）」

　尻尾をパタパタと振って喜びを表現する。

　トアちゃんのお米なのに、ほとんど俺が食っちまったみたいで申し訳ない。

「ふふっ、良かった。私ひとりじゃ食べきれない量だったから、沢山食べてくれてありがとう」

　トアちゃんは仰向けになった俺のあごをなでると、お嬢様にお辞儀をして部屋を出て行った。

「ふわぁぁ……。私も眠たくなっちゃいました。今日は早めにお休みしましょうか」

　ベッドに潜り込んだお嬢様が、俺にぎゅっと抱きついてくる。

「お休みなさいロウタ、ネズミさん。また明日、たくさん遊びましょうね」

「わふー（お休みなさーい）」

「ちゅー（うむ、よく寝てよく育つが良いのじゃ）」

　灯あかりを消すと、お嬢様はすぐに眠りに落ちてしまった。すぅすぅと可愛らしい寝息が聞こえてくる。

　俺も満腹の幸せを感じたまま眠るとしよう。

　はー、やっぱペット生活は最高だなぁ。

　ご飯は美味しいし、みんな優しいし、前世ではいなかった友達もたくさん出来たしな。

　このまま一生だらだら楽しく生きていくんだ。

　そんな俺のささやかな夢は、ミシミシと鳴り続けるベッドと共に儚はかなくも崩れ去ることになるのだった。







[image: 02　俺ダイエットする！　と思ったらさらに太った！]

　ミシミシ。

　ミシミシミシミシ。

　ミシミシミシミシミシミシミシミシ。

「わふ……？（んん……？　なに？　なんの音？）」

　せっかく良い気持ちで寝ていたのに、目が覚めてしまった。

　俺は重いまぶたを上げて、音の出所を探す。

　特に変わりのない、お嬢様の部屋だ。しかし依然としてミシミシ音は続いている。

　いや、探すまでもなかった。

　音の原因は俺の体重に軋きしむベッドであり、そのベッドがついに耐えきれなくなったのだ。

　ミシィがベキィに変わり、その瞬間ベッドの脚が折れたのだと理解する。

「わわふ……!?（ああ、やべえ……!?）」

　一瞬の浮遊感のあと、視界が一段低くなり、どおんという大きな音を立ててベッドが完全に壊れた。

「わふぅ（びっくりしたぁ……。そうだ、お嬢様は……!?）」

　俺のモフモフボディに抱きついていたのと、分厚いベッドマットのおかげで、お嬢様が怪け我がをした様子はない。

「すぅ……すぅ……。んふふ……」

　これだけの音と衝撃があったにもかかわらず、お嬢様は目を覚ますこともなく、俺の体に顔をうずめてすやすやと眠っている。

　心配になるぐらいの眠りの深さだ。おかげで助かったんだけど。いや、助かってないけど。

　見事に脚が四本とも折れ、天蓋が傾いたベッドの上に俺は乗っている。

　どうしようこれ。やっぱ俺が太りすぎたのが原因か？

　ひたすら食っちゃ寝し続けたせいなのか、改めて自分の姿を鏡で見ると、びっくりするくらい全身が丸々している。

　おいおい、いつの間にこんなに太ったんだ、俺。

「わふふぅ……（ぶよぶよだ。ぶよぶよわんこだ……）」

　絶望していると、レンが顔を出した。

「ちゅー（やれやれ、ゆっくり寝てもおれんのじゃ。それから、ぬし様は犬ではなく、魔ま狼ろうであろうが）」

「わふっ（ふっ、小さい小さい。犬と狼おおかみの違いなんて、飼われるか飼われないかの差でしかないんだ）」

　ならば俺は誇りなき犬が良い。一生養われて暮らしたいんだわん。

　などと、ふざけたことを言っている場合ではなかった。

「わふー……（ミランダさんが起こしに来たら絶対バレるよなぁ。……お前の魔法でどうにかなんない？　新品同様の良い感じにさ）」

「ちゅー？（時戻しの魔法は遺失した高等禁呪魔法じゃぞ……？　いや、出来んとは言っておらんが！　しかし、術式を構築するには膨大な時間と魔力がじゃな……）」

「わふ（なんだよ、出来ないのかよ、はぁー、つっかえ）」

「ちゅ、ちゅー!?（な、なんじゃとー!?　元はと言えばぬし様がぶくぶくと太るのが悪いんじゃろうが！）」

「わ、わふー！（ふ、太ってねーし！　ぽっちゃりしてて可愛かわいいってお嬢様も言ってくれるし！）」

「ちゅー（寝床を壊すまで行ったら、可愛いでは済まんじゃろ）」

「……わふー（……ですよねー）」

　ぐだぐだしててもしょうがない。何か解決方法がないか探しに行こう。

　俺は寝返りを打って、半壊したベッドから降りた。

　壊れたベッドの破片を踏まないようにして部屋を出る。

「……わふ？（……あれ？）」

　出られない。

「わふ？　わふ？（あれ？　あれ？　おかしいな）」

　もう一度歩き出そうとするが、戸口から先に進めない。

「ちゅ？（なにをやっとるのじゃ、ぬし様よ）」

「わ、わふっ……!?（い、いや、あれっ、これ、もしかして、……つまった!?）」

　え、噓うそだろ？　マジで？

　上半身をドアの外に出したまま、俺の腹が見事につっかえていた。

　しかし、そうも言っていられない。なんとかしてここから出ないと。

「わぐぐ……（ぐぬぬ……）」

　お、踏ん張ったらちょっと前に進んだ。少しずつ力を入れていけば出られそうだぞ。

「ちゅー（ぬし様や、無理に出るのは良くないのじゃ。戸の枠が軋んでおるぞ）」

「わ、わふわふ（い、いけるって。昼はなんとか通れたんだ。ひっひっふー、ひっひっふー）」

　限界まで腹をへこませて、徐々に足に力を込めていく。

　すると、さっきまで引っかかっていた抵抗が急に軽くなったではないか。

「わっふー！（やったー！　出られたー！）」

　部屋から勢いよく飛び出て、廊下に着地する。

　と同時にメキャアッ！　という不協和音が背後から鳴り響いた。

「……ちゅー（……まぁ、出られたのは出られたのじゃ。代わりにご覧の有様じゃが）」

　レンが指さしたそこには、見事にぶち抜かれたドア枠があった。

　壁まで一緒に引ひき剝はがされて言い訳のしようもないほど破壊されている。

「わふー！（うわーっ!?　やっちまったーっ!?）」

　粉ふん塵じんが舞い、壁の建材がパラパラと落ちてくる。巨人が体当たりでもかましたような惨状だ。

「わふっわふっ！（く、くそうっ、このフェンリルボディめっ！　力強すぎなんだよ！）」

　普通の犬が壁を粉砕するかっ。

「お嬢様！　大きな音がしましたが、何かございましたか!?」

　こ、この声はミランダさん!?　や、やべえ！

　パタパタと階段を駆け上がってくる足音が聞こえてくる。

「ん、んん……？　ロウタ、何かしたんですか……？」

　お嬢様まで起き出してきた。ベッドにぺたんと尻餅をついて、寝ぼけ眼まなこをこすっている。

　ど、どうする!?　どうする俺!?

　絶体絶命のピンチに俺は──

　脱走しました。
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「ロウター！　どこですかロウター！」

「誰も怒ってないですから、出てきてー！」

　お嬢様やトアちゃん、その他お屋敷の人たちが俺の名前を呼んで屋敷の周囲を探している。

「わふん（ごめんよ、お嬢様、みんな……）」

　俺はそんなみんなの姿を離れた茂みから見ていた。

「わふぅ……（こんな姿のままじゃ、みんなに合わせる顔がないんだ……）」

　俺は涙を吞のんで、森の奥へと足を踏み出す。

　ベッドや壁を破壊してしまったのは、そもそもが俺の太りすぎが原因だ。元のスマートに瘦せた姿を取り戻すまで、みんなの元には帰るまい。

　そう、俺は決心したのだ。固く固く、決心したのだ。

　怒ってないって言いながら、帰ったらめっちゃ怒られるやつやんこれ、ってビビっているわけではない。ないのだ！

「ちゅー（屋敷を出たのは良いが。ぬし様よ、これからどうする気じゃ？）」

「わふっ（決まってる。この体をなんとかするのだ）」

　具体的には森にこもって絶食生活だ。

　おっさんの美味おいしいご飯に慣れきった俺には、野性の食べ物なんて口に合わない。

　食べるものがなければ、必然的に瘦せるという寸法である。

　何という完璧なプラン。我ながら惚ほれ惚ぼれするわ。

「ちゅー……（ふーむ、上手うまく行くとは思えんが、まぁ、やってみると良いのじゃ）」

「わんっ（おお、やってやるさ！　俺の決意の固さを見せてやるぜ！）」
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「わふぅ……（無理でした……）」

「ちゅーっ!?（早ぁっ!?）」

　頭の上でレンが飛び上がる。

「ちゅー!?（まだ三時間も経たっておらんのじゃが!?　ぬし様、絶食という言葉の意味を知っておるか？）」

　ばっか、森に入ってから三時間だから、もう昼前だぞ。朝飯も食ってないし、昼飯もない。このままじゃ餓死しちまう。

「わふぅぅ……（うわーん……。お腹なか空すいたよー……。ひもじいよー……）」

　ふらふらと目的もなく歩き続けたので、自分が今どの辺を歩いているかも分からない。

　このまま誰にも知られず森の中で力尽きてしまうのだろうか……。

「ちゅちゅー……（ついさっき屋敷を出たところで、そこまでの悲壮感を出せるぬし様は、ある意味凄すごいと思うのじゃ……）」

「わふっ（ありがとう）」

「ちゅー（褒めとらん！）」

　褒めろよ。

　ペットは特に何もしていなくても褒められたいんだ。

「にゃーん（ロウタさん、お昼ごはん分けて下さいなー）」

　ナフラがいつものように空から降ってくる。座標アンカーとやらが俺に設定されているので、こいつの空間魔法からは逃げられないのだ。

「わんっ（だが残念だったな。俺も絶賛はらへり中だ！）」

　昼飯があるならむしろ俺が欲しい。

　ナフラに今に至る事情を説明してやる。

「にゃー（なるほどー、朝ご飯を我慢できるだなんてー、さすがはロウタさんですねー）」

「わふっ（だろう？　凄いだろう？）」

「ちゅー（ぬし様や、遠回しに馬鹿にされておることに気づくのじゃ）」

　腹が減りすぎて頭が回らないので気づけません。

　空腹のまま森の中をぶらついていると、不意に何かの匂いが漂ってきた。

「わふっ？（ん？　なんかあっちの方から甘くて良い匂いがするぞ）」

　鼻を掲げてくんかくんかと匂いを嗅ぐ。

　嗅いだことのない匂いだが、俺の食欲がこれは美味うまいものだと言っている。

「わふぅー……（うーん、これはたまらん……）」

「ち、ちゅー！（お、おい、絶食はどうしたのじゃ!?）」

　絶食？　するする。これは良い匂いがするから、近寄って匂いだけでもご相伴にあずかろうと思っているだけだよ。

　俺はぽよぽよのお腹を揺らしながら、匂いの元へと招き寄せられていく。

「わふっ（どんどん良い匂いがしてくるぞ）」

　というか、これって料理する匂いなんじゃないか。前方に細い煙が上がっているのも見えるし、火を使って調理している証あかしだ。

　木々の向こうで作業をする人影もちらほら見えてくる。

　ここは本来人の踏み入らない未開の森。この森に住む者は動物や魔物。そして最近新たな住人となった者たちだ。

　銀色の髪を長い耳にかけて、焚たき火びの鍋をかき混ぜている少女たちに、俺は見覚えがあった。

「わふっ（アルルとイルルじゃないか）」

　そこにいたのは王都で俺たちが助けたエルフ娘たちだった。

　上から順にアルル・イルル・ウルル・エルル・オルルという、名前の付け方が安直すぎるぞエルフ族、ともの申したくなる名前の五姉妹のうち、長女と次女がそこにいた。

「わんわん（お前たちがここにいるって事は、ここが復興中の村なのか）」

「ロウタ様!?　いらっしゃってくださったのですか……！　それにあの時も満足にご挨拶も出来ずに申し訳ありません……！」

　あの時って言うと、前に森ですれ違ったときのことか。

　あの時は俺たちも急いでたからな。そのうち遊びに行くわって言ってたのに来るのを忘れていた。

「わんわん（いや、良いって。こっちもいきなり来て悪かったな。ここがみんなの新しい村になるのか）」

　ペコペコと頭を下げるアルルとイルルを制して、俺は村を見渡す。

　大きな木を中心にいくつか家が建築されている。木の上の家とか秘密基地じみてていいなぁ。

　エルフ姉妹だけじゃなくて、見ない顔が何人もいた。トンカチを片手に作業を頑張っている。

「はい、はぐれた村の仲間たちも少しずつ呼び寄せていて、村づくりは順調です。それもこれも魔ま狼ろう王おうロウタ様のおかげですっ」

　イルルも柔らかに微笑ほほえんで俺に頭を下げてくる。

「わふん（いや、俺は何もしてないけどな）」

　村の復興のためにお金を出してるのはパパさんだし、この土地もパパさんのものだし。結局のところ俺がやったのって、こいつらが奴隷商人に捕まってるのを助けたくらいのもんだ。

　それもヘカーテやみんなに手伝ってもらってだし、感謝するならみんなにしてくれ。

「それでも、森を治めるロウタ様がいなければ、私たちはここで皆と暮らすことなど出来ませんでした」

「私とイルルは奴隷として慰み者にされ、逃げた仲間たちもいずれどこかで野垂れ死んでいたでしょう。それをもう一度やり直す機会を与えて下さったロウタ様は、私たちの救世主です」

　うーん、そんなに持ち上げられても困るんだが。俺、ただのペットだし。

　しかしキラキラした目を向けてくるアルルとイルルは話を聞いてくれそうにない。面倒くさいからもうそういうことにしておこう。

「ああっ、こうしてはいられません！　みんな！　集まって！　ロウタ様をおもてなしする準備を！」

　アルルの呼びかけに応じて、村のみんなが何だ何だと集まってくる。

「あ、王様だ！」

「いらっしゃいませ、王様！」

「王様、お久しぶりです」

　集まってきた者たちの中には元盗賊の三姉妹も混ざっていた。

　ぽやっとしてるのがウルル。

　眼鏡をかけたちびっ子がエルル。

　一番背が高くてしっかりしてそうなのが末っ子のオルルだ。

　ウルルは真ん中の子って感じだが、エルルはちみっこいし、オルルはあちこち育ちすぎてて、末っ子にまったく見えないな。

「エルフは成長の個人差が大きいので……。成人してからはほとんど外見は変わらないのですが」

　確かに集まってきたエルフたちはみんな若くて、誰が年上なのかさっぱり分からない。

　全員もれなく美形なのがエルフらしいなぁ。奴隷商人たちに狙われるのも分かる。ずっと若くて希少価値のある奴隷とか商品価値が高くなるのは当然だろう。

　魔狼族が守護するこの森なら、もうそんな危険もないので、安心して暮らして欲しい。

　ガロたちにはしっかり話をつけておいたからな。魔狼族の見回りのルートにこの村も入れてくれてるはずだ。

　にしても、みんな本当に若い。エルフ同士なら分かるもんなんだろうか？

「わふー（うちのヘカーテとか、みんなから見たらどうなんだ？　俺から見ると、何歳なんかさっぱり分からないわ）」

「ルルアルス様はもう、私たちの祖母の祖母が赤ん坊の頃から大魔法使いとして名を馳はせておられましたし、エルフの中でも群を抜いた長老なのではないでしょうか。長寿のエルフでもあそこまで長く生きておられるかたは少ないと思います」

　えっ、あいつそんな年食ってるの？　今度会ったらヘカーテお婆ばあちゃんって呼んだ方が良いだろうか。

　いや、こういう話をしていると、どこからともなくやってくるからやめておこう。あいつ怒ると怖いし。氷の目で射い殺ころされるし。

「それではいったん失礼いたしますね。さぁさぁ、みんな手伝って。せめてもの感謝の印にロウタ様をおもてなしするわよ！」

「「「はーい！」」」

　アルルが手を鳴らし、エルフ娘たちが元気よく返事をする。

「ロウタ様はこちらへどうぞ。湯を沸かしますので、料理が出来るまでおくつろぎ下さいね」

　イルルが腰を曲げて、俺を奥へと案内しようとする。

「わ、わふぅ？（え？　あ、いや、実は俺ダイエット中でですね。このぽよぽよの贅ぜい肉にくを落とさないとならんのですよ）」

「そんなことおっしゃらずに。お願いしますロウタ様、少しでも私たちにご恩を返させて下さいませ」

　ううむ、そんな涙目で懇願されて断れるだろうか。いや、断れない。

「それにエルフの料理は木の実や果物をふんだんに使うので、健康にも良いんですよ」

「わふわふ（ほう、じゃあいくら食べても大丈夫だな！　いっぱい食うぞー！）」

「ちゅー（健康に良いとは言ったが、瘦せるとは言っておらんのじゃが。……というか、またぬし様の周りにメスが増えおったのじゃ……）」

「にゃーん（あははー、ロウタさんは種族問わずモテモテですねー）」

　俺はエルフたちに連れられ、歓待を受けるのだった。
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　朽ちた切り株をくり抜いて作った大きな風呂に、俺はゆったりと寝そべる。

「わふぅ……（ああ～、このお風呂めっちゃ気持ちいいわー）」

　ハーブや果物が湯に浮かべてあって、その成分のおかげか凄すごくポカポカする。

「さぁ、ロウタ様、こちらをどうぞ」

　アルルがフォークに刺した果物を差し出してきた。

　バターを使って焼き上げているのか、香ばしい良い匂いだ。

「はぐはぐ（うまうま。焼いた果物って意外と美味いんだな）」

　酢豚のパイナップルとか許せないタイプだったが、これは全然いける。

　バターの塩味のおかげか、甘みがより強まっているくらいだ。

　それに食べたときの汁のあふれ方がすごい。嚙かむとぞぶって音がする。

「王様王様、これもどうぞ！」

「こちらのスープも美味おいしいですよ」

「王様、キノコの串焼きです」

「もう、みんなったら、そんな一度に食べさせたらロウタ様が困ってしまうわ。……ロウタ様、こちらのジュースはいかがですか？」

　木の実のパイとか山菜のスープとか、おっさんのとはまた違った美味しさの料理が次々とやって来ては、エルフ娘たちが手ずから食べさせてくれる。

「わふわふぅ（食うよ食うよ。全部食うよー）」

　四方八方から差し出される料理を、俺は手当たり次第に食べまくった。

　風呂は気持ちいいし、飯は美味うまいし、エルフたちは可愛かわいいし、何だここは天国か。

「……ちゅー（……ぬし様、完全に目的を忘れとるじゃろ）」

　レンが木の実をカリカリと食べながら、呆あきれたようにうめく。

　目的？　目的って何だっけ？

「にゃー（あははー、これは駄目っぽいですねー）」

　ナフラがスープを舐なめながら笑う。

　駄目って何が駄目なんだ？　そう言えば俺ってなんで森に来たんだっけ？

「ロウタ様、どうしました？　お口が止まっていますが。お気に召しませんでしたか？」

「わふわふ（いやいや、めっちゃ美味いぞ。いくらでも食えちゃうわ）」

「それは良うございました。みんなどんどん持ってきて」

「「「はーい！」」」

　あれ？　今なんか考えてたと思ったんだけど、なんだっけか。忘れてしまった。まぁ、たいしたことじゃないだろう。

　そうして次々とやってくるエルフの郷土料理を、俺は頂きまくった。

　その結果。

「わふーっ!?（前よりデブってるーっ!?）」

「ちゅー（当たり前じゃろが。エルフどもの言うがままにむさぼりおってからに）」

　この短時間で明らかに恰かつ幅ぷくが良くなった俺は、重い体を引きずって風呂から出る。

「わふぅ……（う、ううっ。これ以上太るわけにはいかないのにぃ……）」

「ちゅー……（だから、言うたじゃろうに……。ぬし様の自制心のなさは相当なものなのじゃ……）」

「わふ（ありがとう）」

「ちゅー（だから褒めとらんって）」

　体をブルブルと振って水気を落としていると、エルフたちが不安げな顔をしている。

「ろ、ロウタ様？　私たちに何か不手際でも……!?」

「わんわん（違う違う。みんなおもてなしありがとうな。だが、俺には大事な目的があるんだ。だから、そろそろ行かないと）」

　俺はエルフたちに背を向ける。

　もう、ここにいることは出来ない。

「そ、そんな、ロウタ様……！」

「末永くこの村でお過ごし下さい……！」

「行かないでロウタ様……！」

　悪いなみんな。また会おうぜ。

「「「ロウタ様ーっ!!」」」

　呼び止めてくるエルフたちを振りきり、俺は涙をぐっと堪こらえて出発した。

「……ちゅー（……いや、そこまで悲壮な別れではないじゃろ）」
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「わふー（ふー、危なかった。あのままあそこにいたら、俺は駄目になるところだった）」

「にゃー（いやー、もうとっくに手遅れだと思いますよー）」

「ちゅー（何を今更と言ったところじゃが、自分で気づけたところは褒めるのじゃ）」

　やったぜ、褒められた。

　そう、俺は今度こそ決意した。同じ駄目になるならお嬢様の元でなければ。

　瘦せた体を取り戻して、お嬢様の元で食っちゃ寝生活に戻るのだ。

「ちゅー……（前言撤回した方が良さそうなのじゃ……）」

「わふわふ（しかし、どうしたもんかな。食欲を我慢するのは俺には無理そうだぞ）」

「ちゅー（うむ、最初から知っておるのじゃ）」

　なん、だと……!?

　俺自身でも気づかなかった事実を前もって知っていたとは……！

　恐るべき洞察力と言っておこう。

「ちゅー（突っ込まんからな）」

　突っ込んでくれよ。寂しいじゃないか。

「にゃーにゃー（あっ、じゃあじゃあ、運動して瘦せるのはどうです？　食べる以上に動けば瘦せるんじゃないでしょうか？）」

「わふっ！（それだ！　ナフラ、おまえ天才かよ!?）」

「にゃー（えへへー、そうですかー？　普通に誰でも思いつくことだと思うんですけどねー）」

「ちゅー（ぬし様は動くという発想がない天性の穀ごく潰つぶしゆえ、致し方あるまい）」

　なんだかひどいことを言われている。

　だが、方針はこれで定まった。

「わふっ！（よーし、そうと決まれば運動だ！　まずは基本のランニングだー！）」

　俺はレンとナフラを背中に乗せ、全力疾走を開始した。

　燃えろ俺の脂肪コスモ。体に蓄積した贅肉をすべて燃焼させるのだ。

　木の根を飛び越え、茂みを搔かき分わけ、小川を跳び越える。

　さすがフェンリルボディ。ぽっちゃり化していてもその動きに衰えはない。

　このまま森の端まで走っていこうかと思っていたら、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「ガウガウッ！（そこ！　隊列を乱すな！　一瞬の油断が命取りだ！　貴様がとちれば、部隊の全員が死ぬと思え！）」

　この鋭い響きは魔ま狼ろう族の姫ガロの声だ。

　声がする場所へ走って行くと、ガロの他にも沢山の魔狼族が集まっている。

　ガロが指示を飛ばすと、それに従って迅速に陣形を変え、森の中を行ったり来たりしている。何かの訓練をしているのだろうか。

「わんわん（よぉ、ガロ。ここで何してるんだ？）」

「ガ、ガウッ（こ、これは王！　本日はお迎えに上がれず申し訳ありません！）」

「わふ……（いや、むしろ呼んですぐ来られる方が怖いから……）」

　ガロにストーキングされてるのかと思うほど、いつも近くにいるからな。

　呼んだ瞬間、背後を取られるのは、普通にびっくりするのでやめてください。

　しかし、今日はやることがあって、ずっと森にいたらしい。

「わふわふ（ほーん、何か催しものでもあるの？）」

　魔狼族のイベントって何だ。狩りとか決闘とか、物騒な印象しかないが。

「ガウッ（はっ、本日は実戦に出る前の若い魔狼族を訓練していました！）」

　訓練。兵士然としたガロの雰囲気と相まって、軍隊的な雰囲気を感じるな。

「わふぅ（俗に言うブートキャンプってやつか）」

　ガロと俺の前に整列した若い魔狼たちは、疲労は見えるがみな精せい悍かんな顔つきだ。

「ガウガウ！（いつ人族との戦争が始まっても問題ないよう、我が軍の練兵は完璧です！　王の命が一つ下れば、またたく間に世界を蹂じゆう躙りんして見せましょうぞ！）」

「わんわん（いや、だから戦争しないからね？　みんな仲良くって言ったでしょ）」

「ガウ……（左様ですか……）」

　ガロがキューンと耳を垂れる。

　可哀かわい想そうだが、ここは甘やかさないようにしないと。

　千年前の恨みがあるとかで、魔狼族の人間への敵対思考はなかなか晴れない。

　困ったものだ。おっさんのメシのおかげで態度はだいぶ軟化したんだけどな。

　しかし、幸いにして森に村を建設中のエルフたちとは上手うまくやっているようだ。

　俺の命令には忠実な連中だから、このまま良い関係を築いてくれると助かるんだが。

「わふわふ（しかし、訓練か……）」

　こいつらって元々種族的に強いのに、さらにこんなところで鍛えてるのか。

　そりゃ強いわけだ。森全域を支配するはずだよ。

「にゃーん（ロウタさんもここで一緒に訓練すれば、良い具合に瘦せるんじゃないですかー？）」

　ニシシとナフラが笑う。

「わふっ！（それだ！）」

　ピンときたわ。やるじゃんナフラ。今日はめちゃくちゃ冴さえてるな。

「にゃ、にゃー？（えっ、本気ですか？　冗談で言ったんですけど……。ほら、魔狼族の訓練って、なんだか厳しそうじゃないですか……）」

　俺もそう思う。だが、事情が事情なのだ。選択の余地はない。

「わふわふ（俺は一刻も早く瘦せてお嬢様の元に戻らねばならんのだ。多少厳しくても一気に瘦せられるならその方がいい）」

　お嬢様が俺なしで何日も耐えられるとは思えないんだよなぁ。薬草を探しに屋敷を空けたときも大泣きされたし。

　ていうか俺が耐えられない。お嬢様成分がまるで足りない。お嬢様にモフモフされて早く補充しないと。

「ガ、ガウ……？（もしや、王もこの訓練に加わるという話をしておられますか……？）」

　ガロが恐る恐るといった様子で問うてくる。

「わんっ（おう、頼むぜガロ！　遠慮は要らない。ビシバシやってくれ！）」

「ガ、ガウガウ！（と、とんでもありません！　偉大なる王陛下にこのような訓練は必要ありません！　王が新兵に混ざって泥にまみれるなど……）」

「わんわん（それを言ったら、俺だって生まれたての魔狼族だぜ。同じ新兵みたいなもんだ。なぁ、頼むよガロ、お前だけが頼りなんだ）」

「ガ、ガウッ!?（わ、私だけが頼り!?）」

　ガロはびっくりしたように飛び上がり、そしてしばし瞑めい目もくする。

「……ガウ（分かりました。王がそこまで私を信頼して下さるのであれば、応えるより他ありません）」

　ガロはビシッとお座りする。

「ガウ！（このガロ！　粉骨砕身で王を一流の兵へと育て上げて見せます！）」

　あ、あれ？　なんか余計なことを言って、変なスイッチを入れちゃっただろうか。

　ガロの目つきが鋭くなって、なんだか不穏な気配がするぞ。

「わ、わふわふ……（あ、あのガロちゃん？　お手柔らかにお願いね？　ビシバシって言ったけど、ピシパシくらいの柔らかさでひとつ……）」

「ガガウ!!（黙れ訓練兵っ!!）」

「わ、わふぅ!?（ひ、ひえっ!?）」

「ガウガウ！（話しかけられたとき以外は口を開くな！　口でクソを垂れる前に体を動かせ！　分かったか！　分かったら列へと並べウジ虫が！）」

　鬼軍曹!?

　性格が変貌したガロが、鞭むちを打つように俺を列へと吠ほえ立てる。

「にゃーん（ロウタさん、頑張ってー）」

「ちゅー（わしらはここから見守っておるのじゃー）」

　ナフラとレンがいつの間にか俺から降りて離れた木の上にいる。畜生、上手く逃げやがってー！
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　雨が降り始めた森の中を、俺たち訓練兵は泥にまみれながら駆け続ける。

「わひぃ……わひぃ……」

　舌をだらんと出して、俺はフラフラと走った。

　周りを走る新兵仲間の魔狼族たちも、俺と同じく息も絶え絶えだ。

「ガウガウ！（どうした、小僧共！　老いたヤギでもまだ貴様らより走るぞ！　根性を見せろ！）」

　併走する鬼軍曹が俺たちに檄げきを飛ばしてくる。同じ距離を走っているのに、ガロにはまったく疲れた様子がない。これが経験の差なのか。

「ガウガウ！（足元を見るな！　足の裏で感じて足場を確認しろ！　視線は常に索敵に使うんだ！）」

　ふらつく俺たちはガロに返事をする元気もない。ついには泥の中に隠れていた石にけつまずいて転んでしまった。

「ちゅちゅー（ぬし様、大丈夫か！）」

　見学していたナフラとレンが駆け寄ってくる。

「ガウガウ!!（甘やかすな小娘ども!!）」

　しかしガロがレンたちの前に立ち塞がり、インターセプトする。

「ガガウッ!!（さっさと立て小僧！　泣いたり笑ったりする暇など与えてやらん！　貧相なタマを踏み潰されたくなければ走れ!!　行け行け行け!!）」

　ひ、ひいいいい！

　ガロがめっさ怖いよう。

　俺は足を空転させながら立ち上がり、泥まみれのまま走る仲間たちの所へ駆け戻る。

「ガウガウ！（いいか！　貴様らはこの世で最も下等な生物だ！　ウジ虫だ！　そびえ立つクソだ！　だが、私の訓練を生き残ったとき、貴様らはウジ虫から戦士となる！）」

　雨の中の訓練は容赦なく体温を奪ってくる。

　その冷たい雨を消し飛ばすようなガロの檄を浴び、俺たちはさらに加速する。

「ガウガウ！（私を憎め！　弱い己を憎め！　だが憎しみには飲まれるな！　憎しみを糧に強くなれ！　貴様らが諦めない限り、私は貴様らを見捨てん！　今ここで幼よう狼ろうの甘えは捨てろ！　牙を剝むきだし、地の果てまで駆け抜けよ！）」

　サー・イエッサー！　と思わず返事をしたくなるような熱い言葉を贈られながら、俺たちは雨の中で訓練を続ける。

　ガロ教官のつきっきりの特訓は夜中まで続いた。
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　ロウタが地獄の特訓を受けていたその頃、森の東で一匹の魔物が覇を唱えた。

「ゴフゥ……！（この森の支配者は、俺だ……！）」

　魔物はアカヨロイと呼ばれていた。元はただの熊だったが、ある日、膨大な魔力が森に吹き荒れた際、彼の運命は変わることとなる。

　吹き荒れた魔力の正体は、魔狼族と魔王軍幹部リッチーとの戦いの折に発生したものだったが、当時の彼には知る由もなかった。

　魔女による封印を受け、魔力の大部分はすぐに消失した。が、彼が寝床にしていた洞穴に、残った魔力が集中してしまったのだ。

　吹きだまり。俗にそう呼ばれる魔力スポットへと変じた寝床で、彼の体は徐々に変化していった。

　強い魔力は彼に知性と圧倒的な力を与え、眠っていた野心に火を付けた。

　身の丈は森の木々に届くほどに成長し、ひとたび豪腕を振るえば、岩を砕き大木をなぎ倒した。

　縄張りの中で彼と相対できる者はついにいなくなり、アカヨロイは機が来たことを確信した。

「ごふぉぉぉぉぉぉっ!!（出てこい、魔ま狼ろう族!!　この森の支配者として相応ふさわしいのはどちらか、はっきりさせようぜぇぇぇぇぇぇっ!!）」

　相手の返り血で紅あかく染まったと言われる紅い胸毛を搔かきむしり、アカヨロイは夜闇に咆ほう哮こうする。

　それは宣戦の布告だった。

　巨体を揺るがし、地面を割りながら、アカヨロイは西を目指す。

　行く先は、この森を管理しているなどと驕おごったことを言う魔狼族の縄張りだ。

　貧弱で小さな狼おおかみ共をこの手で引き裂き、広大な森を手中に収める。

　野心に目を血走らせながら、アカヨロイは進軍を開始した。
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「ガウッ！（ガロ様！　お耳に入れたいことが！）」

　巡回を任務としている魔狼が、ガロの元へと駆けてきた。

　新兵たちに訓示を与えていたガロは、落ち着いた様子で振り返る。

「ガウ（どうした？　急を要することか？）」

「ガウッ！（はっ！　侵略者です！）」

「……ガウ？（……侵略者と言ったか？　侵入者ではなく？）」

「ガウ！（はい、侵略者です。進む先の木々や動物をむさぼり、何もかもを破壊して進撃しています。敵は魔狼族を滅ぼしてこの森を手に入れると豪語しております）」

「ガウ……（ほう、それは久しぶりに骨のあるやつが出てきたな……）」

　魔に侵され、理性を失って暴れるだけになった魔物ならば、常より狩っている。だが、己の意思で戦いを挑む者が現れるのは久しいことだった。

「ガウガウ（如何いかがいたしますか？　現在、やつの間合いの外から監視に努めていますが、ガロ様のご命令があれば、我が氏族で仕留めてご覧に入れますが）」

「ガウ……（いや……）」

　ガロは言葉を止め、自らの背後を振り返る。

　そこにはたった今すべての訓練を修了した魔狼族たちが整列していた。

「ガウガウ（ちょうど良い。これを新兵たちの卒業試験としてくれよう）」

　戦いの気配を感じ取った魔狼族たちは、眼めを爛らん々らんと輝かせ殺意をみなぎらせる。

　ガロはその様子にほくそ笑み、雨を振り払うように魔狼族たちを見回した。

　そこに整列するのは、地獄の訓練を乗り越えた若き俊英たちだ。

　その瞳に一切の甘えはなく、我はただ一対の牙であると、鍛え上げられたその身が語っていた。

「ガウ（問おう。貴様らの役目はなんだ？）」

「「「ガウッ！　ガウッ！　ガウッ！（狩りだ！　狩りだ！　狩りだ！）」」」

「ガウ（貴様らの誇りはなんだ？）」

「「「ガウッ！　ガウッ！　ガウッ！（狩りだ！　狩りだ！　狩りだ！）」」」

「ガウガウ（そうだ、狩りこそが我らの本質だ。そして我らの縄張りに踏み込んだ愚か者がいる。ならばお嬢様方、貴様らはどうする？　この愚か者をどうする？）」

「「「ガウッ！　ガウッ！　ガウッ！（狩れ！　狩れ！　狩り殺せ！）」」」

「ガウガウ！（よろしい。ならば行け！　愚かなる者に狼のなんたるかを教育してやれ！）」

「「「ガルルルルルォォォォォォォォン!!」」」

　若き戦士たちは猛たけ々だけしく吶とつ喊かんし、夜の森へと突とつ貫かんした。
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　最強の大熊アカヨロイ。

　彼は自らが宣言したとおりに森を蹂じゆう躙りんし、版図を一気に広げていた。

　向かってくる者はすべて喰くらい、逃げる者は追いかけて踏み潰した。

「ゴウオォォォ!!（ぐはっはぁ！　どうした魔狼族！　かかって来いよ！　闘やる気がないなら、とっとと縄張りを明け渡して出て行きなぁっ！）」

　アカヨロイの振り下ろした豪腕が大木を真ん中からえぐり倒す。

　魔狼族たちは倒れる木を避よけ、敵の攻撃範囲から抜け出した。

　今のところ損害は受けていないが、このまま好きにさせていてはいずれやられるものも出てくるかも知れない。

「ガルッ！（ちっ、腕力だけの若造が、粋がりやがって……！　その気になりゃあ、テメェなんぞすぐに狩れるんだよ！）」

　グルルと鼻筋に皺しわを寄せて、魔狼族の戦士はアカヨロイを威嚇する。

「ガウッ！（駄目っすよ、隊長。やつをどうするかはガロ様が決めること。俺たちは指示があるまで監視に徹しないと……）」

「ガルッ！（わぁってんよ！　その指示が来ねぇから苛いらついてんだろうが。伝令はどうした？　もうとっくに状況は伝わってる頃だろう）」

　魔狼族たちが攻めあぐねているのは、アカヨロイの圧倒的な強さに対して何も出来ないからというわけではなかった。

　確かに相手は強いが、魔狼族の連携を以もつてすれば勝てない相手ではない。

　だが、魔狼族の定めた掟おきての一つが、それを邪魔していた。

　問答無用で狩り殺して良いのは、魔に侵され、理性や心を失った魔物だけだ。

　このアカヨロイは暴虐の限りを尽くしているが、己の意思で縄張りを広げようとしている。

　異なる種族として版図を争うのならば、これは誇りを賭けた戦争だ。氏族の一部隊を預かる隊長が個々で判断していい事案ではなかった。

　実際、このアカヨロイは強い。

　先ほどは威勢良く言い立てたが、いざ狩るということになれば、氏族総出の大捕物となるだろう。

「ガウガウ！（隊長！）」

「ガルッ！（戻ったか！　ガロ様はなんと!?）」

「ガウ……（それが……、撤退の指示が出ています）」

「ガルッ!?（撤退だと!?　それは一体どういう了見──……いや、先日よりガロ様は才能がある若者を直々に練兵していたな。その訓練が修了したということか）」

　伝令から知らせを聞いた隊長は、得心がいったように頷うなずいた。

　一方アカヨロイは、魔狼族が遠巻きに見ていることしか出来ない臆病者と結論を下した。

「ゴウオウ！（弱い！　弱いな魔狼族！　お前らは森の覇者に相応しくない！）」

　豪腕を振るい、魔狼族を追い立てていく。

「ガルル（ふん、好きに吠ほえていろ。テメェの処遇はもう決まったんだ）」

　軽やかにアカヨロイの攻撃を避け、木の枝に飛び移った隊長がアカヨロイを見下ろす。

「ガルル（お前は知ることになるだろう。魔狼族の狩りがどういうものかを）」

　一斉に気配を消した魔狼族たちの姿が、夜の森に溶けていく。

「ガルル（精々あがいてみせるんだな若造）」

　魔狼族たちの気配が完全に消え、同時に遠方から迫る濃密な殺意に、アカヨロイは鼻筋に皺を寄せた。
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　先ほどまで、アカヨロイは確信していた。

　魔狼族など恐るるに足らず。遠巻きに我が暴虐を眺めることしか出来ない無能どもだ。

　とっとと出てこい。魔狼王とやら。このアカヨロイ様が、直々に食い殺してやるぞ。

　そう息巻いていたのが数分前のこと。

「ゴフゥッ……ゴフゥッ……（ぜぇっ……はぁっ……）」

　現在の彼は先ほどとはまったく違う状況に追い詰められていた。

　巨体を揺らし、焦点の定まらない瞳で逃げ回る。先ほどまで暴虐の限りを振るっていた魔物とは思えない衰耗っぷりだった。

「ゴフゥゴフゥ……！（な、なんなんだ、あいつら……！　おかしい……！　俺はいったい何と戦っているんだ……!?）」

　最強の自分が、逃げ惑うことしか出来ない。

　この豪腕と牙を振るうたびに、どんなやつだってみんな枯れ葉のごとくぐしゃぐしゃに潰すことが出来た。

　その自分がなすすべもなく追い詰められている。

　一匹一匹は確実に弱いはずだ。なのに倒せない。手も足も出ない。

　攻撃をしても木々を盾に避けられ、その隙に背後から反撃を喰らう。やり返そうと振り返れば、そこにはもう誰もいない。とどめの一撃を窺うかがうように、じわじわと削られていく。

　森の中を縦横無尽に影が飛び交い、そのたびにアカヨロイは体をびくつかせた。

　攻守は完全に入れ替わっていた。これはもはや闘争ではなく逃走だ。

　アカヨロイは魔狼族にとって、ただの獲物となっていた。

「ゴフゥゴフゥ！（チクショウ……！　チクショォォォォッ！　当たりさえすれば、当たりさえすればお前らなんぞ……！　卑ひ怯きようだぞ、魔狼族……！　出てきて正面から戦え！）」

　アカヨロイの叫びを嘲あざ笑わらうかのように、森の木々が揺れる。

　しかして、アカヨロイの望みは叶かなえられた。

　アカヨロイの逃げる先に、一匹の魔狼が現れたのだ。

　他の魔狼に比べてはるかに大きく、美しく、そして絶対強者の気配を纏まとっていた。

「…………」

　さぁ、お望み通り出てきてやったぞ。

　そう言わんばかりに、白い魔ま狼ろうがアカヨロイの逃げ道を塞ぐ。

　──正面から戦えば負けはしないんだろう？　俺は避けないから、好きなだけ攻撃して来いよ。

　一言も発しない白い魔狼は、態度でそう示した。

「ゴ、ゴフゥ……（き、貴様、貴様が……）」

　アカヨロイは本能で理解した。

　この白い狼おおかみこそが魔狼王フェンリル。魔狼族を統べる者にして、この森の支配者。

　そう、これは好機だ。こいつを倒せばその地位を簒さん奪だつできる。

　アカヨロイにわずかに残った野心が、怯おびえきった体に火をつけた。

「ゴフゥアアアアアアッ!!（お、俺が最強なんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　走る勢いに任せて振り下ろした豪腕は、アカヨロイが放った一撃の中で最も強い威力を予感させた。

　太い爪が風を切り裂いて、魔狼王に叩たたきつけられる。

　魔狼王はそれを瞬きもせずに、正面から受け止めた。

　衝撃。雷が落ちたと錯覚するほどの閃せん光こうと轟ごう音おんが森の木々をなぎ倒し、アカヨロイは勝利を確信する。

　だが、それは誤りだった。

「わふ……（良い攻撃だな。感動的ですらある……）」

　白き魔狼王は、アカヨロイの全力の一撃を、無傷で受け止めていた。

「わふ（だが、無意味だ）」

　落胆したような魔狼王の言葉にアカヨロイが後ずさる。

「ゴア……ゴア……（な……な……）」

　完全に戦意を失った彼に、四方八方から魔狼の群れが襲いかかる。それはとどめを刺すに充分な隙だった。

「ゴ、ゴワァァァァッ!?（ぎゃああああああああああああっ!?）」

　アカヨロイの快進撃は、わずか一時間で終しゆう焉えんを遂げたのだった。
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　雨はすっかり上がっていた。

　訓練で泥まみれだった若き魔狼たちは、雨に洗われて、太陽で乾かされ、すっかり美しい毛並みを取り戻している。

「ガウ！（諸君！）」

　教官であるガロの前に、俺たちは背筋を伸ばして整列した。

「ガウガウ！（今日この瞬間をもって、貴様らはウジ虫から戦士となった！　試練を乗り越えた貴様らは、もはや親に守られる幼き仔こ狼ろうではない。己おのが力で戦うことのできる誇り高き魔狼族だ！　我らの血にかけて、死ぬその瞬間まで戦い抜け！）」

「「「ガオオオオオオオォォォォォォォォンッ!!」」」

　勇ましく吠える魔狼族たちに混ざり、俺も吠えまくる。

　一呼吸おいて、それまで厳しい顔をしていたガロが優しい瞳をした。

　それは、ガロが鬼教官の役目を終えたことを意味していた。

「ガウガウ……（みんな、よくこの苦しい訓練を乗り越えてくれたな。今までつらく当たってすまなかった。それでもなお私を信じて付いてきてくれてありがとう。お前たちは私の誇りだ）」

「「「ガ、ガウッ……！（きょ、教官……！）」」」

　俺たちはガロの周りに駆け寄り、身をすりつけるように泣いた。

　俺たちの絆きずなは無敵だ。魔狼族に栄光あれ。魔狼王に栄光あれ。

　すすり泣く俺を慈愛に満ちた瞳で見ていたガロが、突然ハッと俺の顔を見た。

「ガ、ガウ……？（ろ、ロウタ様……？）」

「わふ？（え、はい。ロウタですけど。どうかしましたか教官？）」

「ガッ（もっ──）」

　も？

「ガウウウウッ!!（申し訳ありませぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇんっ!!　王に対してなんということをぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！）」

　ガロは叫びながら大土下座をかましてくる。

　尻尾を股に挟み、ブルブルと震えて伸ばした前足に鼻を突っ込んでいる。

　その怯える様子を見て、俺も我に返った。

「わふっ!?（はっ、俺はいったい何を……!?）」

　いつの間にか俺も新兵の一員と化していた。軍隊式ダイエット恐るべし。

　だけど訓練のおかげで、すっかり元の体型を取り戻しているじゃないか。

　引き締まったお腹なか。しなやかな四肢。精せい悍かんな顔立ち。

「ちゅー（おお、見事に瘦せたのじゃ）」

「にゃー（本当ですねー。ロウタさん格好良いですよー）」

「わふふ（でへへ、そう？）」

　駆け寄ってきたレンとナフラが褒めてくれる。

　自分でも分かるぞ。今の俺はどう見てもイケ狼。いや、イケ犬。

　この姿なら、お屋敷に戻ってももう大丈夫。ベッドを壊したりドアを壊したりもしないだろう。

　やったぜ、ミッションコンプリートだ。

「キューンキューン（申し訳ありません申し訳ありません申し訳ありません申し訳ありません申し訳ありません申し訳ありません）」

　ガロが謝罪マシーンになっている。

「わんわん（ガロ、謝る必要なんてないぞ。お願いしたのは俺の方なんだからな）」

　まぁ、訓練が厳しすぎて、しごかれてるときの記憶はほとんど飛んじゃってるんだが。

　なんかデカい熊と戦った気もするんだが、よく覚えていない。

　ガロをやる気にさせすぎたのは失敗だったが、たった一日でここまで瘦せられたのは訓練のおかげだ。何を謝る必要があるというのか。

「キュ。キューン（ろ、ロウタ様ぁ……）」

　ガロが感涙しながらスリスリしてくる。

　うむうむ、愛ういやつめ。ケモノなのでまったくなんとも思わないが。

「わふ？（あれ？　ガロ、なんだか前より小さくなってないか？）」

　俺より少し小さいだけだったはずのガロが、いつの間にか俺の胸元までの大きさしかない。

　三分の一くらいの大きさまで小さくなっている。

「ガ、ガウ……（い、いえ、王よ。私が小さくなったのではなく……）」

「ちゅー（ぬし様が大きくなったのじゃよ）」

「にゃーん（ロウタさん、凄すごく大きいですー）」

「わ、わふう？（なん……だと……!?）」

　言われて気づいた。ナフラやレンが豆粒みたいに小さい。

　その異変の正体は俺の体にこそあったのだ。

　確かに俺は瘦せることには成功した。ただしそれは、横に増えた体積が縦に伸びただけだったのだ。

　いつの間にか、俺は前の三倍ほどの大きさにまで成長してしまっていたのだった。

「わ、わふぅぅぅぅぅぅぅ!!（ど、どうすんだよ、これぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!）」

　デカい。デカすぎる。言い訳がきかないレベルで大きすぎる。

　これもうお屋敷に帰れないやつじゃん。やだー！

　お屋敷の二階にすら頭が届きそうなサイズに成長したこの体では、いくらお嬢様たちのフシアナアイでも異常に気づくだろう。こんな巨体のままどうやって帰れというのか。

「わふぅぅん！（もう俺は、二度とお嬢様たちに会えないんだー！　うわーん！）」

　俺は泣いた。泣きわめいた。

　一方ガロたちは、大きくなった俺の姿に見み惚とれていた。キャッキャしていた。

　ひどい絵面だった。

　あと、なにげにヘカーテにもらった首輪が、デカくなった俺のサイズに合わせて伸びているのが凄すごい。

　俺が成長したときのことも考えて作られてあるのだろう。伸縮自在の素材で作られているようで、こうして大きくなっても息苦しさはまったく感じない。ヘカーテのさりげない気遣いが嬉うれし、くねえ！　その気遣いをする前に成長を抑える魔法とかなかったんですかね！

「ちゅー（ぬし様や、そろそろ諦めてはどうじゃ？　このまま森で暮らすのも悪くないと思うのじゃ。むしろ今までがおかしかったのじゃろう。魔狼族の王が人間に飼われて暮らすなど。どう考えても不自然じゃ）」

「わんわんっ！（いやだー！　俺はわんことして一生養われて暮らすんだー！　野生の狼ライフなんて絶対嫌だー！）」

　甘やかされに甘やかされたこの俺が、今さら野生で生きることなど出来ようはずもない。

　俺は前足に突っ伏して、己の不幸を哀れんで号泣した。

　なんて可哀かわい想そうな俺。

　慰めても良いのよ、チラチラ。

「にゃー（まぁ、ロウタさんは放っておくとして、どうして急に大きくなったんでしょうねー？）」

　え、放置とかひどくない？

「ちゅー（ふーむ、これは推測じゃが、ぬし様が少し前から太りだしたのが始まりだと思うのじゃ）」

「にゃーん（今までだってたくさん食べてましたのに、突然太り始めましたよねー。アレっていつ頃でしたっけ）」

「わふん？（俺が太り出した頃？）」

　ずっと食っちゃ寝してたから覚えてないが、瘦せてた頃の記憶と言えば、あれだ。デカい骸骨と戦った頃だ。あの頃はまだ太ってなかったはず。

　魔王軍の幹部とかいう骸骨に俺たちは襲われて、記憶をなくした幽霊駄馬のメアを守るために戦ったのだ。

　まぁ、戦ったというか、食べたんだが。

　アレは美味かった。人間の頃じゃ味わえない骨の旨うま味みというものを知った。

　ちょっと残しておいて、再生させれば無限に食べられたんじゃなかろうか。もったいないことをした。

「ちゅー（さらりと恐ろしいことを考えるぬし様は流石さすがじゃが、その骸骨を食ったのが原因なのじゃろう）」

　え？　なんで骨で太るんだ？　骨にカロリーなんてほとんどないだろう。太るならむしろ肉を食いまくらないと。

　肉と言えば、おっさんの焼いたステーキが食いたいなぁ……。ああ、腹減った……。

「にゃー（ロウタさんはすぐ思考が明後日あさつての方向へ飛んで行きますねー）」

「ちゅー（いつもの事じゃ放っておけ）」

　そうやってすぐ放置するのひどいと思います。

「ちゅーちゅちゅー（話を戻すが、あれほど強大な魔物を食らえば、膨大な魔力が体の内に蓄えられたはずじゃ。余剰となった魔力は贅ぜい肉にくとなってぬし様の体に蓄積され、それがこの厳しい訓練により、一気に肉体の成長を促したのじゃろう。ぶくぶくと太っていたように見えたのは、いわば成長前の『溜め』じゃな）」

　つまりたくさん蓄えたエネルギーが、訓練で一気に解放されたのが今回の巨大化の原因だということか。

　それってつまり、あれじゃん。

「わ、わふぅーっ!?（よかれと思ってやったことが、全部裏目に出てるーっ!?）」

　ダイエットをしようとしたはずが、事態はむしろ悪化している。

　こんなに大きくなってしまっては、もうどうしようもない。

　お屋敷にも戻れなくなった俺は、森での質素な暮らしに耐えられず野垂れ死んでしまうのだ。

　絶望だ。泣くしかない。おーいおいおい。

　──と、思うじゃん？

　ところがまだ解決法は残ってるんだよなぁ。

「わふっ（しょうがない。これは奥の手に取っておくつもりだったんだが……）」

　俺の正体がお嬢様にばれたときのために考えていた、とっておきの秘策が俺にはあった。

　出来ることなら、この作戦はやりたくなかった。だって習得するのが面倒くさいから。

　だが、この窮地に四の五の言ってはいられない。早く元の姿を取り戻して、お嬢様の元へ帰るのだ。

「わん！（レンよ！）」

　俺は決意を込めてレンを見つめた。

「ちゅー？（なんじゃ？　熱い視線を送ってきよって。あきらめて森で暮らし、わしとつがうことにしたのか？　バッチコイじゃぞ？）」

　まったく違う。あと、地味に俺の使ってる言葉を使いこなすようになってるよなお前。

「わん！（レンよ！　レン様！）」

　俺は腕を組むレンに全力でお願いした。

「わんわん！（俺に変へん化げの術を教えてくれ！）」
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　変化の術を習得する。

　俺がそこに目を付けたのは、レンが変化の術を使ってネズミやら人間やらに化けるのを見たときだ。

　自由に姿を変えられるこの術は、犬のフリをするための役に立つんじゃないかと俺は考えた。

　そして幽霊馬のメアを、スケスケスケルトンな姿から立派な黒馬に変化させたとき、俺は確信に至ったのだ。

　どう見ても魔物だったメアを、ゼノビアちゃんですら気づかないレベルで化けさせることが出来る。

　そんな変化の術を使えば、俺のペットライフは安泰だ。間違いない。

「ちゅーちゅー！（ほう！　ほうほう！　ぬし様は変化の術を習得したいと言うのか！　つまりあれか！　竜の姿に化けてわしと子作りしたいという事じゃな！）」

　え、違うけど。

「ちゅーちゅちゅー！（いやいや、みなまで言うな。ぬし様は人型にしか興奮しない変態じゃった。じゃが幸いにしてわしも人への変化を習得しておる。ふたりで人に化けてつがうというわけじゃな！）」

　なんかレンが一人で勘違いして、わめき立てている。

「ちゅちゅちゅー！（ぬし様も考えたのう。種族の違いを変化の術で解決しようとは。無論わしはぬし様がどんな姿であろうと受け入れるがな。子をなすことを考えれば、お互い人の方が上手うまくいくのは間違いなかろう！　そういうことならば、手取り足取り教えてやるのじゃ！）」

　俺はレンの期待とはまったく違うことをやろうとしているのだが、術を教えてくれるというなら、そのまま勘違いしててくれた方が都合が良いか。

　バレた後が怖いが、なぁに、その時はその時だ。

「ちゅー！（ではまずはわしから手本を見せてやるのじゃ！）」

　ネズミの姿のレンがぴょんと跳び上がって、空中でくるりと一回転する。

　そして着地した瞬間には、大きめの単衣ひとえのような衣装を羽織った幼女が立っていた。

　鱗うろこの色を思わせる蒼あお々あおとした黒髪に、雪のように白い肌。そして切れ長で大きな瞳。

　将来的には美女になることが約束されているような可愛らしい姿だが、現状は幼女なのでなんとも思わない。

「どうじゃ、ぬし様。術を極めれば、こうして衣と併せて化けられるようになるぞ。はよう術を覚えて、わしとつがおうではないか」

　つがう気はないが、術は早く覚えたいと思っているぞ。

「わふわふ（で、具体的にはどうやって習得すれば良いんだ？）」

「そうじゃのう……。変化は高等魔法ゆえ、術式も複雑じゃ。まぁ、究極破壊魔法を使えるぬし様には造作もないことだとは思うのじゃが……」

「わふん？（え？　あのビームってそんな難しい魔法だったのか？）」

　ただのゲロビームじゃないのかよ。

「難しい上に効率も悪い。術式を構築するのにまず時間がかかるし、魔力を込めている間に相手に逃げられたらしまいじゃ。あげく消費が大きすぎて一発撃ったら魔力切れ。城攻めなどには使えるかもしれんが、それなら他にもっと効率の良い魔法があるからのう。威力だけは間違いなく最強じゃが、はっきり言って使い道のない魔法じゃな」

　ほーん。いわゆるロマン魔法ってやつか。

　ビームの太さを絞ったりしたら工作にも使えるし、結構便利なんだけどな。

「そもそもぬし様はどうやって魔法を使っておるのじゃ？　普段からポンポンと連発しておるが、術式を見た覚えがない。あれはどうやって発動しておるのじゃ？」

「わふっ？（え、気合いで）」

　こう、ゲロを吐くイメージで吠ほえると出るんだよ。

「……で、出で鱈たら目めに過ぎるのじゃ」

　レンが単衣を肩からズリ落としてドン引きしている。

「まぁ、ぬし様が怪物なのは今更の話じゃったか」

　失礼な。この可愛かわいいわんこに向かって怪物とはなんだ。

「しかし、術式の構築を自分で出来ないとなると、わしが術をかけてやるのが手っ取り早いかのう。魔力は自前で補ってもらわねばならんが、ぬし様なら何の問題も無いじゃろう」

　メアのときもそうやって変化させてたしな。手っ取り早いやつでお願いします。

「では、さっそくゆくぞぬし様！」

「わふっ！（おう！　どんと来い！）」

「魔ま狼ろう王おうフェンリル・ロウタよ！　汝なんじが望む姿を強く思い浮かべ、我が術式を受け入れよ！」

　えっ、俺の名前ってそういう括くくりなの？

　その新発見が雑念となってしまったのか、レンの作り出した光り輝く魔法陣が俺を包み、次の瞬間閃せん光こうが爆はぜる。

　もくもくと漂う煙が晴れた。

「わんわんっ（どうだ！　変わったか!?）」

「……いいや、失敗じゃ。ぬし様、今いらんこと考えたじゃろう」

　だって、レンがいきなり厨二な名前で呼びだすから。

「もう一回じゃ。今度は強く自分の望む姿を描くのじゃぞ」

「わふっ！（よおし、どんどん頼む！）」

　ふたたびレンの術式が発動し、閃光が森を照らす。

「……わふ！（どうだ！　今度は上手く行っただろう！）」

「まったく変わっておらん。確かに他種族への変化は難しいのじゃ。特に人族は脆ぜい弱じやくで、生まれついての強者たるぬし様には、人の姿を想像するのが難しいかもしれん」

　いや、転生前は人間だから、人間の姿をイメージするのはむしろ簡単だぞ。

「じゃが、その困難を乗り越え、なんとしても人へと変化するのじゃ！　わしとつがうために！」

　レンはずっと勘違いしてるみたいだけど、俺は一回も人に化けたいなんて言ってないんだよな。

　実は変化の術にはそこまで失敗しているわけではない。周りからは姿が変わっていないように見えているかも知れないが、着実に成功へと進んでいるのだ。

「ふふ、人となったぬし様はどんな姿になっておるのじゃろうな。いや、わしはぬし様がどんな姿になろうと愛が冷めることなどないが、好奇心は尽きんのう。ぬし様、早く成功するのじゃ」

　いやんいやんと頰ほおに手を添えて体をくねらせるレン。

　ネタバレしてやりたいが、俺の目もく論ろ見みがバレて変化の術をかけてもらえなくなっても困る。このまま放っておこう。

「ガウ（竜の姫君。我が王が人に欲情するという話は本当ですか？）」

　レンの背後から声がかかった。

　おや、ガロだ。俺たちの様子を見に来たらしい。ブートキャンプの訓練が終わって、鬼教官モードもやめたようだ。

「バウバウ（なるほど、それならばガロ様の美しさに反応がないのは道理ですな。おかしいと思ったのです。美醜どころかガロ様の性別すら分からないなど……）」

　ガロのお目付役である老ろう狼ろうバルも一緒だ。

　そうは言っても、バルさんや。俺は狼おおかみをぱっと見てオスかメスか見分ける特技なんて持ってないのだ。美的感覚は人間のままだし。

「バウバウ（ならば、ガロ様も変化の術を習得し、人の姿を取れば王陛下も種を下さるのでは？　魔狼族一の美び姫きであるガロ様です。人に化けてもそれはそれは美しい姿となられるでしょう）」

「ガ、ガウ……（や、やめよ、バル……。王の前で、不敬であるぞ……）」

　そんなことを言いながら、ガロはチラチラとこちらを見てくる。

「ガウッ（しかし、バルの言うことはもっともだ。我らが役目の一つは王の血を後世に残すこと。私個人の感情など関係ない。関係ないなっ）」

　なんだか俺の知らないところで勝手に話が進んでいる気がする。

　ガロは自分を納得させるようにうんうんと頷うなずくと、レンの前にお座りした。

「な、なんじゃ……？　わしとぬし様の仲を引き裂こうというのか？　力ちから尽ずくというなら相手になるぞ！」

　シュババとあの謎な構えをとるレン。というか、お前はまず人見知りを直そうな。お前がやたら喧けん嘩かっ早ぱやいのは、ビビってるからだろ。

「ガウ（竜族の姫。あなたの懸念は誤りです）」

　警戒するレンに対して、ガロは堂々としたものだ。相手を落ち着かせるように、穏やかに語りかける。

「ガウガウ（王と貴女あなたがつがいになることに対して、私は口を挟むつもりはありません。王の高貴なる血は我ら魔狼族だけではなく数多あまたへ拡ひろがってしかるべきもの。しかし、我ら魔狼族にも譲れない所がある。魔狼族の未来のために、貴女の秘術を私にも授けてくださらないでしょうか）」

　ガロが深々とレンに平伏した。

「ぬ、ぬぬぬ……。気高き魔狼族が、他種族のわしに頭を下げるとは……」

　いや、こいつら結構頭下げてる気がするけど。

「そうまでされては、わしも頷くしかなかろう。じゃが、わしが正妻じゃからな！　そこは譲らんのじゃからな！」

「ガウガウ（構いません。私は王の第一の臣下を名乗ってはおりますが、魔狼族をまとめるだけの一匹の狼にすぎません。王の血を残せるのであれば私の地位など些さ細さいなこと）」

　うーむ、俺は何一つ了承してないんだが、女たちの間では話がまとまったらしい。

「良かろう。そこまでの覚悟ならば否いや応おうも無し。我が秘術、その身で受けてみよ、魔狼の姫よ！」

　レンが手をかざし、変へん化げの術式がガロを包み込む。

　閃光が走り、白い煙が立ちこめ、やがてそれが晴れた。

「……これが、人の姿ですか。二本の足で立つというのは奇妙な感覚ですね」

　黒髪金瞳の褐色美女がそこにいた。

　すらりと高い身長。引き締まった体。漆黒の髪は長く野性味に跳ねている。

　なるほど、ガロがそのまま人の姿になったような凜り々りしさだ。

「ふむ、流石さすがじゃな。筋が良いのじゃ。わしですら一度では成功せんかったのじゃが」

「バウバウ！（愛の成せる技ですな！　ガロ様！）」

「バ、バル……。ひ、控えよ……」

　褐色美女になったガロが照れている姿は、実際めっちゃ可愛い。クール系美人が照れてる姿とか最高ですわ。

　……はっ!?　これは良くない。良くないですぞ。俺は所帯を持つ気はないのだ。

「お、王……どうでしょうか、この姿。お気に召してくださいましたか？」

　不慣れな二足歩行でガロが歩み寄ってくる。

　微妙に変化に失敗しているのか、髪には狼の耳が生えていて、尻からはフサフサの尻尾が伸びていた。

　さらにたどたどしい歩き方は保護欲を誘い、破壊力は抜群だ。

　危なかった。ケモナーだったら見ただけで即死していたかもしれん。

「王……？」

「わ、わふぅう？（い、いいんじゃないかな？）」

　全裸の褐色美女は、ピュアボーイな俺には刺激が強すぎる光景だ。

「バウバウ！（これは好機ですぞ！　ガロ様！　攻めるのです！　狩りのように鋭く激しく、王の御み心こころを射止めるのです！）」
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　ええいっ、バルめっ。余計なことを言うんじゃないっ。ガロがその気になっちゃうだろっ。

「お、王……。ど、どうか、こちらを見て下さい……」

　ガロが潤んだ瞳でしなだれかかってくるのを、俺は必死に顔を逸そらしながら防御する。

「む、むむむむーっ！　ぬし様、わしが変化したときと全然反応が違うではないかーっ！　どういうことじゃーっ！」

　レンが地団駄を踏んで、変化の術を与えたことをさっそく後悔している。

「にゃーん（まぁまぁ、レン様落ち着いて）」

「落ち着いてなどいられないのじゃ！　ナフラも悔しいじゃろう!?　おぬしも愛人だの何だの言っておったではないか！　おぬしも変化の術を学んでぬし様を取り返すのじゃ！　このままでは魔狼族の姫に独り占めされてしまうぞ！」

　いや、お前らに所有された覚えはないし。俺は俺のものだし。あえて言うならお嬢様のものだし、ペット的に考えて。

「にゃにゃー？（ロウタさんはヘタレなので、そんなに心配しなくても大丈夫だと思いますけどもー。それに私、これでも錬金術の粋を集めて制作された使い魔ですので、人に化けるくらい自力で出来ますよ？）」

「な、なに!?　わしとは異なる術式体系の術を知っておるのか!?　それは是非とも見てみたいのじゃ！」

「にゃー？（そんなに見たいんですかー？　しょうがないですねー。特別ですよー？）」

　ひとをヘタレ呼ばわりする駄猫が、興味津々のレンの前で何やら構えをとる。

「にゃーん（では、行きますよー）」

　ナフラは高く鳴いた。

　いったいどんな魔法を使うのかと思ったら、その背中がぱっくりと割れた。

　中から飛び出したのは、赤々としたグロテスクな肉塊だ。うねうねと触手を生やしたそれがナフラの背中で増殖していく。

「わふっ!?（唐突なグロ!?）」

　前触れなく始まったスプラッタ劇場を、俺たちは冷や汗を流しながら見守るしかない。

　肉塊が裏返るようにナフラの姿を飲み込み、脈打ちながら形を変えていく。

　脳内モザイク処理待ったなしだ。ぐっちょんぐっちょんである。これもう完全に人体錬成に失敗したやつじゃん。持ってかれるやつじゃん。

　愛らしい猫の姿はどこにもなく、あちこち関節のねじれた人型の化け物が、エクソシストも真っ青な動きでこちらへ近づいてくる。

「わ、わふぅぅぅっ!?（ひ、ひえぇぇぇぇぇぇっ!?　背面歩きしてくるぅぅぅぅっ!?）」

　カサカサって！　カサカサってぇぇぇぇっ！

　俺は恐怖でその場を動けなかった。

　迫り来る化け物はコッハーと蒸気を吐きながら、さらに体を変化させていく。

　ねじれていた関節は正しい位置になり、剝むき出だしの体には白い肌が生まれ、振り乱されていた髪が綺き麗れいにまとまる。

「ふふふ、どうですか？　ロウタさん？　人型になっても私は可愛かわいいでしょう？」

　俺に寄り添ったナフラは、猫耳の可愛らしい少女へと変身していた。

　ただしその全身は謎の粘液にまみれている。

「…………」

「どうしたんですかロウタさん、固まっちゃって。わたくしめの美しさに悩殺されちゃいました？」

　体をくねらせるナフラを見て、俺は──気絶した。

「ぬ、ぬし様ーっ!?」

「お、王ーっ!?」

「え、ええーっ!?　失礼すぎやしませんーっ!?」

　一度に色々起こりすぎて、俺の頭がパンクしました。
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　その後、意識を取り戻した俺は、ケモノ娘に変化したナフラたちに見守られながら、何度も変化の術を練習した。

「ぬし様、そろそろ休憩してはどうじゃ？」

「わふっ！（いや、もう少しだけ頼む！　あとちょっとで何かつかめそうな気がするんだ！）」

「おおお、ぬし様がこんなにも一生懸命になっている姿を見る日が来ようとは……！　なんと雄々しいのじゃ！　ときめいてしまうのじゃ！」

　ときめかないで頂きたい。

　だが、自分で言ったとおり、変化の術のコツは確実につかめてきている。

　イメージだ。この術はどれだけ強いイメージを持って臨むかが重要なんだ。

　レンたちも人型に化けてはいるが、耳や尻尾が残っていて完全とは言いがたい。それは本来の姿のイメージに引っ張られているからだ。

　それを払拭し、変化した姿を強烈にイメージする。それが成功への糸口だ。

　そして、ついにそのイメージが固まった。

「わふっ！（やってくれ、レン！　今なら絶対に出来る！）」

「何という気合いじゃ！　そこまで早くわしとつがいたいのじゃな！」

　全然違うけど、いっちょ頼むぜ。

　レンの魔法が俺を包み込み、今までにないほどの光が辺りを照らす。

　光の眩まぶしさに俺自身も目をつむり、そして光が消えたとき、そこには俺が俺自身のまま立っていた。

「む、失敗か……。残念じゃが、諦めるでないぞ、ぬし様。次の準備にとりかか──」

「わっふー!!（やったー！　成功だーっ!!）」

　レンを遮り、俺は歓喜の雄お叫たけびを上げる。

　完璧だ。間違いない。変化の術は完全に成功した。

「……何を言っておるのじゃ？　まったく姿が変わっておらんではないか」

「そうですねー。さっきと何も変わってないと思いますけどー」

「王、やはり少しお休みになられた方が……」

　おい、俺が疲れておかしくなったように言うんじゃない。

「わんわん（よく見ろ。全然違うだろ）」

「はぁ、違うと言われても、どこが違うというのじゃ」

　レンがちょこちょこと着物を引きずりながら歩いてきて、俺の姿を見上げる。

　そこでようやく気づいたといった顔をした。

「ぬし様が、小さくなっておる!?」

　そう、その通り。

　今の俺は大きく成長してしまう前の姿。具体的に言うとデブってしまう前の姿へと変化していたのだ。

　体のバランスはそのままで縮小したので、遠目からでは分からなかったのだろう。

　自分でも褒めてやりたいほど、ちょうど良い大きさだ。

　欲張って小さくなりすぎると、それはそれでお屋敷の人たちに怪しまれてしまうからな。このバランスを生み出すのに苦労したのだ。

　これでドアに詰まることもないし、太っても変化の術で見た目は変わらない。これでご飯も気にせず食べ放題だぜ。

「ど、どういうことじゃ、ぬし様……？」

　レンが震える声で問うてくる。

「ひ、人に化けてわしらとつがいになるという話は、いったいどうなったのじゃ？」

「わふ？（え？　そんな話一個もしてませんけど？　やだなー、勘違いして。さぁ、かえろかえろー）」

　俺は呆ぼう然ぜんとする女たちを置いて、上機嫌で帰路につく。

「お、お、お、乙女の期待を裏切りおってぇぇぇぇぇっ!!　許さぁぁぁぁぁんっ!!」

　レンが火を噴きながら、幼女の姿から巨大な蒼竜ブルードラゴンへと姿を変える。

「わ、わふぅぅぅぅ!!（ちょ、馬鹿！　熱い！　やめて！）」

「ＧＡＲＯＲＯＲＯＯＯＯＯＯＯＮ!!（許さんのじゃ！　許さんのじゃぁぁぁぁぁぁっ!!　女を騙だました罪は重いのじゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　お、おい！　ナフラ！　ガロ！

　何やってんだ！　見てないで助けろよ！

「今回ばかりは擁護できませんねー」

「王、これはあんまりです……」

　ナフラは頭の後ろで手を組んで笑い、ガロはしょんぼりと肩を落としている。

「ＧＡＲＯＲＯＲＯＲＯＯＯＯＯＮ!!（待てぇぇぇぇぇぇっっ!!　ぬし様ぁぁぁぁっ!!）」

「わふーん！（うわーん、ごめんなさーい！）」

　レンとの追いかけっこは、お屋敷に帰るまで続くのだった。
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「わんわーん!!（お嬢様！　みんなー！　今帰りましたよーっ!!）」

　なんとかレンを説得してネズミに戻ってもらい、俺はお屋敷の外からみんなを呼んで吠ほえる。

　すると、すぐにお屋敷の扉が開いて、お嬢様が飛び出してきた。

「ロウタ!!　帰ってきたんですね!!」

　わーい、お嬢様だ。お嬢様ー！

　門を飛び越え、お嬢様の元へ一目散に俺は駆け寄った。

　お嬢様にぶつかる直前、お座りの姿勢でブレーキをかけて、モフモフの毛でお嬢様を受け止める。

「ロウタぁ、ロウタぁ……。おうちが嫌になっちゃったのかと思いました……」

　くすんくすんと鼻を鳴らしながら、お嬢様が力いっぱい抱きしめてくる。

　昨日の朝にお屋敷を出たので、丸一日留守にしていたことになる。お嬢様にはずいぶん寂しい思いをさせてしまったようだ。

「くーんくーん（ごめんよ、お嬢様、ごめんよー）」

　でもでも、見て下さいよお嬢様。これこの通り、しっかりスリムな姿を取り戻してきましたよ！

　お嬢様に続いて、お屋敷のみんなもこちらへやって来た。

「やれやれ、メアリをこんなにも泣かせて。悪い男だなロウタは」

　パパさんがほっとしたように、お嬢様と俺の頭をなでてくる。

「わふわふ（パパさん、ベッドやお屋敷を壊してごめんよ）」

「なんだい？　屋敷を壊したことを気にしているのかい？　心配ないとも、すぐに飛空艇で職人ごと資材を取り寄せて新調したからね。こういうときは商いをやっていて良かったと思うよ」

「私はもう少しお嬢様と一緒でも良かったのですけれど。お嬢様の小さかった頃を思い出しました」

　ふふふと笑うのはミランダさんだ。ベッドが壊れていたので、昨日はお嬢様はミランダさんと一緒に寝ていたらしい。

「わっ、ロウタがすっごい瘦せてるじゃん!?」

「ほんとです。たった一日でずいぶん瘦せちゃって」

「……スリム」

　だろう？　メイドさんたちも見てくれ、この見事な体を。お屋敷のドアだって簡単に通れちゃうんだぜ。

「お嬢様っ、ジェイムズさんにはもう伝えてきましたっ。ご飯の準備は出来てるそうですっ」

　トアちゃんが息を切らせてやって来た。遅れたのは、先におっさんに俺が帰ってきたことを伝えていたからなのか。

　トアちゃんの優しさに涙がちょちょぎれそうである。あとよだれもちょちょぎれそうである。マジで腹減ったわ。

「そうでしたっ。ロウタにご飯をあげないと！　行きましょうロウタ！」

「わんわん！（わーい！　ご飯ー！　一日ぶりのおっさんのご飯ー！）」

　走り出したお嬢様について、おっさんの厨ちゆう房ぼうへ向かう。

　廊下から厨房に入った瞬間、美味そうな料理の香りに包まれて、俺は天国へ旅立ちそうになった。

「おーおー、見事に瘦せちまったなぁ。家出もほどほどにしとけよ。みんな心配するからな。ま、そろそろ帰ってくる頃だと思って飯は用意してるぜ」

「わふー！（わーい！　おっさん大好きー！）」

　そして俺はおっさんの料理を腹一杯食べ、夜になると前より頑丈で広くなったベッドでお嬢様と一緒に眠った。

　こうして、俺はまたいつもの日常を取り戻したのだった。
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　これは余談であるが、ロウタたちに仕留められたアカヨロイのその後のことである。

「ゴ、ゴフゥ……？（お、俺はいったい……。あの時白い魔ま狼ろうたちにやられたはずでは……）」

　狩り殺されたはずが自分はまだ生きているのだと、アカヨロイは朦もう朧ろうとした意識の中で気づいた。

　重たいまぶたを開けると、ギラついた夏の日光が目を刺してくる。

「起きたか」

　すぐ近くで聞こえた声に、アカヨロイは素早く起き上がり、警戒体勢を取った。

「良い反応だ」

　声の主は褐色の肌を持つ若い人間の女だった。

　いや、大きな耳に太い尻尾。これは魔狼族の特徴だ。この女、魔狼族が化けた姿だ。

　何のつもりで人間に化けているかは分からないが、それ以上にアカヨロイは自分が置かれている状況が理解できなかった。

　魔狼族に戦いを挑み、完膚なきまでに敗北したのだ。こうして生きていることがあり得ない状態だった。

「ふむ、やはり見たところ過剰な魔力に侵された様子もない。魔に飲まれることなく魔を己おのが力としている。優秀だ」

　女の品定めするような視線に、アカヨロイはさらに警戒を強めた。

「ゴルル……（俺を生かしてなんのつもりだ……？　敗者は食われる。それが野性の唯一の掟おきてだろう）」

「なに、敗れた貴様に今一度機会をくれてやろうと思ったのだ。未熟で愚かではあるが、たった一頭で我らに戦いを挑んだその胆力は驚嘆に値する。だが、力を振り回すだけでは能がない。その我欲にまみれた性根ごと、徹底的に鍛え直してやる」

　そしてずらりと並ぶ魔狼族の精鋭たち。新たなひよっこの訪れを、牙を剝きだしにして歓迎する。

「「「ガウガウ！（ようこそ！　魔狼族の練兵場へ！）」」」

「喜べアカヨロイ。貴様も魔狼族にしてやろう。まずは我らが王、ロウタ様への絶対なる忠誠心を刻むところからだ」

「ご、ゴフゥ!?（な、なにぃ!?）」

「ガウ（安心しろ。我らが徹底的に貴様を教育してやる）」

　ガロの合図で、魔狼族がアカヨロイを取り囲んだ。

「ゴ、ゴアアアアアアア!?（や、やめろ！　俺はそんなこと望んでない……！　ぎゃ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?）」

　森を荒らす侵略者は消え、魔狼族に新たな仲間が加わったそうな。
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　穏やかな昼下がり。俺はのんびりと書斎でまどろんでいた。

　大きくなりすぎた体は、少し前のギリギリ犬と言い張れるサイズまで小さくなることに成功し、こうやってパパさんの足元で横たわっていても違和感がない。

　まさに金持ちの犬って感じだ。

　パパさんの書斎は静かで涼しいので、お昼寝するにはバッチリだということに最近気づいたのだ。

　梅雨が明けて暑くなってきたので、お屋敷の外に出るのがつらいからな。良い場所を見つけてしまった。

　パパさんが書類にペンを走らせる音がほどよい子守歌になって、眠気を誘う。

　時たま思い出したようにパパさんがなでなでしてくれるのも良い。

　しばらくここがお気に入りのお昼寝スポットになりそうだ。

　パパさんはパパさんで、俺をモフるのが良い気分転換になるのか、バリバリと書類の山を片付けている。

　そしてその隣にはミランダさんが静かに立っていた。

　パパさんが欲しい資料があれば言われる前に用意し、冷める前に新しいお茶を淹いれ、暇があれば音を立てずに片付けをする。

　素晴らしいメイドっぷりである。

　最近はトアちゃんがお嬢様のお付きに回ることが増えたので、ミランダさんは空いた時間でパパさんのお手伝いをしているようだ。

　元々こっちが本来の仕事だったのだろうか。ミランダさんの補佐はそう思うくらい手際が良い。

「ミランダ」

「こちらの書類ですね」

「ミランダ」

「はい、紅茶の砂糖は一つですね」

　ミランダさん有能すぎる。パパさんさっきからミランダしか言ってない。

　俺はそんな働く二人の様子を眺めつつ、のんびりと惰眠を貪っていた。

　どれだけ寝ていても誰にもとがめられることはない。俺にはそれが許されるのだ。

　なぜなら俺ってばペットですから。可愛がられるのが仕事ですから。書類仕事とはもはや無縁の存在ですからー！

　ひゃっはー！　社畜だった過去なんざもう忘れたぜー！

　ペットライフ万歳である。

「ふぅ、今日は仕事がはかどるな。ロウタがいてくれるおかげかな？」

　えっ、マジで？　御利益ある？　俺をなでてリフレッシュできるなら、いくらでもなでてくれて良いんだぜ。

　よしよししてくるパパさんに俺は身を任せる。

　しかしパパさん、朝からずっと仕事してるけど、いい加減休憩取った方が良いんじゃないかな。いくら何でも働きすぎだと思うわ。

　パパさんがのんびり休んでいる姿を、俺は一度も見たことがない。

　前に王都へ旅行に行ったときも、お嬢様たち観光組に混ざったのは最後の方だけだったし。

　前世の俺みたいに過労死しないか、心配になるわ。

「旦那様、少しお休みになられてはどうでしょうか？」

　俺の心境を代弁するように、ミランダさんがパパさんに休憩を促す。

「ああ、そうだね……。これはよし、と。ミランダ、次はそちらの書類を終わらせてしまおうか」

「……聞いていませんね」

　ミランダさんは呆あきれたように溜ため息いきをついた。

　その吐息さえパパさんの耳には届いていないようだ。書類を受け取るなり、手早く中身を検分し、サインを入れていく。

　辺境伯であり、大商人としてもバリバリの現役で活躍するパパさんの忙しさは尋常じゃない。

　この人里離れた山奥に屋敷を構えているのは、病弱だったお嬢様のためだろう。本来なら人の集まる王都で仕事をするのが一番楽なはずだ。

　しかしパパさんはそうはしない。

　どれだけ忙しくても、お嬢様と食事を取る時間は捻出するし、なんとか家庭の時間を持とうと努力している。

　その結果、深酒と睡眠不足という、不健康な生活を送っているわけだが。

　俺も家族の一員として、パパさんの健康が本気で心配になるわ。

　しかし、俺は言葉が通じないし、メイドのミランダさんが主人であるパパさんに強く言えるはずもない。

　お屋敷で立場が近いのは、古い友人であるジェイムズのおっさんぐらいだろうけど、おっさんはおっさんで、パパさんと同レベルかそれ以上に働いているからなぁ。

　おっさんもそろそろ休まないとぶっ倒れるんじゃないだろうか。お屋敷の食事全般をまかなって、畑仕事に馬たちの世話までやっている。

　うーん、このお屋敷の男たち、どう考えても働きすぎである。

　どこかにこのおっさんたちに一言もの申せる人物はいないものか。

　俺が首をひねったそのときだった。

「みんなに心配をかけて。いけない子ねぇ、ガンドルフ」

　そんなふうにとがめる声が聞こえたかと思ったら、ヘカーテが風と共に書斎へ舞い降りてくる。

　そうだ。ヘカーテがいたじゃん。

　このお屋敷の主治医であり、大魔法使いであり、パパさんの若い頃の弱みを握っているヘカーテならば、パパさんたちも言うことを聞くに違いない。

「わふっ（頼むぜ、ヘカーテ！）」

　エールを送ると、任せろと言わんばかりにヘカーテはウインクを返してきた。

「ヘ、ヘカーテ先生！　いらっしゃるならいらっしゃると、おっしゃってから来て下さい！」

　風で飛ばされた書類を慌ててキャッチしながら、パパさんが非難の声を上げる。

「それじゃあ意味がないじゃない。抜き打ちで来ないと、あなたが普段どんな生活を送っているか分からないでしょう。私が来たときだけ健康的な生活を装って逃げようとしても駄目よ。私はあなたたちの主治医なんだから」

　正論だ。でも、空間魔法でいきなり来られるとびっくりするのも事実である。

　お前のところのメシたかり魔のことだよ。いきなり背中に乗られると心臓に悪いんだ。ちゃんとそっちでご飯を与えてください。

　ナフラのやつ、お菓子の失敗作ばかり食わされて、甘いもの恐怖症になってたぞ。

　しかし、俺の非難の視線は、パパさんの声と一緒に黙殺された。

「あなたの生活態度は目に余ります」

　なおも書類をこなそうとするパパさんから、ヘカーテが浮遊魔法でペンを奪う。

「主治医命令よ、ガンドルフ。今日一日、完全に休みにすること。あなただけじゃないわよ。お屋敷の全員でお休みにするの」

「ええっ!?　いや、それは流石さすがに……。使用人たちにも仕事の段取りがあるでしょうし、彼らも突然休みにされては逆に困るのでは？」

　パパさんはそう言ってペンを取り返そうとするも、ひらりひらりとペンは逃げていく。

「お任せ下さい、旦那様。すでにメイドたち一同で、明日までの仕事は前倒しに終わらせてあります」

　にこやかにミランダさんが告げる。

「旦那様のお仕事に関しても同様です。先ほどの書類で本日の分はすべて記載済みになりました」

　あ、これは最初から根回ししてあったな。

　ミランダさんが朝からパパさんの仕事を手伝っていたのも、早めに仕事を終わらせるつもりだったからだろう。

　笑顔を向けてくる女性陣に、パパさんは諦めたように椅子にもたれ、ループタイを緩める。

「降参だ。確かに最近働き詰めだったかも知れないね。ここまでお膳立てしてもらっては断るわけにはいかないだろう。みんなにも休みを満喫してくれと伝えてくれたまえ」

　パパさんがそう言った途端、書斎のドアが開いて、メイドさんたちがなだれ込んできた。

「やったー！　さすが旦那様ー！　あたしらも一回湖で遊んだりしてみたかったんだよねー！」

「ヘカーテ様、ありがとうございますー。王都で流行の水着、楽しみにしてますね」

「……たくさん、泳ぐ」

　三人娘を筆頭に、メイドさんたちがヘカーテを囲んで休みの予定を話している。

　どうやら湖へ行くことは前々から予定してあったらしい。確かにあそこなら沢山の人数で遊んでも大丈夫だな。

「ロウタロウタ！　今日はたくさん遊べますよー！」

　お座りした俺の前足を取って、お嬢様が飛び跳ねる。

「わふわふー！（やったー！　暑い日こそ水遊びが楽しいんだよねー！）」

　静かだった書斎は、一転して女性陣のかしましい声で満たされる。

　そして、お屋敷の面々一同は、そろって湖に遊びに行く手はずとなった。
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「いってらっしゃいませぇ」

　唯一お屋敷に残った庭師のじいさんが、俺たちを見送ってくれる。

　庭を眺めながらのんびりするのが一番の休憩です、と丁重に断られては仕方がない。

　留守番してくれる人が一人はいないと困るかも知れないしな。

「「「行ってきまーす！」」」

　馬車に乗ったメイドさんたちがじいさんに手を振る。

　普段は粛々と仕事をこなす彼女たちだが、休みの日とあってはそのはしゃぎっぷりもたいしたものだ。

　我が家の黒馬メアが引く大型の荷馬車には、メイドさんたちと食料などの荷物を載せ、ジェイムズのおっさんが手綱を握る。

　他の人たちが乗るのは、イルーシブ夫妻が引くいつもの客車だ。

　ゼノビアちゃんが馭ぎよ者しやを務め、客車の中ではパパさんがヘカーテに仕事をもう少し減らせと説教されている。

　ちなみに俺はお嬢様を乗せて馬車と併走中だ。

　ブートキャンプで鍛え直した俺の体は、風のように軽い。お嬢様の体重なんて何も乗ってないのと同じだ。

　走るの楽しーい。

「お嬢様を落とすんじゃないぞ」

　ゼノビアちゃんが馭者席から釘くぎを刺してくる。

「ふふー、落ちたりなんてしませんよー。ねー、ロウタ」

　お嬢様がぎゅーっと抱きしめてくる。

　そうそう、こうやってひっついていれば、落ちることはないのだ。

「そうです！　みんなで湖まで競争しましょう！　ロウタ頑張ってください！」

「わんわん！（よっしゃー！　任せて下さいよ！）」

　俺はお嬢様を落とさないよう軽くスピードを上げる。

「あ、こら！　言ったそばから！」

「ヒヒン（あらあら、若い子は元気ねぇ）」

「ブルル（なんの、私らもまだまだ負けておらんぞ）」

　俺の加速に合わせて、イルーシブ夫妻も速度を上げる。老いてなお盛んな夫婦である。

「ま、待て、速度を守ってだな……！」

　無理だぜ、ゼノビアちゃん。

　だってゼノビアちゃんは馭者を出来ると思い込んでいるだけで、実は手綱を握っているだけなのだから。

　馬車の運行から保管場所への移動まで、すべて賢いイルーシブ夫妻が自分たちで考えてやっているのだ。

「バヒヒーン！（皆さん楽しそう！　ボクもやりますー！）」

　メアが大型の荷馬車を引いたまま、ぐんぐん速度を上げてきた。

「おお、やるなぁ」

　おっさんがメアの馬力に驚嘆する。

「よーし、馬車の整備はしっかりやっといたからな。好きなだけ飛ばして大丈夫だ！　どんどん行け！」

　止めるどころかメアのやりたいようにさせるおっさんに、メイドさんたちから悲鳴が上がる。

「料理長！　馬車が跳ねてお尻が痛いんだけど！」

「ガハハ！　ケツの厚みが足りてないな！　もっと肉食え！」

「余計なお世話じゃー！」

　暴れる荷馬車の上で、ベティちゃんがおっさんに飛びかかる。

　そのまま俺たちは目的地の湖まで、ダートレースを開催するのだった。
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「あー、尻いてー」

「大丈夫ですか、ベティ？」

「なんで、みんな平気なんだよー」

「……それは、お尻の厚みが」

「まだ言うか！　……よよよ、このつらさを分かってくれるのはトアだけだよぉぉ……。あたしと薄い同盟を組もう！」

　ベティちゃんがお尻を押さえながら、トアちゃんに寄りかかる。

「えっ？　私も特に痛くは……」

「こ、この裏切り者ォーっ！　成長期か！　成長期なのか、このーっ！」

「わわっ、どこ触ってるんですかっ!?」

　メイドさんたちは仲良しだなぁ。

　俺は木陰で寝そべり、パラソルを立てたりシートを敷いたりしてバカンスの準備に忙しい女性陣を見守る。

　お手伝い？　ペットの犬に何を期待しているんだ。

「またこの水着を着ることになるとは……」

「やっぱり、ちょっと勇気がいりますよね……。旦那様たちは気を使って向こう岸で釣りをなさるそうですし……。男性の目がないだけマシかと」

　ゼノビアちゃんとミランダさんが、きわどい水着を広げて憂鬱そうにしている。

　パパさんたちは我々には刺激が強すぎると言って、男二人で仲良く釣りに出かけてしまった。

　どこにしまってあったのか、本格的な釣つり竿ざおまで用意していたりして、意外と休日を満喫していそうだ。

　準備はほどなく終わり、みんな思い思いの場所で憩いのひとときを過ごしている。

　泳いだり、日光浴をしたり、木陰でカードゲームをして遊んだり、楽しみ方は人それぞれだ。

　全員もれなく水着姿なのは、ヘカーテが王都で買い集めたものをみんなに提供したからだ。相変わらず楽しむことには余念がない。

「ちゅー！（やめるのじゃー！　わしの体を好きにしていいのはぬし様だけなのじゃー！）」

「にゃーん（レン様はまだまだですねぇ。こんなことヘカーテ様の実験に付き合わされることを思えば天国みたいなものですよ）」

　ナフラとレンは普段仕事でモフモフを楽しめないメイドさんたちに捕まって、揉もみくちゃにされていた。

　メイドさんたちは可愛かわいい可愛いと連呼しながら、触ったり揉んだり吸ったりしている。

　レンはちゅーちゅーと騒ぎながら逃げ惑っているが、ナフラは慣れたものだ。脱力した状態で好き放題にさせている。

　メイドさんたちの輪からさっさと抜け出した俺は、現在ぷかぷかと水に浮いて涼み中だ。メイドさんたちに構ってもらうのも良いけど、せっかく湖に来たのならば泳がないとな。

　近くではお嬢様たちも水遊び中だ。

　何か思いついたのか、お嬢様が耳打ちし、ゼノビアちゃんがふむふむと頷うなずいている。

「それでは行きますぞ、お嬢様！」

「はい！　お願いします！」

「そぉれ！」

　体育座りをしたお嬢様を砲丸のようにかついだゼノビアちゃんが、片手でお嬢様を放り投げる。

　お嬢様は回転しながら飛んでいき、そのまま綺き麗れいに着水した。

「あははははははは！　面白い！　これ面白いです！」

　水面に顔を出したお嬢様は大喜びだ。泳げないらしいのにまったく水を怖がらない。流石さすがはお嬢様だ。

「お、お嬢様ー！」

　同様に泳げないトアちゃんは、真っ青になりながら浅瀬から様子を見守っている。

「お嬢様っ、そういった遊びは危険だと思いますっ」

「トア、知らないんですか？」

　なんとか水から上がらせたいトアちゃんに、お嬢様はキョトンとする。

「遊びは危ないから楽しいんですよ？」

　危ないと自覚があった上でやっていた。確信犯なお嬢様だった。

　アグレッシブすぎる主人の言葉に、トアちゃんが卒倒しそうになっている。

　まぁ、ゼノビアちゃんが見ているし、溺れたりすることはなかろう。

　トアちゃんが立派なお付きのメイドになれる日は、まだまだ遠そうだ。

　そう思いつつ湖を漂っていると、いつの間にかゼノビアちゃんのところまで流されてしまっていた。

「うむ、これは中々良い鍛錬になるな。お嬢様の体が軽すぎるのは難点だが……」

「わふー（人間ひとりを片手で放り投げられるなら、もう充分じゃないですかね）」

　これ以上鍛えてどうする気だ。ゴリラにさらなる磨きをかける気か。

　俺はじとっとした視線をゼノビアちゃんに投げかける。

「なんだ、お前も混ざりたいと言うのか？」

「わふっ!?（えっ!?　まったくもってノーセンキューですけど!?）」

「遠慮するな。お前の重さなら良い負荷になりそうだ」

　久しぶりに意思の疎通がはかれたと思ったら、話を聞いてもらえなかった。

　ゼノビアちゃんに後ろ足をむんずと摑つかまれる。

「行ってこぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉいっ!!」

「わっふぅぅぅぅぅん!!（いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　ムロフシな回転を加えられて、俺はハンマーのように放り投げられた。

「わふぅぅぅぅ！（勢い余りすぎぃぃぃぃぃっ！）」

「おおー。ロウタ凄すごいです！」

「と、飛ばしすぎではっ？」

　お嬢様とトアちゃんの頭上を飛び越え、俺はどこまでも飛んでいく。

　というか、これは対岸に直撃コースなのでは？

　さすがはゴリビアちゃん、ゴリラの名をほしいままにする女。どんな腕力してるんだ。

　とは言えこのまま地面にぶつかるのは怖いので、ばっと四肢を開いて空気抵抗で勢いを弱める。空中でくるりと回転し、俺は対岸に着地した。

「わふわふわふ！（十点、十点、十点、十点、十点、満点!!）」

　俺はぴしりとポーズを付ける。我ながら見事な着地であった。

「わふぅ……（あーびっくりした。なんつー勢いで投げるんだ）」

　着地に失敗していたら、地面に体のシルエットを作ってめり込んでいただろう。その自分の姿が容易に想像できた。

「わふわふ（泳いで戻っても良いけど、また投げ飛ばされるのはごめんだしなー）」

　せっかくだから、パパさんたちを探してみよう。

　対岸で釣りをするって言ってたから、この辺にいるはずだ。

「おーい、ロウタよ！　こっちだこっち！」

　見れば、麦わら帽子をかぶったおっさんがこっちに向かって手を振っている。

　すでに酒盛りを始めているのか、二人とも顔が赤い。

「わんわん！（二人ともずるいぜ。俺にも吞のませて下さいよぉ！）」

　ヘカーテが魔法で作ったであろう氷の塊に小さな酒さか樽だるを載せ、パパさんたちはビールをがぶ吞みしながら釣りをしている。

　また吞みすぎで尿酸値が上がって怒られても知らないぞ。

　なので忠犬たる俺が吞み干してあげよう。おビール様くださいな。

　水辺に足を浸つける二人の間に、俺はお座りする。

　岸辺に垂らした釣り竿は、まだぴくりとも動いていない。

「わふぅ（どうですか、お二人さん。釣れてますか？）」

　水の張ったバケツをのぞき込むと、まったく何にも入っていない。

「わふわふ（やれやれ、駄目駄目じゃん）」

「なんだよ、その目は。俺たちゃ大物狙いなんだよ。雑魚がかかっても見逃してやってるのさ」

　ビールのお代わりを俺についでくれながら、おっさんはうそぶく。

「わふぅー？（えー、ほんとー？　負け惜しみじゃなくて？）」

　胡う乱ろんげな視線をおっさんに送っていると、パパさんが微笑ほほえみながらおっさんの後を引き継ぐ。

「若い頃にな。ここで大きなヌシを釣り逃したことがあったのだよ」

　昔を懐かしむように、パパさんは遠い目をする。

「あの頃はまだマリアンナと知り合って間もない頃でね。屋敷から連れ出してどこかへ遊びに連れて行けとせがまれても、貧乏商人のせがれだった私はこんな遊びしか知らなかった」

　うん？　マリアンナさんってたしかお嬢様のお母さんのことだよな。

　そんで領主のパパさんが貧乏商人の息子？

　どういうこと？　パパさんは元々貴族じゃなかったのかな？

「あの頃はまさかガンドルフがお貴族様になるとは、夢にも思ってなかったな。ひとりじゃ不安だから俺にも付いてきてくれとか、ヘタレたことをぬかしやがるしよ」

「私もただの喧けん嘩かっ早ぱやい見習いコックが、歴代最年少で王宮の総料理長になるとは思ってなかったよ」

　互いに昔を知るおっさんたちがカラカラと笑う。

　そうか、パパさんって入り婿なのか。だとするとファルクスという名と貴族の血統はマリアンナさんの方にあったということになる。

　パパさんたちの過去には知られざるドラマがありそうだなぁ。

「あの時はマリアンナ様が最後まで手を放さなくて大変だったなぁ。お前が抱き留めなきゃ引きずり込まれてるところだった」

「あのお転てん婆ばの血は、しっかりとメアリに受け継がれているようだよ」

「お嬢様、年々マリアンナ様に似ていくよなぁ」

「っ……う、ううっ。マリアンナぁ……。メアリは良い子に育っているよぉ……」

「またかよ、泣くなよ」

　泣き上戸になったパパさんの背中を、おっさんがポンポンと叩たたく。

　二人は良い関係なんだなぁ。

　普段はお互い敬意を持って仕事をこなしているけど、こうやって二人だけになると素顔を見せ合って友情を深めている。

　なお俺はペットなので頭数には入っていない。

「わふわふ（ところで、お二人さん）」

「あん？　どうした？」

「わふっ（さっきから釣り竿が動いてますぜ）」

　湖へ連れて行かれそうになっている竿を、くいっと鼻先でさしてやる。

「お、おい！　引いてるぞガンドルフ！」

「ぬ、ぬおお!?」

　パパさんが慌てて釣り竿をつかみ、引っ張り上げようとする。

「こ、この当たりは！　間違いない！　あの時のヌシだ！」

「なんだとぉ!?　ついに来やがったか!?　引けえガンドルフ！　あの時の雪辱を果たすんだ！」

「ぬおお！　マリアンナ！　見ていておくれぇぇぇっ！」

　パパさんとおっさんが一本の竿さおを握り、懸命に引っ張っている。

「わふーわふー（フレー、フレー、がんばれー）」

　俺はビールを吞みながらそんな二人を観戦した。

「ロウタ！　何してやがる！　見てないでお前も手伝いやがれ！」

　おっさんが顔を真っ赤にしながら助けを求めてきた。

　どうやら相手は相当に大物のようだ。太い竿は折れそうなほどにしなり、パパさんたちはじりじりと湖に引きずり込まれそうになっている。

「わふぅー（しょうがないなぁ。ここで真打ち登場しちゃいますかー）」

　悠然と歩み寄り、俺はパパさんたちが握る竿の一番下を咥くわえた。

「わぐぅ（よーし、引っ張るぞー！）」

　俺が張り切って竿を引こうとする前に、一瞬早く魚の力が強くなる。

「どわぁっ！」

「なんとぉっ!?」

　急に引っ張られたせいで、パパさんとおっさんが湖に落下した。

「わぐぐ!?（え、ちょ!?）」

　竿を放しはしなかったが、俺も一気に湖に引きずり込まれ、顔まで湖に浸かってしまう。

「ごぼぼ……！（あわわ、溺れちまう……！）」

　光のカーテンが透き通って見える湖の中には、釣り針から逃れようと必死で暴れる巨大な魚がいた。

　とんでもない大物だ。パパさんたちが言うように、アレがこの湖のヌシで間違いないだろう。

　しかし、俺はもっと重要なものを見た。

　泳ぐ巨大魚の向こうに、何か光るものがある。湖の底まで届く太陽の光を反射して、キラキラと輝く透明な物体。

　アレはもしや、お嬢様が読み聞かせてくれたお伽とぎ噺ばなしの中に出てくる聖なる水晶ではなかろうか。

　伝説ではこの森を守護し、魔物を遠ざける聖なる力を持つ水晶らしい。

　まぁ、その伝説はまったくの噓うそだったわけですが。

　実際に森の平和を守っていたのは、ガロ率いる優秀な魔ま狼ろう族だったことを俺は知っている。

　魔物たちが森から出ないように追い立て、凶暴化して我を失った魔物を狩り、千年にわたって森を守護してきたのは魔狼族なのだ。

　あれ？　だったら、あの水晶は何なんだろう。伝説は噓なのに、実際に物証が湖に沈んでいるのは何な故ぜなのか。

「おいロウタ！　絶対に放すんじゃねぇぞ！　そのまま釣り上げろ！　うまく行ったらご馳ち走そうだ！」

　おっさんの檄げきで、俺は我に返った。

　ご馳走!?　釣れたてのお魚!?　おっさんの料理!?

「ぐぼぼぼぼぼ！（うおぉぉぉぉぉっ！　絶対釣り上げるぅぅぅぅぅっ!!）」

　俺は踏ん張っていた四肢に力を入れて地面にスパイクを利かせ、背筋を総動員して思いっきり顔を上げる。

「わふぅぅぅぅぅぅぅっ!!（おんどりゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　メシになりさらせぇぇぇぇぇぇぇっ!!）」

　全力で釣り竿を引っ張り上げた。

　竿の根元が俺の嚙かむ力に耐えきれず砕けるも、同時に水柱を上げて魚が宙を舞う。

　俺の背中を飛び越えて、どぉんっと大きな音を立てて巨大な魚が大地を打った。

「よくやったぞ、ロウタ！」

「おお！　本当に釣り上げるたぁ、やるな！」

　湖から水浸しになったパパさんたちが上がってくる。

「わっふわっふ（へっへー。褒めて褒めてー）」

　尻尾をぶんぶん振って、パパさんたちを出迎える。

「俺たちを手こずらせてくれたヌシの正体は何だ？」

　尻尾をびたんびたんと勢いよく叩きつけて跳ねる巨大な魚。それは体長が二メートルを超えようという大きなマスだった。

「こりゃ、とんでもない大物だな」

　ヌシだわ。間違いないわ。貫かん禄ろくがものすごいもの。

　こうやって無事に釣り上げてかつての無念を晴らしたわけだけども、この魚はどうするんだろう？　こんなでかい魚、逃がしてやるのかな？

　おっさんの顔を見上げると、おっさんはニカッと笑った。

「当然、食う！」

　ですよねー。

「食うつもりもないのに釣ったりするものかよ。食うなら釣れ。釣るなら食えだ。それが命ってもんに対する礼儀よ」

「そ、そうか。私は逃がしても良いと思っていたんだが……」

　おっさんの野性味ある持論に、パパさんが若干引いている。

「いよぉし！　じゃあ、火起こしを始めるぞ！　マスはシンプルに塩焼きからだ！」

「わっふぉーい！（うひょーっ！　焼き魚大好きー!!）」

「ロウタはバケツで水汲くんでこい！　ガンドルフは皿を用意してくれ！」

「わふー！（りょうかーい！）」

「う、うむ。こういうやりとりは随分と久しぶりだ。今日は休んで本当に良かった。皆に礼を言わなくてはな」

　そうして、巨大なマスはおっさんの手で綺き麗れいにさばかれ、大きな切り身は串に刺してじっくりと焚たき火びの火で焼かれた。

　皮はパリパリで、身は脂がしたたるほどジューシー。

　さすがはおっさん、絶妙な火の通り具合だ。

「わっふわっふ！（うめぇぇぇぇぇっ!!　塩振っただけの魚がなんでこんなに美味うまいのかーっ!!）」

　うおお、白米食いてえ！　焼き魚をおかずに米をかっくらいてえ！　米の入荷が急がれる！　早く仕入れてくれパパさん！

「遊んで汗をいっぱいかいたから、塩味が嬉うれしいですね」

「はいっ、とっても美味おいしいですっ」

　お嬢様とトアちゃんが仲良く座って魚の串焼きを食べている。

　はぁ、見ているだけで尊いわぁ。

「ううむ、美味い。たまにはこういうワイルドな食べ方も悪くないね」

「美味しいわねぇ。ワインによく合うわぁ」

　パパさんもヘカーテも、メイドのみんなも、おっさんの魚料理にメロメロだ。

　もちろん俺もだ。口の中いっぱいに拡ひろがった魚の脂をビールで一気に流し込めば、そこはもう常世の楽園よ。

　巨大なマスは余すところなく完食され、俺たちは思う存分休みを満喫したのだった。

　しかし、はて。何かを忘れているような気がするのだが。

　いったい何だったっけ。湖で何かを見たような……。

「ロウター！　そろそろ帰りますよー！」

　片付けを済ませ水着を着替えたお嬢様が手を振っている。

「わふー！（はーい、いま行きまーす！）」

　俺はお嬢様の元へ走って行き、何を考えていたかなど綺麗さっぱり忘れてしまった。







[image: 05　新たなる魔王軍の襲来！　と思ったら夏を満喫！]

　深夜、森を転がる白い物体があった。

　石ころのような小さなそれは、くぼみに挟まったり、小石にぶつかって跳ねたりしながら、どこかへ向かおうと転がり続けていた。

　月明かりが白いそれを照らし、ようやくそれが何の形をしているかが分かる。

　それは小さな小さな骸骨の頭だった。

　人の骨をそのまま縮めたような、そんな大きさの骸骨が頭だけで転がっている。

　ここに魔狼族の誰かがいれば、その正体に思い当たるものもいただろう。

　彼らは墓地での決戦の折、そのものの姿を痛いほど目に、それから腹にも焼き付けていたのだから。

　その骸骨は、ロウタ率いる魔狼族によって食べられ、消滅したはずの死霊導師リッチーだった。

「はぁ、はぁ……。滅んだと見せかけて、なんとか本体を墓地の外へ逃したのは良いものの、肝心の墓地は奪われ、体を修復する魔力も残っていないとは……。元の力を取り戻すには、一体どれほどの年月がかかるでしょうか……」

　骸骨は転がるのをやめ、月が覗のぞく夜空を見上げる。

「まさか魔王軍の幹部であるこの私がこうまで見事に敗北するとは……。あの白い魔狼はいったい何者だったのでしょう。究極破壊魔法を連発する大魔力。私の攻撃をものともしない頑丈さ。精練された数多くの狼兵たち。恐ろしいまでの強さでした。いや、恐ろしいのはそれだけではありません、不死である私を『食う』ことで倒そうなど、発想が尋常のそれではありません」

　自分を喰くらい尽くそうと牙を嚙み鳴らす凶悪な魔狼の姿を思い出し、リッチーは骨の体をカタカタと震わせた。

「私もここまで弱ってしまっては、魔王様のお役には立てないでしょう。果たして元の姿を取り戻すには一体どれだけの時間がかかることやら……。今は隠れて力を取り戻すしかありません。あの白銀の魔狼は恐るべき相手です。私たちが封印されている間にあのような傑物が生まれていたのは深刻な事態ですよ……。魔王様の封印の解き方も、慎重に調べるべきかも知れません」

　ひとまずは安全なところを探さなくては……。森のカラスやリスに追いかけ回されるのはもうごめんです。なぜドクロな私を執しつ拗ように連れて行こうとするのでしょうか……。

　などとつぶやきながら、リッチーは頭蓋骨の姿のまま森を転がっていく。

　その彼をヒールの高い靴が踏み止めた。

「なっ!?　何者ですか!?」

「あら？　あらあらあらあらあら？　なんて無様な格好の者がいるのかしらと思ったら、リッチーおじさまじゃない」

「そ、その声は!?」

　体感的には数ヶ月ぶり。実際の年月では千年ぶりに聞く同僚の声に、リッチーは驚きよう愕がくした。

「カーミラさん!?　あなたも復活していたのですか!?」

　リッチーを踏みつけていたのは、黒いドレスの上からマントを羽織った美しい少女だった。

　金色の髪と血のように紅あかい瞳が、夜の森にあって怪しく輝いている。

　人里離れた森に似つかわしくない容姿だが、口からこぼれる長い牙と、背中に生える蝙蝠こうもりのような大きな翼が、彼女の怪物性を表していた。

[image: ]

「はーい、おじさま。貴方あなたの愛いとしい同僚、吸血悪姫カーミラちゃんですよー」

　くるりとその場で回って、カーミラと名乗った少女はわざとらしくしなを作る。

「それにしても、あー面白い。魔王軍幹部の死霊導師リッチー様ともあろう者が、お間抜けな姿になっちゃってまぁ」

　眉根を寄せてクスクスと笑う少女にリッチーは激高する。

「っ、今までどこにいたのですか……！　貴女あなたも参戦してくれていれば、むざむざやられることもなかったというのに……！」

「無む茶ちや言わないでよね。私もつい数日前に目が覚めたところなのに。どうして急に封印が解けたのか分からないけど、近くでおじさまのか細い魔力を感じたから、これでも急いで飛んできたのよ。種族は違えど同じ不死者のよしみで助けに来てあげたんだから、感謝してよね」

　そう言われてしまっては、リッチーは黙るしかない。カーミラが少しヒールに力を入れれば、弱ったこの身は簡単に踏み潰されてしまうのだから。

「まずは事情を説明して欲しいわね。そのちっちゃくなっちゃった体のこととか、クスクス……」

　自らの体に血管が走っていれば、額に青筋を浮かばせていただろう。しかしリッチーは怒りを堪こらえ、建設的に話を進めることを選択した。

「……いいでしょう。魔王様復活への道、易やす々やすとは行かないかも知れませんよ」

「あら、楽しみ。ゆっくり聞かせてもらいましょうか。誰にも邪魔されないように、私の水晶宮殿へご招待するわ、おじさま」

　髑どく髏ろを抱えたカーミラが背中の翼を大きく広げ、月夜に飛び立った。
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　梅雨が明けてからというもの、日を増すごとに暑くなってきた。

　冷たい湖の水が恋しい。というか、冷たいおビール様が恋しい。

「はふー……はふー……（暑いよー……暑いよー……）」

　お屋敷の中に入ればそれほどでもないんだが、外の日差しは刺すようにきつく、ちょっと動くだけで暑さでぐったりしてしまう。

　くそう、このモフモフな毛があだとなる日が来るとは……。

「大丈夫ですか、ロウタ。お水飲みますか？」

　そう気遣ってくれるお嬢様は、夏の衣装に衣替えだ。

　ノースリーブの白いワンピースとふちの広い麦わら帽子がとても可愛かわいらしい。

　さっきまで一緒に庭を駆け回っていたのだが、俺が先に暑さでダウンしてしまった。

「あらあら、だらしないわねぇ」

　涼しい風が吹いたと思ったら、ヘカーテが杖つえに腰掛けて俺たちの前に浮かんでいた。

「ヘカーテ先生っ！　遊びに来てくれたんですかっ！」

　ぱぁっとお嬢様が顔を輝かせてヘカーテに飛びつく。

　お嬢様はヘカーテのことが大好きだなぁ。

　お母さんがいないから、なおさらヘカーテに懐くのかも知れない。

　まぁ、ヘカーテはお母さんっていうか、孫を猫かわいがりするお婆ばあちゃんって感じ──ひえっ!?　ヘカーテがこっちを笑顔で見てる！　笑顔なのに、目が氷点下で笑ってない！

「……もう。暑中見舞いの品、あげないわよう？」

　え？　なになに？　なんか持ってきてくれたの？

　このクソ暑い夏の気温から解放されるようなやつを期待。

「メアリちゃんもちょっと下がってね」

　ヘカーテが杖から降りて、俺とお嬢様を後ろに下がらせる。

「ナフラ、そっちはどーお？　ああ、良い感じのものを見つけられたのね。じゃあ、座標アンカーだけ付けてちょうだい。こちらから召喚するわぁ」

　遠方にいるナフラと連絡を取り合っているのだろうか。ヘカーテは耳のアクセサリーに触れながら、何かを話している。

「それじゃあ、行くわよぉ」

　ヘカーテが杖をくるりと回し、宝珠を空に向ける。

　すると、空に穴が開き、そこから巨大な何かがゆっくりと落下してきた。

「わっ、冷たいです！」

　巨大な物体と共に、穴から冷たい風が吹き込んでくる。

「わふん？（これは氷の塊か？）」

　岩のように大きな氷が落ちてきて、重い音を立てて裏庭に鎮座した。

「うわぁ、綺き麗れいです！」

　お嬢様が近寄って氷の塊を見上げる。

　これだけ大きいのに、向こうが透けて見える。凄すごい透明度の氷だ。

「にゃ、にゃあ……（と、凍死するかと思いましたぁ……）」

　鼻水を垂らしてガタガタと震えるナフラがやってくる。

　どうやらナフラがこの氷を取りに行っていたらしい。

「北の霊峰の山頂付近から切り出してきた天然氷よぉ」

　おお、なんか知らんけど凄そうだ。

　近くにいるだけで凄く涼しい。これは良い暑中見舞いだ。

「おお!?　なんだぁ!?」

　裏庭は厨ちゆう房ぼうの裏口とつながっているので、驚いたおっさんが飛び出てくる。

「おっと、ヘカーテさん、いらっしゃい。こりゃあ、見事な氷ですなぁ」

　ヘカーテの姿を見て、これが魔法で呼び出したものだとすぐに理解したようだ。おっさんは氷の塊をノックして、手に付いた雫しずくを舐なめとり、その味を評価する。

「こりゃまた質の良い天然氷だ。王都で買おうと思ったら、椀わんひとすくいで金貨一枚はするんじゃないか」

　え、まじで。こんな大きな氷、千杯すくっても全然減らないんじゃないの。持って行ったら大金持ちじゃん。

　そんな良いものを冷房代わりにしようというのか。ヘカーテったら豪儀すぎる。

「ふーむ、ヘカーテさん。この氷、少しもらっても良いですかい？」

「良いわよぉ。何か思いついたみたいねぇ」

「出来てからのお楽しみってことで」

　おっさんは一度厨房に戻ると、包丁と小皿を持って帰ってきた。

「そんじゃま、失礼して」

　おっさんが包丁を氷に押し当てて、さっとスライドする。

　次の瞬間、氷の表面から細かい粉が吹き出して、キラキラと輝いた。

　それを小皿で受け止め、おっさんは続けてよどみのない動きで氷を薄く削っていく。

「わ、わふぅ！（こ、これかき氷じゃん！）」

　米に続いて、懐かしい食べ物をまた見られるとは。

　いや、俺の知ってるかき氷は、夜店で売られている荒々しく削られた上に作り置きしたせいで固くなってるやつですけど。色が違うのに味が一緒で悲しくなるやつですけど。

　こんなフワフワのかき氷は、お初にお目にかかりますけどぉぉぉぉぉ！

　もう、食べる前からめっちゃ美味うまそう。

　霞かすみをそのまま凍らせたかのような、凄すさまじい氷の細かさ。羽を重ねるような軽さで小皿にてんこ盛りになっていく。

　ていうか、かき氷ってそうやって作るもんじゃなかった気がするんだけど、おっさんの包丁さばきだからしょうがない。

「これに果実を搾れば、面白い氷菓になる気がするんですけどね。冷たいと舌が味を感じにくくなるんで、甘みの濃いやつが欲しいんですが」

「あら、それは私にお願いしてるのかしらぁ」

　パパさんすら形無しのヘカーテに、おねだりするとか流石さすがおっさん。

「いいわよぉ。秘蔵のものを出してあげるわぁ」

　あっさり希望が通ってしまった。さてはヘカーテも食べてみたいんだな。

　欲望に正直なやつめ。そういうところ好きだわー。

　ヘカーテが杖を振るうと、空から次々と小瓶が落ちてくる。

「これが菫すみれのシロップ。これが露草。これが金きん木もく犀せいで、これが接骨木にわとこ」

　浮遊魔法で浮かんだまま並ぶ小瓶には、色鮮やかなシロップが入っていた。

「すごく綺麗です……！」

「メアリちゃんの好きなバラのシロップもあるわよぉ」

　ヘカーテお手製の花のシロップだ。俺もバラのやつは水に溶かしたやつを飲んだことがあるけど、香りが良くてめっちゃ美味いんだよな。

　それを氷にふんだんにかけて食べるとか、何という贅ぜい沢たくか。

「わふっわふっ！（俺は菫！　紫のやつ！）」

　かき氷の上から濃い紫色のシロップがかかると、氷と溶け合ってピンクのグラデーションを描く。見た目にも涼やかで、本当に美味そうだ。

「わっふー！（いっただっきまーす！）」

　シャクっとかサクッとか、そんな音さえしない。ふわっと甘やかな花の香りと清涼感だけが喉を通り抜けていく。

「わふー！（なにこれなにこれ！　新食感にも程がある！）」

　数口で小皿のかき氷はなくなってしまい、残ったシロップをペロペロと舐める。底に溜たまったシロップを舐めるのがまた美味いんだ。

「わんわん！（ナフラ！　お前も食ってみろよ！）」

「にゃ、にゃぁぁ……（わたくしめは、しばらく氷は見たくもないですぅぅ……）」

　霊峰でどれだけ寒い目に遭ったのか、ナフラは暖められた石畳の上でひなたぼっこをしている。氷には近寄ってこようともしない。

「ちゅ、ちゅー（あの料理人はこちらを見てないな。よし、わしにも食わすのじゃぬし様よ！）」

　お代わりをもらって来た途端、レンが俺の足の間から顔を出す。

「わふわふ（はいはい、これはお前の分だから、好きに食べると良いぞ）」

「ちゅ、ちゅー！（ぬし様がわしに気遣いを……！　ぬし様の優しさに感激なのじゃ！　子作りするかの!?）」

　そういうところだぞ、レン。そういうところだ。

　大きな氷はまだまだ溶けそうもなく、俺たちは涼みながら冷たい甘かん味みに舌鼓を打つのだった。
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「旅を続ける勇者の前に、ついに魔王の手先が現れます」

「わふわふ（ふむふむ）」

　ベッドに横になって、お嬢様が本を読んでくれる。今日も勇者ロウタ伝説の一節だ。お嬢様は本当にこの本が好きだなぁ。

「魔王の手先の名は吸血悪姫カーミラ。汚れなき少年少女の血を好む魔性の怪物です。夜になると村や町に現れ、人々を恐怖に陥れました。血を吸われた人たちはカーミラをあがめる意思なき眷けん属ぞくとなってしまうのです。そうして、いくつもの国がカーミラの手によって滅んでいきました。……ううっ、怖いです」

　お嬢様がぎゅっと抱きしめてくる。

「わふっ（吸血プレイか。高度だな）」

「ちゅー（おぬしは何を言うとるのじゃ。言葉が通じんからと言って、適当に返しすぎじゃろ）」

　お嬢様の頭に乗って、一緒に本を読んでいたレンから突っ込みが入った。

「わふわふ（しかし、この勇者伝説って、てっきりお伽とぎ噺ばなしだと思ってたら、物語に出てきた魔物が普通に出てきたからなぁ）」

　死霊導師リッチーだっけ。

　骨っこよろしく俺たちのおやつになった可哀かわい想そうなやつだったが、あのまま野放しにしていたら、いずれ世界が大変なことになっていたんじゃなかろうか。

「ちゅー（まぁ、人間ごときの強さではどうにもならんかったじゃろうな。ぬし様に助けられたことを人間共はもっと感謝すべきなのじゃ）」

　やめてくれ。そんなことになったら、俺の快適なペットライフが終わっちゃうじゃないか。

「わふわふ（しかしなんで今頃になってこいつらが現れだしたんだろうな。この勇者伝説って千年前の話だったよな。レンならその頃のこと知ってるんじゃないのか？）」

「ちゅちゅー（どうじゃろうのう。千年前と言えば、わしはまだ産まれたばかりの仔こ竜りゆうじゃったし。基本的にあの滝の洞窟から出ることはなかったのじゃ）」

　こいつ生まれついての引きこもりだったのか。

「ちゅちゅー……（父と母ならば何か知っておろうが、小さな頃に別れてから一度も会っておらんからのう。話し相手と言えば、もっぱら洞窟に住み着いたネズミやらコウモリやらで……）」

　こっちが辛つらくなってくるわ。

　レンが化ける姿にネズミを選んだのは、イメージが重要な変へん化げの術で、すぐに想像できる姿がネズミだけだったからなんだろうなぁ。

　ぶわわっ。引きこもりボッチ千年喪女とか可哀想すぎて涙がちょちょぎれるわ。

「ちゅー！（またなんぞ無礼なことを考えとるのじゃ！）」

「わんわん（無礼なことなんて考えてないよ。全力で哀れんでるだけだよ）」

「ちゅー！（哀れまれるようなことなんぞ何もないわ！　哀れむくらいならわしとつがいにならんか！）」

　それは断る。

「ふわ……。眠たくなってきましたね。続きはまた明日にしましょう」

「わふわふ（夜更かしは良くないからね。寝ましょう寝ましょう）」

「ちゅー（子供は寝る時間なのじゃ。健やかに眠るが良い）」

　鉱石灯の穏やかな灯あかりが消え、お嬢様が眠りにつくまで、俺はお嬢様の抱き枕を務めるのだった。
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　そして、お屋敷のみんなが寝静まった頃、俺たちはこっそりお屋敷を抜け出す。

　昼間はあんなに暑かったのに、夜になると空気はひんやりだ。

　自然が多くて山が近いせいかも知れないな。

　つまり、夜は俺たちの時間ということよ。

「ワォォォォォォォォォォォォォォォンッ!!（んほぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!　遠とお吠ぼえきぼぢいいぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!）」

「にゃおーん！（特に気持ちよくはないですけど、ロウタさんのマネー！）」

「ちゅー……（竜はみだりに吠えたりはせぬのじゃ。はしたない……）」

　満月が近くなると、相変わらず遠吠えしたくなるんだよな。

　俺たちは森の剣先崖で、並んで月夜に遠吠えする。

「わふー（あーすっきりした）」

　こう出し切った感があるよな。終わったあと賢者モードになるけども。犬なのに何やってるんだ俺は、狼おおかみかよ、みたいな。

「わんわふ（今日のお月さまはとりわけ美味そうだなぁ。ちょっと楕だ円えん型なのがオムレツみたいだ）」

　いや、ここはオムライスが良い。

　トアちゃんからもらった米が料理に出てきてから、熱い米欲が止まらない。

　米食いたい。ふわトロの玉子に包まれたチキンライス食いたい。たまらんじゅるり。

「これは王、こちらにおいででしたか」

　呼びかけられた女性の声に振り返ると、人の姿に化けたガロがいた。

「わん！（おお、ガロじゃん。それにみんなも）」

　よく見ればブートキャンプで一緒に訓練を受けた若い魔ま狼ろうもいる。ちーっすと挨拶すると平伏されてしまった。寂しい。

「わふ（そういや、ガロは前に変身してからずっと人型のままだな）」

「……四つ足では王の気を引くどころか、私が雌かどうかも分からないそうなので、せめて人型であればと……」

　消え入るような声でガロはつぶやくが、俺のフェンリルイヤーはしっかりその声を聞き取っていた。

　以前ガロに向かって『え？　お前って雌だったの』と聞いたのは、ガロのプライドを大変に傷つけるものだったらしい。あのあとデカい猪いのししと戦わされてしっかり復ふく讐しゆうされたからな。

「……この姿ではご迷惑でしたでしょうか」

「わ、わふ？（いや、そんなことはないけども）」

　寄り添ってくるガロに俺は目をそらす。

　実際、ガロの姿は眼福ではある。

　黒髪金瞳で褐色の肌。すらりと手足は伸び、引き締まったその姿は、エキゾチックな魅力に溢あふれている。

　服装も大胆で、一応薄い布で大事な場所は隠されているが、ほとんど裸みたいなものだ。色々と目のやり場に困ってしまう。

「バウバウ！（いけます！　いけますぞ、ガロ様！　確実にその姿は王陛下の発情を誘っておりますぞ！）」

　発情とか言うな。

「ちゅー！（なんじゃー！　デレデレするでないわ、ぬし様！　わしも見よ！）」

　レンが空中に飛び上がって、ネズミから人へと変化する。

「ほれほれ、発情するじゃろう？　子作りしたくなるじゃろう？」

　肩の着物をずらして流し目を送ってくるレンを、俺は正面からじっくり見つめた。

「わんわん（サンキュー、レン。お前のおかげで落ち着きを取り戻せたわ）」

「な、何な故ぜじゃー!?　納得いかんのじゃー！」

「にゃー？（え、これ私も変身しないといけない流れですか？）」

　やめてくれ。

　変身するたびにグロい絵を見せられる俺の身にもなってください。せっかく落ち着いた心臓が別の意味で動どう悸きしそうだわ。

　しかし、ガロたちは何故ここへやって来たのだろう。

　今回は偶然会ったみたいな様子だし、俺に用事があって来たわけではなさそうだ。

「わふっ（あ、もしかして俺の遠吠えで呼び出しちゃったのか？）」

　そんなつもりは無かったのだが、悪いことをしてしまった。

「いえ、違うのです。王からのお呼びとあれば、我らは風よりも速く馳はせ参さんじますが、今夜は我々もこの場所に用があったので……」

「わふ？（そうなの？）」

「はい、今夜は我ら魔狼族に新たな家族が増える日なのです」

　誰か子供でも産まれるのだろうか？　今いる魔狼たちの中にお腹なかが膨らんでいるものはいなそうだけど。

　きょとんとしている俺に、ガロが説明してくれる。

「魔物は親の腹からだけではなく、魔力が集まるなどして産まれることがあるのはご説明しましたね？」

「わふわふ（うん、その話は覚えてるぞ）」

　たまに俺がビームで潰してる迷宮樹やその中で生まれる凶暴な魔物も、そうやって発生してるって話だったな。

「我ら魔狼族もまたそうなのです。我らは肉の身に縛られた魔物とは異なり、精霊に近い月の眷属。故に満月が近づく夜になると、我らは零こぼれ落おちるように月から誕生するのです」

　月から産まれるとか、ファンタジーな産まれ方だなぁ。今更か。この世界がそもそもファンタジーだったわ。

「わふぅ（ははぁ、それで産まれてくるのが今夜ということか）」

　また一つ魔狼族について詳しくなってしまった。

　なんだって？　魔狼王のくせに魔狼族のことをまったく知らないやつがいるだって？　どこのどいつだそれは俺だ。すんません。

　生まれがフェンリルでも、育ちがペットの犬だからしょうがない。

「我ら魔狼族は大きく十二の氏族に分かれておりまして月によって産まれ落ちた仔こを迎え入れる氏族が違います。今月は七の月ですので、私の氏族が迎え入れることになっているのです」

「わふー（へー。そうやって家族が増えていくのか）」

　魔狼族の強い絆きずなはこうやってできてるんだな。

「此こ度たびの仔は私にとって初めての娘となるので、いささか緊張しています。私の母のように立派な親となれれば良いのですが……」

「わんわん（ガロなら大丈夫だろ。なんの心配もいらんと思うが）」

　あの地獄のブートキャンプのあとに見せたガロの優しさは、とても母性あふれるものだった。思わずママーって叫びそうになったくらいだからな。

「バウッ（ちなみにですが。我ら魔狼族の例外というのが、魔狼王であるロウタ様なのです）」

　俺のフォローで照れているガロに代わって、バルが説明を引き継いだ。

「わふっ？（えっ？　俺が例外？）」

「バウバウ（月より産まれる魔狼は雌のみ。その唯一の例外があります。それが魔狼王フェンリルである王陛下です。陛下がどのようにご誕生するかは我らの伝承にもありませんが、王陛下は確かに雄として生まれている。そのことも魔狼王としての証明になっております）」

　俺は女神によってこの世界に転生させられたからなぁ。魔狼王の誕生の仕方なんて俺だって知らん。

　いや待て。俺以外の魔狼族がみんな雌ってことは、このじいやオーラを出しているバルも雌だってことかよ。それが一番の驚きだわ。

「バウバウ（王の血を絶やさぬためにも、王陛下には我ら魔狼族に種を蒔まいていただきたいのです。ですが、王はまだお若い。手当たり次第にお手を付けろと言われても困りましょう。ですので、さぁ、ガロ様）」

　バルに促されて、ガロが前に出る。

「て、手始めに、わっわっわっ、私と試してみるのはいかがでしょうかっ！」

　ガロが褐色の肌でも分かるくらい真っ赤になりながら詰め寄ってくる。

　狼の姿の時ならばなんとも思わないのだが、今のこいつは黒髪褐色の美女。普通に可愛かわいくて困る。

　だが、この照れよう。バルの入れ知恵でやらされてるんだろう。

「わふっ！（だが、断る！）」

「そっ、……そうですか……」

　ガロの狼耳がぺたんと垂れる。きゅーんきゅーんとこちらを見上げてくるが、俺は黙殺した。

　そんな可愛いムーブをしても無駄だ。その程度で俺の覚悟を破ることなど不可能。

　お前が種族全体のことを慮おもんぱかるように、俺も慮っている。

　俺の幸せペット生活の存続を！

　ペットが飼い主の知らないところで子作りして来るとか、最悪去勢案件ですよ。

　俺はペットの誇りと責任を持って、扶養家族は断じて持たぬと決めている。

　なぜなら俺自身が養われてる身だから。ペットが養うとかおかしいでしょ。

　俺は取れない責任は取らない主義だ。キリッ。

「にゃーん（ロウタさんがまた情けないことを考えてる顔してますー）」

　うるさい、俺の心を読むんじゃない。

「あ、危ないところじゃった……。魔狼族の姫め……。変化の術を覚えてからというもの、ぐいぐい来るのじゃ。わしもうかうかしておられんぞ……」

　親指の爪を嚙かみながらレンが考え込んでいる。お前はそのペド状態をなんとかしないと勝ち目はないと思うぞ。

「バウ（話はここまでのようですな）」

　バルが月を見上げながら言った。

「わふ（おー、月が明るいぞ）」

　鼓動のように月が波打っている。その輝きはやがて月の下に集まり始め、水滴のように月から分かれた。

　それがゆっくりとこちらへ落ちてくる。

　月との物理的な距離とかどうなってるんだとか、現代人の考えが頭をかすめたが、魔法的な現象に突っ込んでもしょうがないなと、俺は落ちてくる月の雫しずくを眺める。

　光に包まれてゆっくりと落ちてきたその雫は、ガロの胸に抱き留められた。

　鼓動する光はやがて収まり、そこには小さな仔こ狼ろうがいた。

　それも二匹だ。白と黒の二匹が太極図のように丸まっている。

「にゃーん！（か、わ、いぃぃぃぃ～♪）」

「これは愛らしいのじゃ。わしも早く子が欲しくなるな……」

　ナフラとレンが、俺の両隣から仔狼をのぞき込む。

　確かに可愛いな。お嬢様には絶対会わせないようにしないと。俺のお嬢様が取られちゃう。

「またいらんこと考えとる顔をしとるのじゃ」

「にゃーん（間違いないですねー）」

　なんでみんな俺の心を読んでくるんだ。そこまで顔に出やすいのか俺。

「うむ」

「にゃー（はい）」

「わん！（だから読むんじゃねーっ！）」

　俺たちの話し声とガロの体温で目を覚ましたのか、二匹はきゅうきゅうと小さく鳴きだした。

「バウバウ！（ほう、双子とは珍しいですな！　それも王陛下とガロ様と同じ、白銀と漆黒の毛並みを持つとは、まるでお二人から産まれた子供のようですぞ！）」

「ば、バル！　不敬であるぞ！」

　と言いながらも、ガロの尻尾がぶんぶんと振られている。

「……王、差し出がましいのですが、一つお願いをしてもよろしいでしょうか」

　まだ目も開かない小さな仔狼を抱きかかえ、ガロが言ってくる。

「わふん？（お前が俺にお願いって珍しいな。いつも俺が世話になってばっかりだし、もちろんいいぞ。たまにはお返しさせてくれ）」

　でも、子作りだけは勘弁な。

「この子たちに、名前を付けていただけませんか？」

「わふ（なんだそんなことか）」

　深刻そうな顔で言うから、何事かと思った。名前を付けるくらい全然構わない。

「わふー（名前かー、うーん）」

　よし、任せろ。ぴったりの名前を思いついたぞ。

「わふわふ（白い方がシロ。黒い方がクロだ）」

「にゃー!?（安直ぅ!?）」

　ナフラがひっくり返った。

　何を言う。犬に付ける名前としては、非常に由緒正しいものだぞ。

「ろ、ロウタ様……！」

　ガロが飛び上がるようにして俺に顔を近づけてくる。

「わ、わう!?（お、おう!?）」

　やっぱり駄目？　流石さすがに安直すぎただろうか。

「素晴らしい名前をありがとうございます！　それも私のガロから一字取ってくださるなんて……！　感激いたしました！」

　あ、いや、そこまで深く考えたわけじゃないんだけども。

　涙を流して喜ぶガロに、由来を言う勇気はなかった。

「このご恩は一生忘れません！　この子たちは王に仕える立派な魔ま狼ろう族に育て上げて見せます！」

　お、おう、ほどほどにね。ブートキャンプは大きくなってからにしてね。

「では、今夜のところはこれで。この子たちを休ませてやりたいので」

「わふわふー（おー、じゃあなー。たまには俺にも会わせてくれよ）」

　深々と頭を下げて帰って行くガロたちを見送る。

「わふ？（ん？）」

　不意に気配を感じて、俺は空を見上げる。

　しかしそこには誰もいない。

　夜中だし、鳥も飛んでいないのに、なんだったんだろう。

「……わふっ（……ま、気のせいか。俺たちも帰るか）」

「にゃー（あ、じゃあ、またお夜食探ししましょうよー）」

「わふわふ（良いな。おっさんに怒られない程度のギリギリを攻めようぜ）」

「まったく、おぬしらは食い気ばかりじゃのう」

「わふわふっ（じゃあ、レンは夜食抜きで）」

「い、いらんとは言っとらんのじゃ……！　わしをのけ者にするでない！」
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「ふーん、霧化してるのに、感覚だけで見られていることに気づくのね。確信にまで至らないところが詰めが甘いけど」

　分析するようなそのつぶやきと共に、月にかかっていた薄い霧が集まって、人の形を取った。

　月を背後に浮かぶ黒いドレスの少女。唇に指先を当てて、崖から去って行った彼らを評価する。

「アレが魔狼王ね。ずいぶんと油断が過ぎるんじゃないかしら。やろうと思えば魔法で狙撃できたわよ。本当にアレに負けたの？　おじさま」

「油断してはいけませんよ、カーミラさん。不意を打てる短詠唱の魔法では、あの魔狼王を倒すことは不可能です」

　片手に盃さかずきのように持たれたリッチーがカーミラをたしなめる。

「あの魔狼王だけでなく、配下の魔物たちも猛者ばかりです。戦ったときのことを思い返してみれば、私が優勢になったことはただの一度もありませんでしたよ。いかに貴女あなたといえど正面から戦うのは得策ではありません」

　リッチーは自分が食われたときのことを思い出し、恐怖で骨の身を震わせた。

「良いですか、カーミラさん。気を引き締め、冷静に考えましょう。魔王様がこの地に封印されている以上、森を支配するあの魔狼王が邪魔になるのは必至。味方に引き込めればそれに越したことはありませんが、どうやらあの者、人間と共存までしているようです。あれだけ強力な力を持ちながら、脆ぜい弱じやくな人間に配慮して生きる精神性。魔物の本質から離れすぎている。あまりに異常です。話が通じる相手とは思えませんな」

　くどくどと繰り言を聞かされ、カーミラは露骨に顔をしかめた。

「分かってるってば。油断はしない。それでいいでしょ？　私も封印されたときに、部下をみんな失っちゃったしね。まずは観察と足場固めから始めるわ。それに──喉も渇いているの」

　血のように紅あかい瞳を細めて、吸血悪姫は微笑ほほえんだ。
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「ロウタ、見ーつけたっ」

「わふわふー（見つかっちゃったー）」

　俺は庭の垣根から這はい出でる。

「ロウタは大きいからすぐに見つかっちゃいますねー」

　俺の体に付いた葉っぱを、お嬢様が払い落としてくれる。

「わふー（面目ない）」

　かくれんぼは遊びとして成り立ってないなぁ。

　俺は大きすぎて隠れる場所がないし、お嬢様の良い香りはどこにいても俺の鼻が嗅ぎつけてしまうので、一瞬で勝負が決まってしまう。

　だが、そこは俺のジャパニーズ接待の精神がある。

　探すのではなく、探すフリをするのだ。

「さぁ、今度は私が隠れる番です！　見つけて下さいね！」

「わふわふー（了解でーす）」

　俺は後ろを向いて、前足で目を隠す。

　お嬢様はその間に、てててと庭を駆け巡って隠れる場所を探し始めた。

「わふわーふ（もういいかーい）」

「まだですよー」

「わふわーふ（もういいかーい）」

「ふふっ、まーだでーすよー」

「わふわーふ（もういいかーい）」

「……。いいですよー」

　了解を得たので、俺は振り返ってお嬢様の姿を探す。

　よし、お嬢様は噴水の裏！　発見するまでの時間は、わずか一秒である。

　匂いで探るまでもなく、すがすがしいほどに分かりやすい場所にお嬢様は隠れていた。

　お嬢様の美しいプラチナブロンドの髪が、俺の場所からでも覗のぞいている。

　本気で隠れるつもりがない辺り、早く見つかってあげようというお嬢様の優しさを感じた。

　だが、それで素直に見つけては芸がない。ペットたるもの、主人を楽しませなくては。

　適度にアホなフリをしなければ、魔物だと疑われちゃうかも知れないしな。

「ちゅー（そもそも普通の犬は、かくれんぼを理解できるほど知能が高いのかのう）」

　た、たぶん。誰も突っ込んできたことないから大丈夫だろう。

「わふっ（よし、行くぜ！）」

　いかにしてお嬢様の隠れ場所へたどり着かないかが、問われている。

「わふー（ここかなー。いないなー）」

「……ふふっ、違いますよー、そこじゃないですよー……」

　茂みに鼻先を突っ込んだり、木の後ろを見たりする俺を、お嬢様が噴水の陰から見ている。

　よしよし、楽しそうにしていて結構。なるべく遠回りしつつお嬢様の近くをうろつくのだ。

　そして見つけてもらえなくて不安になる前に声をかける。我ながら完璧な接待術だ。

「ちゅちゅー（ぬし様、実は子供と遊ぶの得意じゃろう。……これは良い父親になれそうじゃのう。先々が楽しみなのじゃ）」

　シャラップ。そんな未来は起こりえないのだ。

　息を潜めてしゃがむお嬢様に忍び寄り、前足で背中にタッチする。

「わふー（お嬢様みっけー）」

「見つかっちゃいました！」

　きゃーっと楽しそうに笑うお嬢様を見ていると俺も嬉うれしい。

　毎日お勉強で大変なお嬢様に許された、わずかな休憩時間だもの。出来るだけたくさん楽しませてあげたいというものだ。

　逆に、この時くらいしか俺がまともに動いてる時がないとも言う。

　だって昼間暑いんだもんよ。

「ちゅー……（まったく、飽きもせずいちゃいちゃいちゃいちゃと……。なんじゃその八百長じみたやりとりは。恋人同士か）」

「わふ？（えっ、マジで？　そう見える？　照れるわー）」

「ちゅー！（きーっ。ぬし様の変態！　常軌を逸した変態！　なのじゃ！）」

　誰が変態だ、失礼な。

「わふわふ（だったら、お前も参加するか？　小さいから見つけられない可能性があるけど）」

「ちゅー……（断るのじゃ。わしは日中は寝て過ごすと決めておる……）」

　そう言うと、レンはたてがみの奥へ潜り込んで、寝息を立て始めた。

　まったく、ペットの俺よりニートしやがって……。

「わふ……（しかし、おかしいなぁ……）」

　俺はなんとなく周囲を見渡す。

　昨日辺りからずっと、俺のモフモフボディを舐なめるように見つめる誰かの視線を感じるのだ。

　俺をそんなねっとり見るやつなんて、レンかガロぐらいのものだが、レンは俺のたてがみの中にいるし、ガロは子育てで忙しくしていてこっちまでは来ていないだろう。

　周囲を見渡してみるのだが、特に気になるものは見つからない。

　いや、屋根の辺りが怪しいような……。

　じーっと目を細めて観察するが、特に怪しい点はなさそうだ。

　俺の考えすぎだろうか。レンも特に反応してないしな。気のせいだろう。

「どうしましたかロウタ？」

　お嬢様が首を傾かしげて不思議そうにしている。

「わんわんっ！（何でもないですぜ、お嬢様！　かくれんぼの続きをやりましょうか！）」

　俺はそれ以上考えず、トアちゃんが休憩時間の終わりを告げに来るまで、めいっぱい遊んだ。
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　明け方も近くなった深夜、お屋敷の正面扉にわずかな異変が起こった。

　鍵穴から、白い霧が出てくる。霧はひとかたまりに集まり、人型を形作り、闇夜に羽ばたく少女の姿となった。

「……まったく、本当に変わった魔ま狼ろうね。魔物でありながら、人間を襲うどころか、従順に飼われることを望むなんて。私たちに匹敵する力を持ちながら、低俗な人間に仕えるなんて。頭がどうかしているとしか思えないわ」

「言ったでしょう、カーミラさん。あれは我々とは思考が異質すぎます。まともにやり合おうと考えるのはおやめなさい」

「まぁ、分かったわ。あれは魔王軍に勧誘するのは無理ね。それにあいつ、最初より私の気配を感じ取れるようになっている。これ以上は近くで観察するのは危険だわ」

　カーミラは丸一日観察して、魔狼王の評価を改めた。

　平和主義で人間に傾倒している異常個体。ただし、自分の気配を前より精確に察知し始めている。油断ならない相手だ。

「でも、弱点を一つ発見したわ」

　カーミラはほくそ笑む。

「あの人間の娘。あれほど魔狼王と強い絆きずなを結んでいるのなら、良い人質になってくれそうね」

「なるほど。あの娘を餌に水晶宮殿に誘い込むのですね。あそこは貴女あなたの領域。出口のない吸血結界。あそこに捕らえれば、いかな魔狼王と言えど……」

「そういうこと。おじさまの仇かたきを取って、ディナーにしてあげるわ」

　リッチーの本拠地だった腐界墓地と同じように、カーミラもまた己の力を最大限に発揮できる領域を所持していた。

「情報収集は充分だわ。さっそく策を動かすことにしましょう」

　魔狼王の血の味を想像し、舌なめずりをする。そして闇夜へ溶け込むように姿を消した。
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「アルル姉ねぇ、イルル姉ぇ。エルルちゃんがまだ帰ってこないんだけど」

　寝所の用意をしていた二人の姉が、妹に呼ばれて振り返る。

　アルルとイルルは双子だが、もちろん家族であるウルルには見分けが付いている。

　と妹たちは思い込んでいるだけで、実は結構な頻度で間違えている。

　姉妹たちにさえ見分けを付けてもらえないので、アルルとイルルは呼び間違えられても特に気にしなくなっていた。

　ただ、エルフ族の救い主である魔狼王ロウタ様だけは、自分たちを一度も間違えたことがない。そのことを思うだけで、アルルとイルルは胸が熱くなり、感謝の気持ちを抑えられなくなるのだ。

　ああ、甘やかしたい。ロウタ様をドロドロに甘やかして駄目にしてしまいたい。

　それは感謝というよりほの暗い欲望なのではないのかと、上の妹ウルルは思わないでもなかったが、特に誰も困らないので指摘しなかった。

　それより今は、真ん中の妹エルルの行方である。

　眼鏡をかけた大人しそうな印象とは裏腹に、エルルは活動的でしょっちゅう村の外へ出歩いてしまうのだ。

　この森全域に情報網を持つ魔狼族の加護があるとは言え、魔物がまったくいないわけではない。

　夜はもう更けていて、とっくに帰ってきていなければいけない時間だった。

「とにかく探しに行きましょう。オルルは？」

「もう先に探しに行ってるよ」

「じゃあ、私たちも向かいましょう。もし光灯魔法を使える子がいたら、手伝ってもらって」

「はーい」

　外がい套とうを羽織って、姉妹たちは行方知れずのエルルを探しに出かける。

　奴隷商人たちに焼かれる前の村にいたときも、エルルは勝手に出かけてはふらっといつの間にか帰ってきていたので、それほど心配はしていなかった。

「おーい！　エルルちゃんやーい！」

「エルル！　どこだー！」

「エルルー！　いたら返事をしてー！」

　夜空からは満月の明かりが煌こう々こうと照っているが、森の中を見渡せるほど明るいわけではない。

　簡単な魔法を使える上の姉二人は、光の球をたいまつ代わりに浮かばせて、妹の行方を探す。

「エルルがまたいなくなったらしいね」

　知らせを聞いて次々と村人たちが駆けつけてくる。

「ええ、お手数をおかけするけど、探すのを手伝ってちょうだい」

「ああ、もちろん。手分けして探そう」

　人の良いエルフたちは眠りにつく前だったが、文句も言わず総出でエルルを探す。

「エルルー！」

「エルルちゃーん！」

　そうして森の中をエルルの名を呼びながら探し続けていると、アルルが探す方向の茂みが揺れた。

「エルル！」

　アルルが呼びかけると、人影がふらりと現れる。

　それは確かに妹であるエルルだった。

　アルルの声を聞いて、姉妹たちが集まってくる。

「エルルちゃん見つかったの!?」

「まったく、心配かけては駄目だぞ」

「オルルとエルルはどっちが妹か分からないわね。もう心配かけては駄目よ」

　皆はエルルを囲み、無事だったことを喜んだ。

「…………」

　しかし、いつもなら屁へ理り屈くつをこねて言い訳するエルルの様子がおかしい。返事もしないし、顔色が青ざめている。

　どこか怪け我がをしたのではとアルルが妹の肩をつかむ。

　エルルは震える唇で、絞り出すように声を出した。

「……逃げ、て……」

「逃げる？　逃げるっていったい何から？」

　エルルに何かあったのではと心配になったアルルはエルルの顔をのぞき込む。

「逃げてください……──私から！」

　エルルの肩をつかんだ手を、逆に握りしめられ、そのあまりの力強さにアルルは驚き、次の瞬間、首筋に嚙かみつかれていた。

「アルル姉ぇ!?」

「エルル!?　いったい何を!?」

　嚙みつかれたアルルからエルルを慌てて引ひき剝はがす。

　エルルの口は血まみれで、鋭い牙が月光を受けて怪しくきらめいた。

　何が起こったか分からないエルフたちが狼狽うろたえる中、倒れ伏していたアルルがゆっくりと立ち上がった。

「ちょっと、アルル!?　大丈夫!?」

　イルルが心配して駆け寄るが、その顔が凍り付く。

　アルルもまた口から鋭い二本の牙を生やしていたのだ。

「逃げ、て……」

　血の涙を流すアルルとエルルが、残るエルフたちに襲いかかる。

　復興したばかりのエルフの村は、一夜にして壊滅した。




　　　　†　†　†




「あっははははははは!!　弱い！　弱いよねぇ！　王に比べて、眷けん属ぞくのなんと脆ぜい弱じやくなこと！」

　蛇のように赤い血を体に纏まとわせながら、吸血悪姫が哄こう笑しようする。

　唐突に集落を襲った侵入者に、ガロたちは牙を剝むいて威嚇した。

　すでに数頭の魔狼族が、カーミラによって倒されている。

　敵によって不意を打たれた彼女らは、攻め手に欠いていた。

　だが、このままにらみ合っているわけにもいかない。ここには戦う力を持たない幼い魔狼もいるのだ。

「ガウッ！（侮るなよ……！　我らの闘法を味わうのはここからだ……！）」

　群れを率いるガロが爪を大地に突き立て、飛びかかる隙を窺うかがう。

　敵は人の姿をしているが、人でないのは明白だった。その身に纏う魔性は邪悪そのもので、かつて戦った死霊導師に匹敵するほどの力を感じる。

「バウッ！（ガロ様！）」

　増援を引き連れたバルが駆けつける。

「ガウッ！（バル！　お前は仔こ狼ろうたちを連れてここを離れよ！　王にこのことをお知らせするのだ！）」

　ガロは決してカーミラから視線を切らず、非戦闘員の避難を指示した。

「そうはいかないのよね。あんたたちにはここで消えてもらわないと」

　薄い笑みを浮かべたまま、カーミラがゆっくりと間合いを詰めてくる。

「殺され方の希望くらいは、聞いてあげても良いけど？」

　カーミラの紅あかい爪が鋭く伸び、十本の鎌の形を生み出した。

　両手の爪を重ねると激しく火花が散り、恐ろしいほどの切れ味を予感させる。

「ガルルッ！（舐なめてんじゃねェぞ！　オラァッ！）」

「ガウッ!?（待て!?　うかつに飛び出すな！）」

　ガロの制止が間に合わず、隠れて機を窺っていた魔ま狼ろうたちが、四方からカーミラに襲いかかる。

「無・駄♪」

　カーミラが踊るように両手の爪を振り、魔狼たちは身をひねってそれを躱かわすが、遅れてやって来た血の波は濤とうが彼らを足元から飲み込んだ。

「ガァッ!?」

　荒ぶる濁流が竜巻のように巻き上がり、魔狼たちをかき混ぜる。

　飛びかかった者たちはなすすべもなく血に沈み、やがて姿も見えなくなった。

「ふぅ、ごちそうさま」

　血の波がカーミラのマントに吸い取られるように引いていき、波のあとには魔狼たちが倒れ伏していた。

　ぴくりとも動かないその様子は、生きているのか死んでいるのかも定かではない。

「ひどい味よねぇ……。やっぱり血は若い人間に限るわ。エルフの血も悪くなかったけど、今は若々しい処女の血が欲しい気分♪」

「が、ガウウ……！（貴様っ……！　エルフの村にまで手を出したのか……！）」

　鋭い感覚を持つ自分たちが、探知することも出来なかった事実に、ガロは驚きよう愕がくした。

　事実、この吸血鬼の接近に気づいていれば、こうして不意を打たれることもなかったはずだ。魔狼族の感覚を超えた隠蔽術をこの敵は習得している。

　何が目的かは不明だが、この敵は王の脅威となり得る。得た情報を速やかに王に知らせなければならない。

　王のもとには竜族の姫もいる。あのふたりならば、この強敵にも対抗できるはずだ。

　バルと幼い仔狼たちを逃がす。その隙を作るために、ガロは命を捨てる覚悟を決めた。

「ここより先にね、頂いてきたわ。警備がおろそかに過ぎるんじゃない？　とんだ無能ね、魔狼族」

　ガロが全身の毛を逆立てる。

　王に守護を任されたエルフたちを助けられず、さらには家族を傷つけられ、侮辱された怒りが四肢に満ちる。

　ガロの踏みしめる地面に亀裂が走った。

「ガウッ！（その身であがなえ！　下郎が！）」

　ガロの姿が搔かき消きえる。

　神速の特攻は、同じ魔狼族であるバルの目を以もつてしても捉えられないほどの速さだった。

　が、カーミラはあっさりと牙を爪で受け止めてみせる。

「イヤねぇ……。ケモノの血は不味まずいんだけど。まだまだ喉は渇いているし、我慢して飲み干してあげるわ」

「ガウガウッ!!（行け！　バル！　この者は、私が必ず止める！　振り返らず、疾とく走れ!!）」

「バウッバウッ……！（ガロ様……！　くっ、シロとクロはお任せ下さい！　どうか、ご無事で！）」

「だから、逃がさないって言って──」

　走り去るバルに照準を定めたカーミラを、ガロの爪が切り裂く。

「ガウッ（止めると言ったぞ）」

　カーミラの頰ほおに血の筋が走り、一滴の血がこぼれた。

「……やるじゃない。いいわ。あんたは念入りに可愛がってあげる」

　頰を伝う血を長い舌が舐め取る。

　怒りに目を輝かせ、カーミラは爪を振るった。

　真空の刃やいばを纏うそれをかいくぐり、ガロは突進のための距離を取った。

　敵の注意を引きつけることには成功した。あとはどれだけの時間を稼げるか。

「ガウグルル……！（ただで殺せると思うなよ、血吸い虫。我ら魔狼族は死した後でも喉笛に喰くらいつくぞ……！）」

「はっ、面白いわね。やってみなさい。下等なケダモノが」

　カーミラは歯列を剝むき出だしに、ガロを嘲笑する。

　ガロは王の姿を一瞬思い出し、シロとクロの無事を祈り、命を賭けた戦いに身を投じた。
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「わふっ（さーて、今夜は何をして遊ぼうかなぁ）」

　お嬢様のベッドを抜け出して遊びに出かけるのも、もう日課のようになってしまった。

　こういうことしてるから昼まで寝ちゃったりするわけなんだけど。夜更かしは楽しいからしょうがない。

　エルフの村に遊びに行くのはどうだろう。瘦せたらまた遊びに行くって約束したしな。

　ただ、あいつらの所へ行くと、際限なく甘やかされるからなぁ。

　すでに怠惰を極めている俺をさらなる堕落へと誘ってくるので、引き返せなくなりそうで怖い。

　気がついたら、あの村の守り神として奉られていそうだ。

　俺はしがらみなく生きたいので、そういう信仰を集めたり、王として君臨するのは御免こうむりたい。

　やはりペットとして飼われるくらいがちょうど良い。

「ちゅー（シロとクロの顔を見に行くのはどうじゃ？）」

「にゃー（ふたりとも可愛かったですよねー）」

　きゅうきゅうと鳴く仔狼たちのことを思い出して、レンとナフラが頰を緩めている。

　二人が言うとおり、会いに行くのも良いかもな。ガロの育児の邪魔をするのは気が引けるが、ちょっと顔を見るくらいなら構わないだろう。

「わふわふ（つっても、俺、ガロたちがどこに住んでるか知らないんだよな）」

　いつも呼んだらすぐに現れるから、こっちから会いに行くことがなかった。

　魔狼族の練兵場にたどり着いたのも偶然だったし、あの近くに棲すみ処かもあるのかね。

「ちゅー（夜は長い。散歩がてら探してみるのはどうじゃ？）」

「わふっ（じゃあ、そうすっか）」

　俺たちは森の中を適当に歩いてガロたちを探す。

　実際歩いて探してるのは俺だけで、レンとナフラは俺の背中の上でのんびりくつろいでいるだけなのだが。

「わふわふ（くそう、いつも言ってるが、お前ら自分で歩けよう）」

「ちゅー（いつも言っておるが、美女二人を乗せて何が不満なのじゃ）」

「にゃー（ですですー。こっちの姿がお嫌なら、人の姿に化けましょうか？）」

「わふっ（やめてください。気絶してしまいます）」

　いくら完成形が可愛くても、変身途中のグロは見たくない。あと、人に化けたらその分重たくなるでしょ。せめてその小さいサイズのままでいてくれ。

　俺は時折足を止めては鼻を動かし、ガロの匂いを探る。

　俺の嗅覚を使えば簡単に見つかると思ったのだが、なかなか上手うまく行かない。お嬢様のフローラルな香りは一発で分かるのに、何な故ぜだ。

「ちゅー（ふーむ、わしもなんだか鼻の利きが悪いのじゃ。元々ぬし様ほど良くはないが、妙に霞かすみがかっているような気がするのう）」

　レンも似た印象を覚えるらしい。俺には霞がかった云うん々ぬんは分からんけども。

　まぁ、単純に、森にある沢山の匂いからガロの匂いだけを嗅ぎ分けることが出来てないんだろうな。匂いを嗅ぎ取れても、それを識別する才能がないというか。

　俺の体がフェンリルで高性能なのは良いんだが、中身がしょせん俺なので、明らかにそのスペックを使いこなせていない。

　ガロたち魔狼族の方が明らかに鼻も耳もいいもんな。こんなていたらくでは魔狼王の名が廃れるというものだ。

　いいじゃん。それいいじゃん。このまま廃れてくれ。魔狼族から王制度を撤廃しよう。

　俺はガロたちと仲良くしたいが、あいつらの王にはなりたくないのだ。

　この繊細な犬心を誰か分かってくれないものか。

「ちゅー（ぬし様、なにやらたてがみがざわついておるが、どうした？）」

「わふ？（たてがみ？）」

　レンに言われてから気づいた。なんだか首筋がむず痒がゆいなと思ったら、俺のたてがみが逆立っている。

「わふぅ？（なんだろうこれ、お屋敷の方から感じるぞ）」

　来た道を振り返ると、むずむずが一層強くなった。

「わふっ（ガロも見つからないし、今日の所は帰るか）」

　なーんかこのむずむず、嫌な感じだ。こういうのを虫の知らせとでも言うのだろうか。

「ちゅー（ぬし様がそう言うのであれば、わしは構わんぞ）」

「にゃー（残念ですけど、またいつでも会えますしねー）」

　俺は踵きびすを返し、来た道を歩いて戻る。

　その行く先を遮るように、人影が倒れ込んできた。

「わふっ!?（おわ、びっくりした!?）」

　茂みからふらりと現れたのは、髪をほつれさせたウルルだった。

「わふわふっ!?（お、おいおい、どうした!?　大丈夫か!?）」

　何度も転んだのだろう。肘や膝はすりむけて全身泥だらけだ。風呂に入れて治療してやらないと。

「わふっ（村はどっちだっけ？　こっからならお屋敷の方が近いか？　とりあえず背中に乗れよ。お屋敷で手当てしてもらおう）」

　あ、お屋敷に着いたら、俺を王様とか呼ぶのは禁止でお願いします。

「お、王様……」

　だからその王様ってやつをですね。

「助けて、王様……！」

　ウルルは震える手で俺の毛皮をつかみ、涙を流して叫んだ。

「姉様たちが……、エルルちゃんが……、オルルちゃんが……、みんなが……！　お願い、王様！　助けてください！　私に出来ることなら、何でもするから！」

　ん、今何でもするって言ったよね？　とか言える雰囲気じゃないな。

　ウルルの怪け我がから見ても、相当焦って走ってきたようだ。何が起こったか分からないが、とにかく助けに向かうべきだろう。

　森にはガロたち魔ま狼ろう族もいる。俺たちが駆けつける頃にはあいつらも来ているはずだ。

「わふっ（分かった。村へ向かえば良いか？）」

　震えながら頷うなずくウルルを背中に乗せ、俺は案内に従ってエルフの村へ走る。

「わんわん（そんで、ウルル。何があった？）」

「分からない……。エルルちゃんがいなくなって。見つかったと思ったら、姉様を嚙かんで……。そしたら姉様もおかしくなっちゃって……」

　嚙まれたらおかしくなる？

　なんかそれって、お嬢様が本で教えてくれた魔王の手先に似てるな。

「わふわふ（なんだっけ。パンナコッタだっけ）」

「ちゅー（カーミラじゃ、カーミラ。どこから出てきたんじゃその言葉。一文字もかぶっとらんぞ）」

　レンが呆あきれながら補足する。

「ちゅー（じゃが、ぬし様の言うとおり、自らの血を感染させて眷けん属ぞくを増やすのは、吸血鬼や食しよく屍し鬼きといった不死系の魔物の特徴じゃ）」

「わふわふ（ふむふむ）」

「ちゅーちゅー（じゃが、エルフのような高度な魔法耐性を持つ種族を眷属化できるなど、相当に力のある吸血鬼に違いない。それも伝承に残るようなやつじゃ。ぬし様のその予想、当たっとるかもしれんぞ）」

　俺の予想っていうか、全部レンが勝手に解説してくれたわけだが。

　走り続けていると、前方に煙が上がっているのが見える。

　ただし、それは料理などの細い煙ではなく、火事による黒煙だ。

「わんわん！（みんな無事か!?）」

　村に駆けつけると、そこは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図だった。

　目を真っ赤に血走らせたエルフが、逃げ惑うエルフに飛びつき、その首筋に牙を突き立てる。

　すると今度は嚙まれたエルフがまた別のエルフに襲いかかるという無限連鎖。

　それほど人口がいるわけではないエルフの村の全員が吸血鬼化するまで、そう時間はかからないだろう。

「わんわん！（それで、解決法は!?　みんなを元に戻す方法はないのか!?）」

「ちゅー！（ある！）」

　あるのかよ。都合良すぎるだろ。ブルエモンの称号を与えてやろうか。

「ちゅーちゅちゅー（見たところ、みな理性を失って暴れるだけのようじゃ。感染して間もないのじゃろう。大本である吸血鬼を退治すれば、血に刻まれた術式は解け、やがて元に戻るのじゃ）」

　じゃあ、それまではみんなこのままってことか？　エルフたちがお嬢様たちが住むお屋敷に向かえば大変なことになるぞ。

「ちゅー！（なぁに、簡単なことなのじゃ。感染をこれ以上広めないためには！）」

「わふ？（ためには？）」

「ちゅー！（全員しばき倒して気絶させるのじゃ！）」

　レンが俺から飛び降り、尻尾のネズミ化を解く。

　鋼のような竜の尻尾がしなり、近くにいたエルフをペチンと叩たたいた。

　エルフさん吹っ飛んだー。

　吹き飛ばされたエルフは地面をコロコロと転がって、白目を剝むいて気絶した。

「わ、わふー……（え、ええー……）」

　容赦ねー。

「ちゅー！（うむ、さすがはわしじゃ！　手加減も完璧なのじゃ！）」

　手加減してこれなのかよ。

　まぁ、レンが本気で尻尾を振れば村ごと木こっ端ぱ微み塵じんに出来るんだろうから、そこから考えると手加減できていると思うべきか。

　俺は絶対食らいたくないけど。

「…………！」

　見ろよ。ウルルなんて、戦慄してリアクションも取れてないじゃないか。

　なんかぼーっとしてるけど、本当に大丈夫？

「ちゅー（よし、どんどん行くのじゃ！）」

　レンが尻尾をブンと音を立ててしならせると、尻尾は蛇のように村中をうねり回り、エルフたちの首筋をペチペチと優しく叩いて気絶させていく。優しくとは言ったが、レン基準であることを忘れてはいけない。

　元凶を倒してみんな元に戻ったときに、むち打ちになってそうな気がするわ。緊急事態だ、みんな許してくれ。南無南無。

　しかしこの狭い村の中を、器用に動き回るものだ。

　レンの尻尾がまるで自分の意思を持っているかのように、速やかにエルフたちをペチっていく。

「にゃー（レン様は顔に似合わず、器用ですねー）」

「ちゅー？（顔に似合わずってなんじゃ？　わし、元々器用よな？　え、違うのか？）」

「わふー（いや、顔に似合ってるぞ）」

「ち、ちゅー！（ぬ、ぬし様がわしを慰めてくれるなんぞ、感激じゃ！）」

「わふわふ（だって、吸血鬼化してないエルフまで全部気絶させてるし）」

「にゃーん（ああ、やっぱりレン様はお顔の通りで大おお雑ざつ把ぱですねー）」

「ちゅー！（だから、顔ってなんじゃー！）」

　正確無比にエルフを気絶させるのは、確かに器用ではある。ただし全員まとめて倒してしまえという大雑把な脳筋具合がセットでついてくる。お前はそういう顔だ。

「にゃにゃー（あっ、私は火事を消してきますねー。この間雪山に連れて行かれたとき、座標アンカーを置いてきたので、あそことここを空間魔法で繫つなげば冷たい雪で消せると思いますー）」

「わふー（おー、頼むわー）」

「ちゅちゅー！（質問に答えんかおぬしらーっ！）」

　レンは怒りながらもエルフたちを次々と無力化させ、ナフラは空間魔法で呼び出した雪で家の火を消し、村はようやく静かになった。

「わふー（ふう、これでいったんは何とかなったかな）」

　まぁ、俺は何もしてないんだけど。ウルルと一緒に村が沈静化するのをぼーっと見守っていただけだ。

「ちゅー（しかしぬし様や。相手があの魔王軍の手先だとすると、このエルフの村だけが襲われたと考えるのは楽観的すぎるかもしれんのじゃ）」

　ちょっとそれは俺も考えていた。

　これだけの騒ぎが起きているのに、ガロたちもやってくる気配がない。

　何か悪い予感がした。

「わふっ（ウルル、悪いが俺はいったん屋敷に戻る。お前はここで待っててくれるか？）」

「…………。ううん、王様、私も一緒に行く。姉様たちをこんな風にしたやつを放っておけない！」

　その返事は意外だった。知り合って間もないが、ウルルは怪我をした姉たちの看護より敵を倒すことを望むような子だったろうか。

　正直なところ、ウルルが来ても役にも立たないだろうが、本人が一緒に来たがっている以上、ここで押し問答をする時間が惜しい。

　それにここに置いていって、もし吸血鬼化したエルフが気絶から起き出したら、ウルルの身も危険だろう。

　なら、一緒に行動した方が良い。

　俺はそう考え、ウルルの前に伏した。

「わふっ！（しっかり摑つかまってろよ！　飛ばすからな！）」

「うんっ！　ありがとう王様っ！」

　俺は全員が背中に乗ったのを確認すると、一直線にお屋敷へ向かって疾走した。
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　ロウタが屋敷にたどり着く、少し前。

　屋敷は、森の混乱とは無縁の静けさで佇たたずんでいた。

　深夜となれば、見回りのメイドも眠りにつき、誰もが朝まで目を覚ますことはない。

　その屋敷の中を、白い霧が這はうように進んでいた。

　扉のわずかな隙間に入り込み、目的の場所へと進んでいく。

　霧の目指した場所は、天蓋付きのベッドで眠る、麗しい少女の部屋だった。

　穏やかに眠っているが、時たま思い出したように、隣にいるはずの存在を探して手を動かしている。

　霧はベッドを這い上がり、冷たい冷気を纏まとってメアリの肌をなでた。

　その霧がだんだんと人の姿を取り戻す。それはふたたび屋敷に戻ってきたカーミラだった。

「ああ、良い匂い……」

　カーミラは覆おおい被かぶさるようにメアリの首筋に顔を寄せる。

「やっぱり若い処女の香りって最高。ケダモノたちの血はもう沢山だわ。この子の血で口直しをしたいところね」

　メアリの柔らかい首筋にカーミラは唇を近づける。

　それは淫いん靡びな雰囲気だったが、次の瞬間に待っているのは、吸血による無慈悲な死だ。未いまだ腹半分も満たせていないカーミラにとって、このご馳ち走そうを我慢することは忍耐を要するものだった。

「今すぐ飲み干したいけど、そうはいかないのが辛つらいところよね。この娘には魔狼王を釣る餌になってもらわないと」

　せめて香りだけでもと、もう一度首筋に顔を寄せたカーミラは、怪け訝げんな顔をした。

「……この匂い、どこかで嗅いだことがある……？」

　カーミラはメアリから離れ、自らの記憶を顧みる。

　千年も封印されていた自分が嗅いだことのある匂いなど、そうはないはずだ。嗅いだことがあるとすれば、それは千年前の話。

　記憶を紐ひも解とき、カーミラは正解にたどり着いた。

「思い出した。この香り、勇者のものと同じだわ。まさかこの娘、勇者の血族？　だとしたら、魔王様封印の柱──」

「そこまでだ、悪漢」

　声と同時に剣けん閃せんが迫る。

　カーミラは思考の邪魔をされ、少し苛いら立だたしげに振り向いた。

「霧化した私の気配を察知したの？　しかも、私に気配を感じさせずに背後に立つなんて。人間にしては相当な手て練だれね。千年前なら英雄と呼ばれてた器よ」

　カーミラを背後から斬ったのは、ゼノビアだった。

　しかし、必殺の一撃はカーミラの爪に搦からめ取られてしまっている。

「貴様、人ではないな……!?　当家の屋敷に何の用だ!?」

　ゼノビアは搦め取られた剣ごと、カーミラを押し込む。加重によってカーミラのヒールが床にひびを入れた。

「なんて剛力かしら。吸血鬼の私を単純な腕力で押し込んでくるなんて。あなた本当に人間？　オーガの上位種だったりしないかしら？」

「黙れ……！　お嬢様から離れろ……！」

　ギシギシと剣が軋きしむ。両者の力の拮きつ抗こうに剣の方が耐えられていない。

　鬼気迫る表情のゼノビアと、薄く笑みを浮かべるカーミラ。

　そのつばぜり合いは、剣が折れるより早く決着が付いた。

「……っ!?　ぐっ……！」

　ゼノビアが苦しげにうめいて後ずさる。

　見上げたカーミラの瞳が、怪しく輝いていた。

　ゼノビアは見えない何かにのしかかられているかのように膝をつき、ついにはその手から剣まで落としてしまう。

「私に、何を、した……!?」

「力自慢でも魔術に対する抵抗力は人並みみたいね。安心しなさい、ただの眠りの魔法よ。今あなたたちに怪け我がをさせてしまっては、人質の意味がなくなっちゃうからね。自分の無力さを嚙かみしめながらお眠りなさい。まぁ、目が覚めたときには何も覚えていないでしょうけど」

　懸命に立ち上がろうと体を震わせるゼノビアを嘲あざ笑わらい、カーミラはメアリを抱きかかえる。

「あなたのお嬢様は丁重にお預かりするわ。万が一、封印の柱だとしたら、私たちにとって重要な存在になり得るもの」

「待て……！　お嬢様を、返せ……！」

　伸ばした手は空を切り、カーミラは窓から屋敷を飛び立っていった。
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　もうすぐお屋敷だ。

　しがみつくウルルを落とさない程度に急いで、俺たちはお屋敷へと駆け戻ってきた。

「わふっ？（門の所に誰かいる？）」

　お屋敷に入るための正面門に誰かがうずくまっている。

　近づいていけば、それは剣を杖つえにして前に進もうとするゼノビアちゃんだった。

「わふわふっ！（ちょっ、ゼノビアちゃん!?　どうしたんだ!?　鍛錬は朝にする派だろ!?　こんなところでなにやってんの！）」

「ロウタ、か……？　どこへ行っていた……。いや、今はそんなことを言っている場合ではないな……お嬢様が……」

　ゼノビアちゃんが震える手を伸ばして俺の胸元をつかむ。

「お嬢様が、さらわれた……！」

「わふっ!?（ふぁっ!?）」

「情けない……。何も出来なかった……。違う、伝えたいことはこんなことじゃない……」

　ゼノビアちゃんは意識が朦もう朧ろうとしているのか、目の焦点が定まっていない。うわごとのように言葉を続ける。

「相手は人の姿をしていたが、明らかに魔性の者だった……。逃げた方向はあっちだ……」

　震える指先は森の奥を指さしている。あの方向には、この間みんなで遊びに出かけたばかりの湖があったはずだ。

「……本当なら私が助けに行きたいが、もう意識が持ちそうに、ない……。都合の良いときだけ、お前を頼る自分が憎い……、だが、今動けるのは……お前しかいないのだ……！　頼、む……お嬢様を……！」

　そこまで言って、ゼノビアちゃんは力尽きた。俺にもたれかかって意識を失う。

「わん……（ゼノビアちゃん……）」

「ちゅー（心配いらん。眠っておるだけじゃ。意識に干渉する術をかけられたのじゃろう。口封じに記憶を奪う術式も感じられる。この娘、そうなる前におぬしに伝えようとしたのか。精神力でどうにかなるものではないはずなのじゃが、この頑固な猪いのしし娘らしくはあるのじゃ）」

　ゼノビアちゃんは怪我をしたわけじゃないようだ。良かった。

　寄りかかったゼノビアちゃんを、門に背中を預けさせるようにして寝かせる。

「…………」

　お嬢様が攫さらわれた、か。

「……ちゅー？（どうした、ぬし様や何を黙っておる？）」

「……わふ（へ、へへ……。キレちまったよ、久々に……）」

　行こうぜ、屋上へ。

　などとふざけていないと冷静でいるのが難しい程度に、俺は怒っている。

　俺からお嬢様を奪おうなんて良い度胸だ。俺の忠犬っぷりを見せてやるぜ。

「わん！（よし、行くぞおめーら！　魔王軍の都合なんざ知ったことか！　お嬢様をさっさと助けて元の日常に戻るんだい！）」

「にゃーん（ロウタさんのそういうブレないところ、素敵だと思いますよー）」

「王様……！」

　お嬢様なくして、俺の幸せペット生活は成り立たない。絶対に助け出す。

　なぁに、こっちには火力ゴリ押し脳筋ドラゴンのレンと、便利魔法を取りそろえたナフラがいるんだ。いざとなったらこいつらが倒してくれる。

　頼りにしてるぞお前たち。

　他力本願の精神、俺は忘れてないぜ。キリッ。

「ちゅー（魔ま狼ろう族の姫との修行で野性の心を取り戻したかと思いきや、まるで変わっとらんのじゃ）」

「にゃー（まー、そこがロウタさんの良いところでもありますしねー）」

　何も言わずとも、ふたりは俺の背中に飛び乗ってくる。

「わふわふ（ウルルはどうする。どうやらこの先に敵の親玉が待っているみたいだ。ここにいた方が安全かも知れないぞ。やつはこのお屋敷の人たちには手出ししてないみたいだし）」

「ううん！　行く！」

　そうか、ならば何も言うまい。

　やることは一つ。俺のペットライフを邪魔する者は、誰であろうがぶっ飛ばす。

「わぉぉぉぉん!!（出陣じゃーいっ!!）」

　俺はゼノビアちゃんの指した方向へ向かって、みんなを乗せて走り出した。
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「ちゅー（しかし、やつらの目的はいったい何なんじゃろうな？）」

　俺の頭の上で、前足を組んで仁王立ちするレンが考え込む。

「ちゅちゅー（以前倒した死霊導師リッチー。やつは魔王のために造り出したというメアを求めてわしらと敵対した。あの時はメアを守るという名分があったから、やつと戦うことになったわけじゃが）」

　メアのことがなかったら、確かに俺にやつと戦う理由はなかった。だって俺はただのペットだし。

　ただ、あのままだったら森にリッチーの墓地があることも知らず、やつは力を蓄えてそのうち人間界に進軍していたかも知れないな。

　それを未然に防げたのは良かったかも知れない。そういうのはギルドの強い冒険者たちの仕事だと思うわけだけども。

「ちゅー（ふーむ、これはアレじゃな。幹部をひとり倒したことで、魔王軍に敵と見なされたんじゃな）」

「わ、わふっ!?（えっ、ええー!?　敵対意識なんてないよ!?）」

「ちゅーちゅちゅちゅ！（かつて世界を恐怖に陥れたという魔王軍すら、ぬし様とは正面切って戦うことを避けるか……。人質など取って策を巡らすことがその証拠よ。くくく、これはいたく買われたものじゃのう。さすがはぬし様じゃ！　わしも妻として鼻が高いのじゃ！）」

　喜ぶんじゃねえ！　嬉うれしい要素なんかどこにもないわ！

　世界の存亡を賭けた戦いとか、余よ所そでやってくれ。なんでこの森でばっかり騒ぎが起こるんだよう。

　ていうか、勇者はどうした！　勇者！　魔王軍が出てきたんだから、勇者も出てこいよ！　どこにいるんだよ勇者ー！

　早くしろー！　間に合わなくなっても知らんぞー！

「ちゅちゅー（人質にあの娘を選んだのは偶然ではないのじゃろう。相手はぬし様とあの娘の関係を熟知しておる。屋敷の者に手を出さんかったのも、交渉に応じる姿勢を見せているつもりなのじゃろう。娘むすめ子ごが攫われてぬし様が不安になっているところへ、交換条件を持ちかけるつもりなのじゃ。助ける代わりに首を寄よ越こせとか、魔王軍に入れとか、そんなところじゃろう）」

　むう、搦からめ手てを使うタイプなのか。

　もしかして、ずっと感じてた視線とか、今も鼻が利かないのは、カーミラとかいうやつの術だったのだろうか。

「ちゅー（じゃが、これは好機じゃぞ、ぬし様。あの猪娘がやつの策をかき乱した。やつはわしらが本拠地の場所を知らんと思っているはずじゃ。今頃は吞のん気きに交換条件でも考えておるんじゃろう。今なら不意を打ってこちらから攻勢に出られるはずなのじゃ）」

「甘いわね。あんたたちの行動なんてお見通しよ」

　レンの考えを否定する声が、すぐ近くから聞こえてきた。

　同時に黒い影が俺に襲いかかる。

「わふっ（なんだ!?）」

　俺は慌てて飛とび退のいて、影の姿を確認する。

「わふっ!?（な、お前ら……!?）」

　それは魔狼族の面々だった。

　あと、何な故ぜかブートキャンプ中に戦った大きな熊もいる。アカヨロイだっけ。

「確かに、予定は少し早まっちゃったけど、こっちの準備は最初から万端よ、いつでもおいでなさいな」

　魔狼族たちの上空に浮かぶのは、黒いドレスを着た美しい少女だった。眉根を寄せて笑い、挑発するように指を嚙かんでいる。

「ただし、ここまでたどり着ければ、だけど。あなたの眷けん属ぞくはみぃんな私のものにしてあげたわ。私の肌に傷を付けることが出来たご褒美よ。下僕として、末永く飼ってあげる」

　魔狼族たちの目は正気を失っている。目は赤く血走り、牙はさらに鋭く長く成長していた。カーミラによって操られているのは明らかだ。

「なんなら、あんたのことも一緒に飼ってあげましょうか。特別に私の椅子にしてあげるわよ。わ・ん・ちゃん♪」

「わふっ!?（なに!?）」

「クスクス、なぁに、怒ったの？」

「わふ！（魅力的なお誘い、ありがとうございます！）」

　美少女の椅子とか、何それご褒美じゃん。

「わふわふ！（だが俺はお嬢様一筋なので断る！　あと、犬呼ばわりしてくれてありがとう！）」

　やっぱ犬だよな俺！　魔狼王フェンリルなんて噓うそだったんだ！　やったぁ！

「ちょ、調子がくるうわね……。やはり私たち魔族とは思考がかけ離れている。異常すぎて会話にならないわ」

「にゃー（いや、ロウタさんは誰から見てもおかしいと思いますよ）」

　やめろナフラ。俺の頭がおかしいみたいに言うんじゃない。

　基本的に好戦的な魔物の方がおかしいのだ。平和を愛する俺の方がどう考えてもまともじゃないか。

「魔族が好戦的なのは当たり前でしょう」

　小馬鹿にするように、カーミラは鼻を鳴らした。

　両手を広げ、口角を上げる。カーミラの鋭い歯列が剝むき出だしになった。

「魔とは、人を陵辱し、踏み潰し、虐げるもの。それが本質。それが存在理由。お仲間さん、あんたたちなら分かるでしょう？　そこのおかしな魔狼王なんて切り捨てて魔王軍に入らない？　今なら好待遇で迎えるわよ？」

「ちゅー（わし、魔族じゃなくて竜族じゃし）」

「にゃー（ナフラめも、ホムンクルスですし）」

　俺もフェンリルじゃなくて犬ですしおすし。

「そ、そう。あんたたち、本当に調子がくるうわね」

　だいたい、おっさんのメシに飼い慣らされたこいつらが、今更人間なんて襲うものか。人間の文明が消えたら、美味うまい飯も二度と食えなくなるんだぞ。

「あんたたちと相あい容いれないことはよく分かったわ。魔にありながら人を救いたいというのなら、自分の仲間を踏み越えて来るのね」

　カーミラの合図で、魔狼族たちが包囲の輪をじりじりと詰めてくる。

　大本があそこにいるのなら、やつをここで倒せばみんな元に戻るのだろうか。

「ちゅー（ぬし様、アレは幻影じゃ。戦っても無駄じゃぞ）」

「わふっ（あ、やっぱり？　お約束的にそうなんじゃないかなとは思ってた）」

「にゃー（ロウタさんのその緊張感のなさは、素直にすごいと思いますー）」

　カーミラの幻は闇に搔かき消きえ、操られた魔狼族プラス熊が襲いかかってくる。

「ガウ……！（王、申し訳ありません……！）」

「グルル……！（この牙が王に向けられる前に、どうか我らを始末してください……！）」

「ガウガウ……！（王の手によって裁かれるのであれば、本望です……！）」

　魔狼族たちの意識はまだ残っているのか、苦しげに訴えてくる。

　くっ、俺には仲間を傷つけることなんて出来ない！　そんなことをするくらいなら、無抵抗で嚙まれることを選ぶ！

「ゴフゥゴフゥ！（なんだか知らんが、猛烈に力が湧いてくるぜぇ！　グハハハ！　下克上の時が来たかぁ!?　オラァッ！　死ねや王様ァッ！　地獄のしごきで習得した回転抜刀──ブベラバッ!?）」

　だが、この暴力ドラゴンはどうかな。

　うなる尻尾が、アカヨロイを筆頭に、魔狼族をなぎ倒した。なんか必殺技を出そうとしてたのに、むごい。

「ちゅー！（走り抜けるのじゃ、ぬし様！　露払いはわしに任せい！）」

　レンが竜化した尻尾をブンッと鳴らす。

　張り切ってるところ悪いけど、手加減はちゃんとしてね。

「ゴ、ゴフゥ……（お、俺は最強じゃなかったのか……。どいつもこいつも、強すぎる……）」

　アカヨロイがもたげた頭をがくりと落とした。

　ドンマイ、アカヨロイ。生まれたての魔物にしてはお前も強いと思うぞ。知らんけど。

「ガウ……（うう……）」

「ガウ……（王陛下……）」

「ガウガウ……（王陛下にぶってもらえると思ったのにぃ……）」

　おい、ひとり変なこと言ってるやつが混ざってるぞ。

　だが、そんな戯たわ言ごとを言えるなら大丈夫そうだ。

　みんな、あとで助けに来るからな。勘弁しろよ。

「わふぅぅぅぅっ！（おらおらー、どけどけー！　近づくやつらはぶっ飛ばすぞ！　レンが！）」

　俺は走ることに集中し、次々とかかってくる追っ手はレンの尻尾が打ち払う。

　魔ま狼ろう族だけではない。森にいる様々な魔物も混ざっている。

　たった数日で手勢をこんなに増やしたのか。あのカーミラってやつを放っておいたら大変なことになりそうだ。倍々ゲームにもほどがある。

　世界の命運なんて知ったこっちゃないが、森の仲間を操り、お嬢様を連れ去った罪は重いぞカーミラ。

　叩たたきのめして、その生意気な顔がくしゃくしゃになるくらい泣かして、思いっきりペロペロしてやんぜぇぇぇぇぇっ！

　俺は満ちに満ちた月へ向かって吠ほえ猛たけり、カーミラが待つ湖へと爆走した。
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　カーミラの策は順調だった。あの剣士が情報を伝えたことで予定はずらされたが、魔狼王がこちらへ向かうのならば、策は成功したようなものだ。

　吸血し眷属とした者の視点を共有できるカーミラには、魔狼王たちがどのような対抗策を考えたところで、すべて筒抜けになる。

「ふふ、せいぜい自分の眷属と戦って、心と体を削って来るのね」

　森の遠くから届く魔物たちの悲鳴を聞いて、カーミラは歯列を覗のぞかせ笑みを浮かべた。

　彼女が座すこの水晶宮殿は、難攻不落の要塞にして、捕らえた者を逃さない監獄だ。

　外部からの攻撃を拒絶し、内部に入ったものからは血と魔力を吸い上げる。

　同じ魔王軍のリッチーが所有していた墓地が不死の兵を増産し派兵するという侵攻型だったのとは違い、カーミラの水晶宮殿はこちらから打って出るには不向きな領域だった。

「でも、この娘がいる以上、魔狼王は自分から罠わなに飛び込むしかないってこと」

　カーミラはマントの影に沈めていた少女の姿を確認する。何も知らないままよく眠っているようだ。

「ずいぶん吞気な娘ね。あなたの飼い犬が、命を賭けて助けに来ているというのに」

　この娘が勇者の血統だとしたら、魔王様の封印に関わる者の可能性がある。下手に殺せば、封印は解けるどころか、より強固な物になってしまう恐れがあった。

　魔狼王を始末したら、まずは千年前から今までの間に何が起こったか調べなければ。

　世界を滅ぼし混こん沌とんの坩堝るつぼへと落とす魔王様の望みは未いまだ叶かなえられていないのだから。

「カーミラさん、まずは目の前の敵に集中して下さい。油断は──」

「──禁物。分かってるってば。心配性ね、おじさまは」

　玉座の背もたれに、飾りのようにかけられたリッチーが小言を言い、カーミラの指先で遮るようにつつかれる。

「こんなに回りくどいことをやってるのも、おじさまのためじゃない。あの魔狼王が溜ため込こんでいる魔力を宮殿で吸い上げておじさまに渡せば、すぐに元の力を取り戻せるでしょう？」

「ええ、そのことについては感謝しています。一つ大きな借りとして覚えておきますよ」

「分かってくれていれば良いのよ」

　カーミラは玉座からバルコニーへとつながる大きな扉を開く。

「さぁ、来なさい魔狼王。干からびるまで吸い上げてあげる」
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　湖にたどり着いた俺たちが見たものは、巨大な水晶の城だった。

　湖の水面をすべて覆うほどの巨大な城だ。元の湖は堀程度の範囲しか残っていない。

　正面門に架け橋があったので、俺たちはそこから城へ向かうことにした。

　岸をなぞるように近づいていくと、だんだん城の形状が明らかになっていく。

　月の光を浴びて、きらめく水晶の城。美しさと同時に妖しさを感じるたたずまいだった。

「わふ？（ん？　なんかあのてっぺんの形、見覚えがあるような……）」

　じーっと目を細めて観察していると、俺はどこでアレを見たか思い出した。

「わふっ!?（あれって湖の底に沈んでた水晶じゃね!?）」

　あの形、巨大魚を釣り上げたときに見た巨大水晶そのままだ。

　あの水晶はこの城の一部だったらしい。ということは、この城は湖の底から浮上したものということか。

　人の憩いの場にとんでもないものを建ててくれやがって。水浴びして遊べないじゃないか。

「あら、やっと来たのね」

　城のバルコニーに立つカーミラがこちらに気づいた。

「仲間の屍しかばねを踏みにじってここまでやって来た気分はどう？　仲間を思いやってずいぶん余計な怪け我がを負ったんじゃない？」

　いや、全然。

　なにせまとめてレンが倒してくれたからな。

　俺は走ってきただけだし、仲間を倒した罪悪感とかも特にない。

「わんわん！（すべてはレンがやったことです！　俺は悪くない！）」

「ちゅ、ちゅー（お、おい、そういうことを言うではないのじゃ。わしのせいみたいな気分になるじゃろうが……）」

　脳筋なくせに豆腐メンタルなレンが、今更になって焦りだしている。

「ちゅー（じゃが、夫のために泥をかぶるというのも、妻として悪くないのじゃ。妻じゃからな。わし妻じゃからな！）」

　大事なことじゃないので二回言わないで下さい。

　自称妻のネズミがいやんいやんと体をくねらせているが無視する。

「わふん（それにしてもでっかい城だなぁ、おい）」

　というか、この城ってどう見てもカーミラが呼び出したものだよな。実際住んでるし。

　だったらこの湖に伝わる、聖なる力で魔物を寄せ付けない水晶の話は何だったのか。

　聖なる水晶どころか、魔族の本拠地じゃん。伝承が間違って伝わりすぎている。

　千年も経たてばそうなってもおかしくはないかも知れないが。これじゃあ勇者伝説の方も内容は怪しいもんだな。

　だが、今はそんな疑問より、お嬢様を助け出さなければ。

「わんわん！（カーミラ！　ちゃんとここまで来たぞ！　お嬢様はどこだ！）」

「ふふ、ここにいるわよ」

　カーミラが羽織ったマントの中から、意識のないお嬢様が姿を現す。

　寝間着のまま目を閉じ、静かに寝息を立てている。

「わん！（おい、お嬢様に何をした！　気を失ってるじゃないか！）」

「いや、まだ何もしてないけど……。連れてくる前からずっと寝てるし……。これだけ騒いでるのに、この子まったく起きないのよね……。どういう神経してるのかしら……？」

　さすがはお嬢様だぜ。大物すぎる。

　お嬢様は一度寝ると、なかなか起きないからな。そのまま眠ってくれてた方がありがたい。

　だって魔王軍と戦ってるとかバレたら、俺のペット生活が終わるじゃん。

　お嬢様ならそれでも受け入れてくれそうな気はするが、後顧の憂いは絶たねばならん。俺はちょっと大きいだけの白くて可愛かわいい子犬なのだから。

「ちゅー（その無理がある主張は、いつまで言い続ける気なのじゃ？）」

　無論、死ぬまで。

　ペットの犬として生きる俺の信念、生半可な覚悟で折れると思うなよ。

「にゃー（格好つけて言えば言うほど格好悪い主張ですねー）」

　うっさいわい。

　だが、今の状況は実際ピンチだ。

　吞のん気きに構えているが、カーミラがお嬢様に危害を加えないとは限らない。

「わんわん（それで？　どうすればお嬢様を返してくれるんだ？　這はいつくばって私の靴をお舐なめとかなら喜んでやるぞ）」

　あと、さっき言ってた椅子になるのもオプションで付けますけど？

「……要らないわよ」

　めっちゃ嫌そうな顔をされた。さげすむ視線がなかなか良いぞ。花丸をやろう。

「……そうね。あんたみたいな異常な魔物は魔王軍に入れるのは危険すぎるし、自害しろって言うのは簡単だけど、それじゃあ、芸がないのよね」

　カーミラがバルコニーの柵に肘をつくと、水晶で出来た城が開門する。

「私のいる奥の部屋までたどり着けたなら、この子は返してあげる」

　バルコニーからお嬢様を連れて城の中へ戻り、カーミラは窓を閉じざまに手招きする。

「わふ（よし、約束したぞ）」

　俺は水晶で出来た橋を渡り、開いた門へ向かった。

　外から見ると透明な水晶の城は、門から中を見るとどす黒い影で満たされていた。

「ちゅー（ぬし様、当たり前じゃが、これは罠じゃぞ）」

「にゃー（ウルルさんもいるし、引き返した方が良いかも知れないですねー）」

「ちゅーちゅー（この城にかけられた詳しい術式は分からんが、吸血鬼の特性にちなんだ魔法じゃろう。侵入を発動条件に魔力や血を奪う、相手をいたぶりながら殺す危険な迷路じゃ。入ったら最後、干からびるまで出てこられんぞ？）」

「王様……」

　二匹と一人が不安げに俺を見る。

「わふ？（え？　誰が入るって言ったの？）」

　俺はきょとんと聞き返す。

　カーミラは『奥の部屋へたどり着け』と言ったのだ。中を通って来いとは言ってない。

　俺は城を見上げて、位置を確認する。

　あの辺かな？　ちょっとずらすか。

「ふふふ、外から壁を登ってこようというの？　愚かな考えよね」

　正門の向こうから、見透かしたようなカーミラの声が聞こえてきた。

「無駄よ。無駄無駄。あんたみたいな考えをするやつが今までにいなかったと思う？　この水晶宮殿は私が長い年月をかけて血と魔力を注ぎ込み、一つの水晶から育て上げた魔導拠点。世界の法則から切り離された、ある種の別世界とも言えるわ」

　カーミラがご自慢の城を紹介してくる。よほどこの城の防備に自信があるのだろう。

　俺の考えを馬鹿にするように、ケタケタと笑っている。

「魔王軍最強の硬度を誇るこの城に、外部からの攻撃は無意味よ。たとえ千の雷が降ろうが、星の欠片かけらが落ちてこようが、傷の一つも付かないわ。諦めてそこから中に入ってきなさいな。あ、もちろん、その竜が言ったように、宮殿内部は鮮血を搾り取る処刑場。あんたたちはじわじわと嬲なぶるように溶かしてあげる。だけど、そこでのろのろしてていいのかしら。あんまり待たせると私、喉が渇いて、この娘の血を残らず飲み干しちゃうかも──」

「ガルルォォォォォオンッ!!（話が長ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁいっ!!）」

　カーミラのセリフを食い気味に、俺はビームを放った。

　閃せん光こうが夜を真白に染め上げる。

　白い光の柱は斜め上に向かって伸び、水晶の城に直撃し、何の抵抗もなくその壁に穴を開けた。

　一直線に伸びた光は城を貫通し、さらに遠方の山をも削り取った。

「は……、はぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　カーミラの仰天する声が、穴の向こうから聞こえてきた。

「わふ？（魔王軍最強の硬度がなんだって？）」

　ねえどんな気分？　自慢してた城にあっさり穴を開けられて、ねえどんな気分？

　ＮＤＫ！　ＮＤＫ！

　後ろ足をトントンしながら煽あおってやる。

「そ、そんなことって……！　私の魔導の粋が……、たった一撃で……!?」

　壁を壊されたことで術式が霧散したのか、城の内部を埋め尽くしていた影が弱まっていく。

「今の魔法、もしかして究極破壊魔法……？　消費魔力が大きい上に発動まで時間がかかりすぎて使い物にならない、非実用的で無用の長物の魔法をこんな速度と精度で……？　どれだけ大量の魔力を一瞬で練り上げれば、こんなことが出来るって言うの!?　説明が付かないわ！　なんなのよあんた！」

　風穴の向こうに見えるのは、玉座を叩たたいて悔しがるカーミラの姿。そのすぐ隣の壁は綺き麗れいにくり抜かれて、満月が見えている。

「わふー！（よっしゃー！　おるなー！　行くぞー！）」

　俺は自分で空けた横穴に飛び乗り、一気にカーミラのいる部屋まで駆け抜けた。

「わんわん！（おらおらー！　約束は守ったぞー！　今度こそお嬢様を返してもらおうかーっ！）」

「こ、こんな無む茶ちや苦茶な攻略法って……！　私が長年かけて築き上げた魔力の結晶より、その場で練り上げただけの魔法が強いなんて……。そんな馬鹿なこと、ありえない！」

　あり得てるんだから、しょうがないじゃんよ。

「わんわん！（奥の部屋までたどり着けたら返すって約束だったじゃん！　魔王軍幹部ともあろう者が、約束一つ守れないんですかー？）」

　やだー。約束破りが許されて良いのは、モブ悪役までよねー。

「うるさいっ！　まだよ！　我が眷けん属ぞく！　今がそのときよ！　やりなさい！」

　眷属って、どこにいるんだ？　カーミラの周りにいるのはお嬢様だけだ。眷属なんてどこにも──

「ちゅー！（ぬし様！）」

　レンの警告する声が聞こえたと思った瞬間──俺の首筋に鋭い牙が突き立った。

「にゃー!?（ウルルさん!?）」

　ナフラが悲鳴を上げる。

　ウルルだと？　ミシミシと顎が音を立てるほどの力で、ウルルが嚙かみついてくる。

　その目は紅あかく光り、明らかに正気を失っている。嚙まれて眷属にされた魔ま狼ろう族たちと同じだ。

　だが、ウルルはいつ嚙まれたんだ。森で会ってからずっと一緒に行動していたし、そんなタイミングはなかったはずだ。

「最初から、に決まってるでしょ！　あんたが油断する瞬間を狙ってその娘を送り込んだのよ。屋敷に戻ろうとするあんたを引き留めてエルフの村へ行かせたのも、あんたの飼い主を攫さらう時間を稼ぐため！　あんたたちの動きが筒抜けだったとこにおかしいと思わなかった？」

　自分の勝利を確信し、カーミラはけたたましく笑った。

「あっはははははははっ！　力はあっても、しょせんケダモノはケダモノね！　そのまま私の眷属となりなさい！　下働きとして永遠にこき使ってあげるわ！」

「わふっ？（えっ、労働？　働くのは嫌だ。それは断る）」

「そうよねぇ、断れないわよねぇ──え？　断る？」

「わふっ（うん、断る）」

　椅子になるのもペロペロするのも構わないが、労働だけは断固として断るぞ、俺は。

　この不労の誓いだけは、誰にも破れないのだ。

「ど、どういうこと!?　眷属化すれば、意識が残っていようが私の命令には絶対服従のはず……!?」

「わふわふ（そりゃまぁ、眷属になってないからな）」

　俺は当たり前のことを答えた。

　嚙まれて血を吸われると眷属にされるんだから、血を吸われていない俺が眷属になるはずがない。

「ううう……!?」

　ウルルが頑張って嚙みついているが、牙は俺の毛皮に阻まれて、一ミリも刺さっていない。甘嚙みちゅっちゅされてる気分で気持ちいいだけだ。

「ちゅー（愚かよな。ぬし様の毛皮は、竜族のわしが骨まで砕く勢いで嚙みついても、ちょっと痛がる程度の防御力を誇るのじゃぞ？）」

　いや、お前いつもそんな全力で嚙んでたのかよ？　怖いわ。嫉妬で殺す気じゃん。

「ちゅちゅー（当然、エルフの貧弱な顎では、どれだけ肉体を操ったところで刺さるわけがないのじゃ）」

　レンがぺちんとウルルの首筋を叩く。

「おぬしもいつまでもぬし様の首に吸い付いておるでない。それは嫁の特権じゃ」

　すぐさま人に化けて、レンはずり落ちるウルルを抱き留める。体格差がありすぎて、かつぐような形になってしまっているが。

「まだ、まだよっ……！」

　カーミラはまだ諦めないらしい。

　マントの影の中からお嬢様を呼び出し、その首筋に爪を押し当てる。

「人質はまだ私の手にあることを忘れてない？　思い出したなら私の宮殿から出て行ってもらおうかしら」

　入れと言ったり出ろと言ったり、忙しいやつだな。

　しかし、俺が穴を空けたせいなのか、宮殿の壁にどんどん亀裂が走っている。

　水晶の欠片もぽろぽろと落ちてきてるし、言われなくても出て行きたいところだ。

「カーミラさん。どうする気ですか!?」

「仕切り直すわ。こっちにこの娘がいる以上、手は出せないでしょ」

　むむむ、確かにその通りなので困る。

　それよりあのパツキン吸血鬼、骸骨としゃべってるんだけど。趣味の悪い飾りだと思っていたら、あれもカーミラの仲間だったのか。

　というかあの骸骨、リッチーじゃね？　ずいぶんとミニマムなサイズになっているが、この声は間違いない。

　俺たちの胃袋に収まったはずだが、生き残っていたらしい。

　もしかして、もう一回食べれるドン？

　じゅるりとよだれをすすると、骸骨が小さく悲鳴を上げて震え始めた。

　そんなリッチーを懐に入れて、カーミラが睨にらんでくる。

「ちゅー（どうするのじゃ、ぬし様。一いちか八ばちかに賭けて一斉に飛びかかるか？）」

「わふ（いや、不意を突けるならともかく、こんな正面からじゃ無理だろう。あ、ナフラの空間魔法ならどうだ？　ほら、前にヘカーテがやってただろ。奴隷商人に捕まったエルフ取り返したやつ）」

「にゃー（ナフラめの術式制御だと、あんなに密着してるひと同士を分けて転送するのは無理ですねー。発動もご主人様みたいに一瞬では出来ないですー）」

　ううむ、ナフラが駄目というより、ヘカーテが凄すごすぎるのか。ここにいてくれたら助かったんだけど、無い物ねだりをしてもしょうがない。

「わふ……（どうしたもんか。って、あっ……）」

　俺はカーミラの背後に気づいた。

　そこには壁に開いた大きな穴がある。その穴から見える、ぴょこんと立った黒い耳。

　これはチャンスかも知れない。

「どうするの？　もたもたしてると殺すわよ？」

「わ、わんわん！（わ、分かった！　出て行くよ。だからお嬢様に手を出すな！）」

　俺たちはカーミラの方を向いたまま、少しずつ後ろへ下がっていく。

「早く出て行きなさいよ！」

「わふ！（分かってるって！　せかすなよ！）」

　穴の手前まで下がったところで、俺はカーミラの注意を誘う言葉を選んだ。

「わふわふ（ところでカーミラさんよ。このままだとお互い手詰まりだし、このままみんなを元に戻してチャラってことにしないか？　俺らに関係ないところで好き勝手する分には関与するつもりはないし）」

「はぁ!?　ふざけないでよ！　私の水晶宮殿をここまで壊されて、ただで済ますわけがないでしょう！　必ず復ふく讐しゆうしてやるわ!!」

　おお、怖い。魔王軍に敵認定されてしまった。

「わふっ（だが、先に復讐されるのはお前の方らしいぞ？）」

「……っ!?」

　ようやくカーミラが危険を察知する。

　俺が鼻先で指した方向へ、思わずカーミラは振り向き、しかしその方向はまったくの逆で、黒い稲妻のように背後へ忍び寄ったガロが、お嬢様を捕らえるカーミラの腕を食いちぎった。

「ガウッ（何度も同じことを言わせるな。魔狼は死んでも喰くらいつく）」

　カーミラとガロの交差は一瞬。

　腕を失ったカーミラに、ガロはさらなる追撃は選ばず、お嬢様の寝間着を咥くわえて俺たちの所まで跳んできた。

「わんっ！（ナイス、ガロ！）」

「ガウガウ……（王、ご無事で……！　参上が遅れて申し訳ありません……）」

「わふわふ（いや、お前のおかげでお嬢様が助かった。ありがとうな。って、お前ボロボロじゃないか）」

　黒い毛皮で分からなかったが、ガロの足元には血がしたたり落ちている。

「ガウ……（子細ありません……）」

　いや、子細ありまくりだろ。

「にゃー（治癒魔法、かけときますねー）」

「ガウ……（ナフラか。すまん、助かる……）」

　ガロの背に飛び乗ったナフラが、柔らかい光でガロの体を包む。

「あの時の魔狼……！　あれだけボロ雑巾にしてやったのに、まだ生きていただなんて……」

「ガウガウ（泥まみれの私を眷属にするのを厭いとったお前の負けだ。借りは返させてもらったぞ）」

　人質のお嬢様は取り返した。カーミラは左腕を失って重傷。リッチーとおぼしき骸骨は戦力外だろう。

　形勢逆転だ。

「わふっ（降参なら、まだ受付中だぞ？）」

　腕を押さえてうずくまったカーミラに声をかける。

「ふっ、ふっふっふ……」

　俯うつむいたまま、カーミラが笑い出した。

「ふっふっふっふざけんじゃあないわよ！」

　立ち上がったカーミラから魔力の奔流が噴き上がり、突風に俺たちは足を踏ん張る。

「もう良いわ……。人質なんて関係ない。おじさまには悪いけど、あんたたちはここで全員殺す」

　千切れたカーミラの腕が一瞬で再生した。握りを確かめたカーミラがこちらを睨む。

　やっべえ激オコだ。

　あまりの殺気に、俺は失禁寸前である。

　黄金の髪が逆立ち、眼めは炎のように赤く燃え、両手の爪は鎌のように鋭く伸びた。

「これが私の最後の策よ。戦いの日に今夜を選んだのは偶然じゃない」

　カーミラはマントを翻し、夜空に浮かぶ月をつかみ取らんばかりに力を込める。

「今宵こよいは満月！　吸血鬼である私は、満月の夜に最もその力を強める！　今の私は魔王様にも匹敵するわ！　搦からめ手てが得意だからといって、私自身が弱いと思わないことね!!」

　カーミラの影から、血のように紅い魔力が渦を巻いて噴き上がった。

「むぅっ!!　これはまずい！　この魔力量！　わしより上じゃ！」

　ええっ、レンが怯ひるむレベルの強さなのかよ。やばいじゃん。あてが外れた。

「雑魚は後で相手をしてあげるわ！　魔狼王！　あんただけは必ず殺す！」

　え、ちょ!?　俺だけピンポイントに狙われてる!?　俺がこの中で一番の戦力外ですよ！　白い子犬に攻撃を加えるとか、虐待ですよ！

　思わず飛とび退のいた俺の目の前に、カーミラが高速飛ひ翔しようしてきた。

「あんたのふざけた態度は、全部私を騙だます演技なのはよく分かったわ！　もう侮らない！」

「わ、わふ？（い、いや、別に演技とかじゃなくて普通にしてるだけなんだけど……）」

「そうやって油断を誘っても無駄よ！　全力で殺す!!」

　カーミラの両手に生えた十本の爪が縦横無尽に走り、俺を切り裂く。

「はぁぁぁぁぁっ!!」

　さらにヒールを履いた蹴りが俺の腹に突き刺さった。

　俺は水晶宮殿を突き破り、湖の外まで弾はじき飛とばされた。

「禁忌魔法・黒血葬送装陣!!」

　俺を追って宮殿を飛び出したカーミラが空中に魔法陣を展開する。

　いくつも折り重なった複雑な魔法陣から、巨大な刃やいばが召喚される。

　黒い血のようなもので出来たいびつな槍やりだ。それがいくつも同時に現れ、まだ空中で吹き飛んでいる最中の俺に向けて発射された。

　全弾が突き刺さり、俺は隕いん石せきのように地面を削りながら落下する。

「まだまだ行くわよ!!」

　展開していた魔法陣から、さらなる武器が召喚される。

　地面に埋もれた俺はなすすべなく攻撃の雨に晒さらされた。

　黒い血で出来た巨大な武器は、恐ろしい数が俺に突き立ち、剣山のように黒くそびえ立つ。

「これが、最後よ!!　極大禁忌魔法・暗黒重轟獄鎚!!」

　両手を掲げたカーミラの上に巨大な黒い球体が生まれる。

　全魔力を投入するような、巨大な魔力を秘めた黒い血の塊を、カーミラは背中を反らして振りかぶる。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　あまりに巨大な黒球は、ゆっくりと、だが釘くぎ付づけにされて身動きが取れない俺を飲み込むように圧おし潰していく。

　黒血の超質量は地面をひしゃげさせ、湖の形を変えるほどの破壊力を生み出した。

「はぁっ……はぁっ……！　……どう？　これが私の全力全開よ。月夜の私は魔王軍最強。毛の一本も残しはしないわ。私に楯たて突ついたことを地獄で後悔するのね」

　荒い息をつきながら、勝利を確信するカーミラ。

　うーん、どうしよう。あんなに喜んでるところに水を差すのは悪い気はする。

　俺はクレーターの中から、高らかに笑うカーミラを見上げて困っていた。

　俺の迷いなど関係なく、湖周辺に風が吹き、辺りを覆っていた土煙を晴らした。

「な、あ……!?　なんで……!?」

　カーミラが顎が外れそうな勢いで驚きよう愕がくしている。

「わふ（えーっと、その、なんか、すまん）」

　完全に無傷だったわ。あれだけ攻撃を受けたけど、痛くもなんともなかった。何だったらレンに嚙かまれた方が痛いくらいだった。

　ぶるるっと体を震わせて体に付いた土を払う。

「ガウガウ（ふっ、あのカーミラはひとつ決定的なことを忘れている。私が生き残れたのもこのおかげだ……）」

　知っているのかガロ電？

「私が、何を忘れているって言うのよ……!?」

　ガロのつぶやきをカーミラが聞きとがめた。

「ガウガウ（まだ分からないのか？　魔ま狼ろう族は月の眷けん属ぞく。貴様ら吸血鬼より、我々はさらに強い月の加護を受けている。そして我ら魔狼族の頂点たる魔狼王ロウタ様ならば、普段の力を何十倍にも高めているだろう！　最初から貴様などに勝ち目はなかったのだ！）」

「な、なんですって!?」

「わ、わふっ（な、何だってー!?）」

「なんでぬし様が驚いておるんじゃ。自分の体のことじゃろうが」

　いやあ、どうりで今日は体の調子が良いと思った。なんか毛皮もキラキラ光ってるし。

「そっ、そんな……。私の全力がまるで効かないなんて……！」

　自分が普段の倍強くなったと思ったら、相手は十倍強くなっていたとか、理不尽にも程があるな。敵のことながら哀れである。

「わふっ（まぁ、とことんまでやるって言ったのはそっちだ。万策尽きたようだし、今度はこっちの番だな）」

　高まる俺の魔力を感じ取ったカーミラが焦り出す。

「ま、待ちなさいよ！　わ、私に手を出したら、村のエルフたちに自害を命じるわよ！」

「エルフなら全員気絶させておるが？」

「そ、そんな!?」

「にゃー（エルフだけじゃなくて、眷属にされた方は、みーんなレン様が叩たたきのめしちゃいましたね。レン様の大おお雑ざつ把ぱさがこんなところで役に立つなんて、分からない物ですねー）」

「な、なにか、なにか策が──」

「策士策に溺れるとはこのことじゃな」

　どっちかって言うと、運が悪かっただけだと思うぞ。俺たち相手の策を物理で壊すしかしてないし。

「この吸血悪姫カーミラが、こんな下等なケダモノにしてやられるなんて……！　噓うそよ……！」

　カーミラは髪を搔かきむしり、最後の悪あがきと言わんばかりに突っ込んでくる。

「わふっ（まぁ、何回も降参を勧めたし、これ以上は情状酌量の余地なしってことで）」

　俺は大きく息を吸い込んで、ため込んだフラストレーションを一気に吐き出した。

「ガルルォオオオオオオン！（ペットから飼い主を奪うとか、何人たりとも許されざるよぉぉぉぉぉぉぉっ!!）」

「い、いやああああああああああっ!!」

　極太のゲロビームが、突っ込んでくるカーミラを飲み込み、その背後にあった水晶宮殿ごと、湖から消滅させた。
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「わふー（はー、やれやれ。長い夜だったなぁ……）」

　カーミラとの決着を付けた俺たちは、歩いてお屋敷へ戻る途中だ。

　ちなみにバルはガロに託された使命をしっかり果たして、シロとクロを守って森に潜んでいた。

　自分が戦力外と判断して、潜伏に専念したバルは流石さすがの老練さだ。

　シロとクロはと言うと、怖い目に遭っただろうにのんきに寝入ったままだった。鼻をすぴすぴさせてる様子には思わず頰ほおが緩んだものだ。

　この圧倒的な可愛かわいさ、やはりお嬢様には会わせられん。

　どんな敵よりも、俺の地位を脅かす脅威を感じるわ。

「ガウ（では、私たちはこれで）」

　ガロはウルルを村へ送るついでに、ナフラと一緒に負傷者の手当てをして回るらしい。

「ガウガウ（このたびは、我々の窮地をお救い下さり、誠にありがとうございました）」

「わんわん（こっちこそお嬢様を助けるのを手伝ってくれてありがとうな。またシロとクロの顔を見に行くから、そのときはよろしく頼むわ）」

「ガウ（はい、娘たちと楽しみにお待ちしております）」

　そう言って、ガロは頭を下げると、バルたちと共に森の奥へと去って行った。

　寝入ったままと言えば、我がご主人様であるメアリお嬢様もまだ寝ている。

　これだけ騒いだ後なのに、まだすやすや眠れるのはお嬢様だけですわ。神経ごんぶとすぎる。

　まぁ、色々あったけどお嬢様に怪け我がをさせることもなかったし、お屋敷のみんなも無事だった。

　これにて一件落着だろう。

　まったくもう、俺の平和なペットライフを次々に脅かしに来やがって。魔王とか勇者とか世界の存亡を賭けた戦いとか、違う場所でやって下さいよ。

「ちゅー（二度あることは三度あると言うがのう）」

　お嬢様の顔にかかった髪を払ってやりながら、レンが嫌なことを言う。

「わふふ（はっはっは、そんな馬鹿なことが起きるわけないだろ）」

　……ないよね？　起きないよね？

「ちゅーちゅー（しょせん何が来たところで、ぬし様が負けるはずもないじゃろうがな。いっそこっちから乗り込んで魔王を倒してしまうかの？）」

　嫌に決まってるだろ。なんでペットの犬が魔王と戦うんだよ。おかしすぎるだろ。

　そういう役目は本物の方の勇者が担ってくれるのだ。

　さぁ、働け勇者よ。俺の代わりに世界の平和と、あと俺の生活の平和を守ってくれ。

　勇者、どこにいるのか知らんけど。

　二回もこっちで対処したんだから、三回目以降は流石にお願いしますよ。俺は労働したくなくて転生したんだからな。

　あのゆるふわポンコツ女神がフェンリルなんかに転生させたせいで、おかしな方向へ向かっている気がしないでもないが、意地でもハンドルを切り直して、本来の幸せなペットとして一生を送るんだい。

「わふー（ねー、お嬢様）」

「むにゃ……ロウタ……とずっと一緒、です……」

　そうそう！　お嬢様と俺はずっと一緒！

　眠りながらも俺にしがみついてくるお嬢様にスリスリして、お屋敷への帰り道をゆっくりと歩いて帰った。
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　ロウタたちが去った後、静かになった湖の近くをフラフラと飛ぶ、小さな蝙蝠こうもりがいた。

「キーキー（なんてことなの……！　この私まで、一蹴されるなんて……！）」

「だから言ったでしょう、カーミラさん。アレは恐ろしい相手だと……」

　蝙蝠の足につかまれた頭蓋骨が溜ため息いきをつく。

「キー！（何もしてないおじさまは黙っててよ！　落としちゃうわよ！）」

「お、おやめなさい。我々が仲なか違たがいしても何も得はありません」

　カーミラとリッチーはロウタに倒されたはずが、しぶとく生き残っていた。

　最後に逆上して襲いかかると見せかけて、その実カーミラは分け身を作って逃げ出していたのだ。計算高いカーミラらしいやり口だった。

「アレはどうにもならないわ……。考えたくはないけど、魔王様すら超える強さを持っているかも知れない……」

「とにかく今は力を蓄えつつ、他の将軍が目覚めるのを待ちましょう。幸いにしてここには魔力の残ざん滓しはたっぷりとあります」

　水晶宮殿は破壊されてしまったが、その存在を固定していた魔力の多くが未いまだこの湖に漂っていた。

「特に魔狼王の放った究極破壊魔法は、周囲へ無駄に魔力を散布しますからね。私と貴女あなたで集め直せばかなりの力を回復できるでしょう」

「キー……（そうね……。私たち不死の魔物はその不死性こそが強みだものね。見ていなさい、魔狼王。いつか必ず復ふく讐しゆうしてやるわ……）」

　ふたりの意見が一致したところで、突然、突風が吹いた。

「キー!?（なにこの風!?）」

　弱った蝙蝠の羽では風に抵抗することも出来ず、リッチー共々風に巻き取られる。

「残念だけど、そうはいかないのよねぇ」

　指先で小さな竜巻を操り、杖つえに腰掛けるその人物はお伽とぎ噺ばなしに出てくる魔女そのものの姿をした女だった。

「ここに溜たまった魔力も私の魔法に使うことが決まっているの。そう、千年前からね」

　拘束したカーミラに顔を近づけ、意味深に微笑ほほえむ。

「キーキー!?（な、なに!?　何を言っているの!?　誰よ、あんた!?）」

「き、貴様はあの時もいた魔女……！　そう、確かヘカーテと呼ばれていた……！　ここの魔力『も』と言いましたね！　ならば、私の墓地を奪ったのもあなたが……！」

　正体不明の魔女に、ふたりは戦慄する。あの魔狼王とは違ったすごみが、この魔女にはあった。

　蜘く蛛もに搦からめ取られた獲物というのは、こんな気分なのかも知れない。

「貴方あなたたちはそうねぇ。力も失った抜け殻みたいなものだけど、放っておくわけにもいかないし。……良いことを思いついたわぁ」

　魔女は人差し指を顎に当てて考え、名案を思いついたように顔をほころばせた。

「まとめて私の使い魔にしてあげる」

　そう言ってヘカーテは片手に魔術を発動させる。

「キーキー!?（はぁ!?　ふざけんじゃないわよ！　たかがエルフの魔女風情が、魔王軍幹部である私たちを使い魔になんて出来るとは、思わない、こと……ね……？）」

　カーミラの語尾が尻すぼみになっていく。

　原因は魔女が発動させた魔法の術式にあった。

「キーキー!?（な、なに、なんなの!?　その複雑な隷属術式……!?　私の吸血鬼化よりも強固だなんて!?　一体何年修練すればそんな極悪で嫌らしい術式を編み出せるようになるの……!?）」

「ま、魔女め、さては貴女あなた、見た目通りの年齢ではないでしょう……！　一体何千年生きて……!?」

「　お　だ　ま　り　」

　笑顔のまま、魔女は魔法を二人にかける。

「「み、みぎゃあああああああああっ!!」」

　月夜に断末魔の叫びが響き渡った。
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　一夜明けたお屋敷で、みんなが広間に集まっている。

　なんでも急にお屋敷で働く人が増えたらしい。今朝はその紹介に呼び出されたのだ。

「おかしい。酒を吞のんだ覚えもないのに、昨日の記憶がない……。なぜ私は外で寝ていたのだ……？」

　ゼノビアちゃんがブツブツつぶやいている。カーミラの催眠術の後遺症だろう。そのまま忘れていておくれ。

「ではみんな、注目してくれ」

　ロビーの階段に立って、パパさんが手を叩たたく。

「急なことで済まないが、私も今日いきなり紹介されたのだよ。ヘカーテ先生の頼みとあっては無下にも出来ないからね。みんな仕事を教えてあげて欲しい」

　そう言ってパパさんに紹介されたのは、二人の使用人だった。

「ヘカーテ様からのご紹介で、本日から働かせていただきます。リッチモンドと申します」

「お、同じくメイド見習いとして今日から働かせていただきます。ミラーカと申します」

　一人は単眼鏡がよく似合う執事さん。おじいさんだが俺を見る目つきが微妙に鋭い。

　もう一人は生意気そうなパツキンメイドだ。ツーサイドアップの髪型があざといぞ。

「……ッ！」

　何な故ぜかメイドの方も、キッと俺の方を睨にらんでくる。

　え、なに、初対面から好感度がマイナスに振り切ってる感じ？　攻略難度高いキャラか、おめー。

「ちゅー（屋敷にぬし様のようなデカい魔ま狼ろうがいたら、普通の人族は怖がるのではないか？）」

　そういう感じにも見えないんだけどな。どっちかって言うと恨まれているような目つきだ。

「わふー……（なーんかこいつら、どこかで見たことがあるような気がするんだよなぁ……）」

「ちゅー（知らん。人族の顔なんぞ見分けが付かんのじゃ）」

　うーん、俺の勘違いだろうか。なんかこう、つい昨日見たばかりの顔な気が……。

　俺が視線を向け続けていると、バッと息ぴったりに顔を逸そらされた。

「よーし、新人ども！　さっそく仕事を教えてやるから、私に続けーい！」

　挨拶が終わったのか、元気メイドのベティちゃんが二人を引き連れていく。

「くそっ、隷属魔法さえかけられていなければ、こんな屈辱……！」

「焦ってはいけません。今は雌伏の時です。魔王様の封印を解く日まで耐えるのですよ、カーミラ……いえミラーカさん」

　二人がブツブツと小声で話しているが、窓から風が吹きこんでくるせいでよく聞こえなかった。

「さぁ、みんな、今日も一日頑張ろう」

「「「はい、旦那様」」」

[image: ]

　パパさんは仕事のために二階へ上がり、屋敷のみんなも各々の仕事に戻っていく。

　残ったのは働く必要のない俺と、朝のお勉強までまだ少し時間があるお嬢様だけだ。

「ロウタロウタっ、今日は何をして遊びましょうか？」

「わんわんっ（そっすねー。お昼寝とかどうですかね！）」

　夜はずっと駆けずり回ってたから、めっちゃ眠い。

「ボール遊びですか！　いいですね！」

「わんわんっ（言ってねー！　けどお嬢様が嬉うれしそうだから全然ＯＫ！　ペットらしく遊ばせていただきますよ！）」

　駆け出したお嬢様に続いて俺は庭に飛び出した。

　そして、夏の暑さにやられて五分でダウンした。かき氷食べたい。







　あとがき




　おはこんばんにちわん！

　お久しぶりです！　またお会いできましたね！　ひゃっほう！　嬉うれしい！

　このあとがきを書いている現在は残暑厳しい九月ですが、四巻が出版される頃には肌寒い季節となっているでしょうか。

　お風邪を召さないように気をつけてくださいね。なお、私は今まさに風邪を引いています。（こいついつも風邪引いてんな）




　ではさっそく本題。今回はお知らせが二つあります。

　ひとつは、なんと！　ワンワン物語のコミックスが発刊されます！　やったぜ！

　コミカライズを担当して下さったのは、新進気鋭の漫画家でありイラストレーターでもある、濃こい口くちｋｉｋｉ先生です！

　原作を大事にしつつも、良い具合にアレンジも加えてあって、小説をすでに読んでストーリーを知っている方にも楽しんでいただける、濃いぃぃい内容となっております！

　コミックスには描き下ろし漫画も付いていて、カバー裏までおまけ漫画付きというサービス精神旺盛な仕上がりです。

　私も短編小説で参加していて、まだ小さい頃のロウタがお屋敷へやって来た日のことをお話にしました。そちらも併せて楽しんでいただければ幸いです。

　あと、この漫画はさりげなく飯テロがすんごいので、お腹なかが空すいてるときに読むと、殺意で転げ回るかも知れません。画力解放の使いどころが強力すぎです。ジェイムズのおっさん飯、私も食べたい！（ゴロゴロと転げ回る）

　もっふもっふなロウタと天てん真しん爛らん漫まんなお嬢様、二人の紡ぐ『ワンワン物語』を漫画でもお楽しみ下さい！

　気になる発刊日は、この四巻の少し前と耳にしておりますので、すでに書店に並んでいるかも知れません。お越しの際は、ぜひぜひお手に取ってみてくださいね。




　そしてもう一つのお知らせは、わたくし犬いぬ魔ま人じん、生まれて初めてサインを書きました。

　サイン入り複製原画をプレゼント企画として（応募は終わってしまいましたが）、そしてサイン入りの販促物を一部書店さんに置いて貰もらえるそうです。よろしければ、探してみて下さい。

　見つからなかったら、書店員さんにサイン見せろやオラァンって言って下さい。（噓うそですごめんなさい。後日私のツイッターに写真掲載します。ついでにフォローして下さると喜びます。駆け回ります）




　最後にお世話になった方々へ謝辞を。

　今回キャラが増えてデザインが大量になってしまったにもかかわらず、しっかり描ききって下さったこちもさん。

　毎回、作者が締め切りギリギリでヤキモキさせてしまっている担当編集のＫさん。

　同じく締め切りギリギリ仲間の濃口ｋｉｋｉさん。

　編集部の皆さん。デザイナーさん。校閲さん。営業さん。書店員さん。

　ここには書き切れなかった多くの方々と、そしてこの本を手に取って下さった貴方あなた！

　本当にありがとうございます!!




　ではでは、ページも残り少なくなってきましたので、今日はこの辺りで失礼いたします。

　五巻でまたお会いしましょう！





二〇一八年九月　犬魔人　拝　









電子書籍特典　書き下ろし短編

『お前も魔狼族にしてやろうか!?（なでなで）』







「ガルガルッ！（おいそこ！　遅れてんぞ、新入りぃっ！　隊列を乱すんじゃねェっ！　それでも魔狼族か！）」

「ゴフゥ……ゴフゥ……！（だから俺は魔狼族じゃなくて、熊だっつってんだろうが……！）」

　一糸乱れぬ陣形で平野を駆ける狼の群れ。

　その中で一匹だけ隊列から遅れる大熊が、巨体を揺るがせながら息を切らせていた。

「ガルガル！（いいや、お前は魔狼族だ！　他ならぬガロ様がお前を魔狼族と言ったんだからな。だったら、お前はもう魔狼族だ！　そうだろう！　魔狼族とは見かけではなく、心のありようなのだ！　…………たぶん）」

「ゴフゥッ！（おい、今たぶんって言っただろ!?　お前も無理があると思ってるんじゃねぇか！）」

「ガルガル！（やかましい！　新兵が上官に口答えするんじゃねえっ！　キリキリ走れいっ！）」

　吠え立てられ、大熊の魔物アカヨロイは隊列へと駆け戻った。

「ゴフゥ……！（ちぃっ……！　……だが、テメェらに俺が負けたのは事実……。敗者は勝者に従う。それが野性の掟だ……。それを破るつもりはねぇ……。従うぜ……）」

「ガルッ（ふん、分かってるじゃないか。森を荒らし回る凶暴な魔物かと思えば、意外と真面目なやつだな）」

　感心したように、教官役の魔狼は耳を動かした。

「ゴフフゥ！（だが、覚えておけよ！　この訓練を乗り越えたら、俺はふたたび魔狼王へと戦いを挑む！　そうなったときに俺を鍛えたことを後悔しても遅いぜぇ!!）」

「ガルガル（王陛下に勝つなど、千年かけても不可能だと思うが。まぁ、頑張れ）」

　身の程知らずな新入りを咎めることなく、魔狼族たちは厳しい訓練へと戻った。

「みな、励んでいるようだな」

　朝も夕もなく続けられる練兵場の訓練を、魔狼族のまとめ役であるガロが視察に来た。

　変化の術を竜の姫君から与えられ、人に化けられるようになったガロは、その姿の維持に磨きをかけるべく、今も人の姿を取っている。もちろんそれは魔狼の性別も分からず、人に対して発情する、変わり者の王のためであった。

　今は人に習い、白い下着のような衣装を纏っている。漆黒の長い髪は風になびき、褐色の肌は艶やかに水をはじく。金色の瞳だけが鋭く魔狼の面影を残していた。

「ガル（ガロ様。今日も人の姿を取られているんですね）」

「不服か、ガルよ？　我らに仇なす人族の姿を見るのが」

　魔狼族にとって人族は仇敵である。そう千年前から伝えられている。

　しかし、森を出て人族に手を出すことは掟で禁じられており、復活した魔狼王フェンリル・ロウタ様も人族と友好的な関係を築こうとしている。

「ガルガル（いえ、王陛下のご意志に逆らうつもりは、毛筋ほどもないでさぁ。それに、人族の中にも価値のある者がいることは承知してますんで）」

　それは例えば、彼らに料理というものを与えた男だ。

　獲物は生でそのまま喰らうという常識を、調理という人族ならではの技術で打ち破る。その見事な手腕とあの時食べた料理の味は、今なお魔狼族たちの記憶に残っていた。

　香ばしくカリカリに焼き上げられた薄切り肉に、たっぷりとチーズをかける。単純であるが故に美味。舌に拡がる衝撃的な旨味に、魔狼たちはみんな虜になった。

　豪放に笑い、無遠慮になでてくる男の態度にも逆らえなかったほどだ。

「ガルル……（しかし、人間の手になでられるというのは、存外悪くありませんでしたぜ……）」

　不意を突いて口にしてしまった言葉にハッとするが、ガロは怒ることもなくガルの頭に手を置いた。

「ふむ、そう言えばバルもそのようなことを言っていたな。どうだ、ガル？　心地よいか？」

「ガ、ガルゥゥ……！（こ、これはぁぁぁぁぁぁぁっ……！）」

　ガロは優しく手を動かして、背中の毛をなでる。なでられたガルは恍惚とした様子で尻尾をブンブンと振った。

「ガルガル……！（人族の荒々しいなで方も悪かぁなかったが、毛並みに沿ったガロ様の繊細ななで方……！　こいつぁたまりませんぜ……！）」

「ガウッ（あっ、教官ずるい！　私もなでなでされたい！）」

「ガウガウ！（ガロ様！　自分も！　自分もよしよししてください！）」

　隊列から離れた魔狼たちが次々とガロの元へと集まってくる。

「ガ、ガルッ！（き、貴様ら、訓練はどうした！　ガロ様の前で、なんて不手際だ！　それに今は俺がなでられてるんだ！　あっちへ行け！）」

「「「ガウガウ！（ずるい！　教官だけずるい！　なでなでよしよしされたい！）」」」

　威嚇するガルに、若い魔狼たちが唱和する。

「こらこら、喧嘩するな。全員なでてやるから、ちゃんと並ぶんだ」

　慈母のような微笑みを浮かべるガロに、魔狼族たちはきゅーんきゅーんと甘えるように鳴いた。野生の誇りはどこにも無かった。

「ご、ゴフゴフゥ……!?（や、やはりこいつら、完全におかしい……!?　頭をなでられるだけのことに、なぜそんなに必死なんだ……!?　わけが分からない……！　何なんだ、これがこいつらの強さの源なのか……!?）」

　困惑するアカヨロイを尻目に、魔狼族たちはたっぷりとなでなでタイムを味わうのだった。
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